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古代甲斐国山梨郡と丈部
─「丈」字をもつ墨書土器の検討から ─

海老沼　真　治

はじめに

　甲斐国における古代氏族・部民については、磯貝正義氏によって文献史料をもとにした検討が行われ（1）、

大隅清陽氏によって関連する文献・文字資料の整理と、想定される部民の所在地など、基礎的な情報が提

示された（2）。また末木健氏は県内の墨書土器に見える氏族を集成し、氏族の分布や地域間の関係等を考

察している（3）。出土文字資料に関しては、今後も新たに氏族・部民に関連するものが発見される可能性

があり、そうした成果によって、大隅氏・末木氏の知見の補完や、新知見の提示を行い、甲斐国における

古代氏族や部民制の展開をさらに詳細にしていくことが課題となろう。

　本稿ではその試みのひとつとして、甲斐国の丈部について、新たにその存在の可能性がうかがわれる出

土文字資料―具体的には「丈」字をもつ墨書土器―の分析を通して、古代甲斐国における丈部の存在につ

いて検討してみたい。

１　甲斐国丈部の概要

　現在把握されている古代甲斐国の丈部に関する史料については、以下のように整理されている（4）。

　平城宮木簡の一つで、天平宝字八（七六四）年八月の年紀をもつ庸物銭荷札木簡に「・斐』国山梨

郡加美郷丈部宇万呂六百文」とあり、また『日本三代実録』貞観一八（八七六）年一〇月二二日条に

都留郡の百姓として丈部鷹長なる人名が見えることから、山梨郡加美郷および都留郡に丈部が存在し

たことが確認される。

　丈部は杖部・丈使とも書き、「馳せ使う」との語義から、従来、宮中での雑用に使役されたものと

することが多かったが、埼玉県稲荷山古墳出土の鉄剣銘にみえる「杖刀人」がその源流である可能性

が指摘されたこともあり、近年では、武器を携えて王権に奉仕する軍事的部民としての性格が強調さ

れるようになった。（以下略）

　甲斐国における丈部は、山梨郡と都留郡に存在したことが知られる。このうち丈部宇万呂が居住してい

た山梨郡加美郷については、正倉院宝物の白絁金青袋の墨書銘に「甲斐国山梨郡可美里日下マ□□絁一疋

　和銅七年十月」とあるのが初見であり（5）、郷（里）内に日下部も置かれていたことが知られている。

その後の所見となるのが、前述の天平宝字八年の荷札木簡（6）である。つまり８世紀段階において、加美

郷には丈部・日下部というふたつの部民の存在を確認することができる。日下部については、笛吹市一宮

町の大原遺跡出土の墨書土器の中に、「日下」と書かれたものが多数出土している。同遺跡は山梨郡玉井

郷の中心的な地域と推定されており、玉井郷は日下部に系譜をもつ人々がその中核となっていたことをう

かがわせる（7）。

　次に加美郷の郷域については、旧八幡村・日下部町（現山梨市）を中心として、一部は旧松里村（現甲
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州市）や旧牧丘町（現山梨市）方面にも及んでいたと推定されている（8）。加美郷における中心的な地域

としては、平安時代の遺跡になるが、日下部遺跡（山梨市小原東）が知られており、同遺跡出土の墨書土

器の中に、丈部に関連すると考えられる「丈国」が含まれていることを、末木氏が指摘している。

２　丈部に関連する墨書土器

　まずは日下部遺跡の「丈国」について、改めて検討したい。本遺跡は、笛吹川左岸に形成された扇状地

（笛吹川・重川・日川複合扇状地）の扇央部南面傾斜地上に立地する（9）。付近には七日子遺跡（山梨市七

日市場）・江曽原遺跡（山梨市江曽原）など、同時期の平安時代集落遺跡が展開しており、日下部遺跡周

辺地域＝山梨郡加美郷が、平安時代に発展を見せていたことがうかがわれる。出土品は墨書・刻書土器の

ほか、鉸具、銙帯金具（巡方・丸鞆）、刀子、土錘、鉄製紡錘車などがある。墨書・刻書土器は第１～４

次調査で計64点出土しており、大半は10世紀代で、一部９世紀代のものが含まれている。ほとんどは１文

字の墨書であるが、２文字を記したものが少なくとも４点確認できる（「八九」「鞆井」「丈国」「上□（忍ヵ）」）。

　「丈国」墨書土器は、同遺跡の第３・４次調査において、１号住居から出土した甲斐型坏の体外に、横位

で記されたものである。口径12.2、高さ4.5㎝を測り、暗文は無く、底部のヘラ削りが施されている。また

口縁部は外反・玉縁化していることなどの形状から、甲斐型Ⅵ期・10世紀前半頃のものと考えられる（10）。

　墨書の判読は、報告書では「上国」を第一候補

としつつも、他の可能性を考慮して「□国」とし

ていたが、『山梨県史 資料編３』において「丈国」

と判読されるようになった。墨書の字形を見ても

「上」より「丈」の方が近いと考えられよう。また

筆致からは、文字を書くことにあまり習熟してい

ない人物が書いたものという印象を受ける。

　末木氏は墨書「丈国」を「丈（部）国（人名）」

を示すもとの想定し、丈部関連の墨書土器として

提示した（11）。筆者もこの指摘は以下の理由から

首肯できるものと考える。
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10cm

図１　「丈国」墨書土器実測図（報告書より転載）
写真１−１　「丈国」墨書土器（山梨市教育委員会蔵）

写真１−２　「丈国」墨書土器（墨書部分拡大）



3

　平川南氏は古代私印の表記方法について、四文字私印の印文「○○私印」には、「ウジと名の頭文字」

で２文字を示すことが一般的であると指摘している（12）。あくまでも私印の記載様式に関してのことでは

あるが、この指摘を「丈国」に援用すると、「丈部国○」という人名の略記と想定することは十分にでき

よう（13）。

　山梨郡加美郷の丈部は、前述のとおりこれまで８世紀中葉の資料でその存在が確認されていた。これに

加え、９世紀以降に加美郷の中心的な地域であったと推定される日下部遺跡から「丈」字を伴う墨書が確

認されたことにより、加美郷周辺に丈部が継続して存在していたと考えることができよう。

　この「丈国」の記載方法に類似した墨書土器を、近年の出土事例の中で確認することができた。甲州市

后畑西遺跡で出土した「丈主ヵ」墨書土器である。

　后畑西遺跡は、「和歌刻書土器」が出土したケカチ遺跡の東に隣接する遺跡で、重川とその支流塩川に

挟まれた南北に細長い段丘上に立地している（14）。周辺には平安時代の集落遺跡が展開し、奈良・平安時

代の竪穴建物はこの付近だけでも100軒以上確認されている。この地域は古代山梨郡於曽郷に属していた

と推定され、現在も「上於曽」「下於曽」の地名が残っている。またケカチ遺跡では市内最大級の規模と

なる一辺約８mに及ぶ竪穴建物が検出されており、出土遺物の様相なども考慮すると、ケカチ遺跡周辺は

於曽郷を代表する有力豪族の拠点であった可能性が指摘される（15）。隣接する后畑西遺跡も、同様の性格

を有するものと考えられよう。

　同遺跡からは墨書土器が69点出土しており、その年代は

８世紀後半～10世紀前半が中心となっている。２文字の墨

書は「丈主ヵ」を含め４点確認できる（「戸舎」「麦（麥）石ヵ」

「石林」）（16）。「丈主ヵ」墨書土器が出土した竪穴建物遺構

（SI39）は、東西5.0mと規模は比較的大きく、報告書で紹

介された出土遺物19点のうち、墨書土器は２点で、判読可

能なものは「丈主ヵ」１点のみである。口径13.4㎝、高さ2.1

㎝の甲斐型皿の底部外面に墨書が横書きで施されている。

土器内面に暗文は無く、外面底部に手持ちヘラ削りが施さ

れる形態から、甲斐型Ⅴ期・９世紀後半頃のものと考えら

れる。筆致は日下部遺跡の「丈国」と比べると、幾分文字

を書くことに慣れた人物の筆とみられる。

　墨痕はやや薄いものの、文字の判読は可能であり、「丈」

字は間違いなかろう。「主」字については、報告書の実測図

によると、「王」の縦画の上が突き抜けるように示されてい

るものの（図２）、資料を実見する限り、字形としては「主」

が最も近いと考えられる（写真２−２）。

　この墨書を「丈主」と判読した場合、前述の「丈国」と

同じように人名の略記と見るならば、「丈部主○」という名

前を想定することができよう。ただし、横書きは墨書土器

としては異例であるうえ、「丈主」は左から右に読むことと 図２　「丈主ヵ」墨書土器実測図（報告書より転載）



なり、当時の書き方としては違和感がある。右から左に「主丈」と読む方が自然であろう（17）。ただしこの

場合でも、例えば「（戸）主丈（部）」といった意味を想定することはできよう（18）。この想定が許されるな

らば、「丈主」「主丈」いずれの読みであっても、丈部の存在を示す墨書土器ということになり、山梨郡で

は加美郷に加え、后畑西遺跡が所在する於曽郷にも丈部が存在していた可能性を指摘することができる。

３　山梨郡と丈部

　末木氏の論考では、山梨郡における丈部関係の墨書土器として、日下部遺跡「丈国」に加え、金山遺跡

（笛吹市一宮町）出土の「丈」墨書土器を採り上げている。金山遺跡は甲斐国分寺の寺域内に含まれる可

能性のある地に所在し、墨書土器には国分寺に関連する文字も確認することができる。郷としては、林部

または井上郷に所属するものと考えられる。これに后畑西遺跡の「丈主ヵ」を加えると、山梨郡における

丈部関係の墨書土器は３例となり、郷としては加美郷（日下部遺跡）、林部または井上郷（金山遺跡）、於

曽郷（后畑西遺跡）が比定される。

　また、山梨郡全体の氏族関係文字資料の出土状況としては、林部・玉井・井上・石禾郷付近の遺跡から

の出土がほとんどであり、それ以外には日下部遺跡があげられるのみであった（19）。つまり、氏族関係の

墨書土器は郡南部に偏在していたことになる。これらの地域には甲斐国分寺・尼寺など国の中核となる施

設が集まっていたと考えられ、奈良・平安時代遺跡の密度が高く、墨書土器の出土も多い地域であったた

めに、こうした傾向が生じたものといえよう。そのような出土状況のなかで、日下部遺跡と后畑西遺跡に

おいて、ともに「丈」字を含む土器が確認されたことは、同郡周縁部における氏族関係文字資料の出土事

例として、少なからぬ意義を有するものといえるのではないか。以下、加美・於曽両郷と丈部の関わりに

ついて考えてみたい。

　まず両墨書土器の共通点として、「丈国」＝日下部遺跡＝加美郷の中心的集落、「丈主ヵ」＝后畑西遺跡

＝ケカチ遺跡と合わせて於曽郷の中心的集落と、郷の中心と想定される遺跡から出土している点があげら

れる。現時点では１点ずつの出土であり、過大な評価はできないものの、両郷の運営主体の中に丈部が存

在していた可能性を考えることができよう。

4

写真２−２　「丈主ヵ」墨書土器（墨書部分拡大）

写真２−１　「丈主ヵ」墨書土器（甲州市教育委員会蔵）
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　次に加美・於曽両郷の共通点として、

その所在地の性格をあげたい。『和名抄』

では山梨郡10郷を２つに分け、東寄りの

５郷（於曽・能呂・林部・井上・玉井）

を「東郡」、西寄りの５郷（石禾・表門・

山梨・加美・大野）を「西郡」としてい

るが、現在想定されている郷配置による

と、於曽・加美両郷は、東西両郡のそれ

ぞれ最北部に位置している点を指摘する

ことができる（図３）。

　丈部を示す可能性を有する墨書土器が、

山梨東西両郡の最北部の郷に所在する遺

跡から出土したことにはいかなる意味が

あるのか。現時点では明確な答えを導き

出すことは難しい。ただし、両郷とも他

国へ通じる古道の沿線にあったことは注

目できよう。『甲斐国志』巻一提要では、「本州九筋ヨリ他州へ達スル道路九条」として、古代に遡る９本

の交通路をあげているが、このうち雁坂口（秩父往還）は加美郷を通って武蔵国秩父郡へ、萩原口（青梅

街道）は於曽郷を通って同国多麻郡へと通じている。大化前代においては都留郡域が相武国造に属してい

たという先行研究の知見に従えば（20）、両郷は甲斐国北東方面の国境に最も近い地域であったといえよう。

先に引用した丈部の「軍事的部民」という性格と、このような両郷の立地を考慮すると、山梨郡の丈部は

郡の北部にあって国境の警備などの役割を担っていた可能性を考えることができるのではないか。無論、

９～10世紀の墨書土器をもって部の設置に言及することは無理があるが、加美郷の丈部については８世紀

の所見もあるので、想定しうる内容として示しておきたい。

おわりに

　以上簡単ではあるが、古代山梨郡における丈部について、先行研究の成果と近年の出土文字資料に依拠

しつつ、検討を加えてきた。新たな資料として採り上げた后畑西遺跡「丈主ヵ」については、その解釈や

評価を十分に検証する必要があり、本稿がそのたたき台になればと思う。また山梨郡における丈部の所在

地については、同郡の氏族関係出土文字資料が郡南部に集中しているのに対し、加美郷（日下部遺跡「丈

国」）・於曽郷（后畑西遺跡「丈主ヵ」）という、郡の最北部に位置する郷で所見が認められることを指摘

した。その意義については、現時点では推測に推測を重ねるような見解しか提示できなかったが、山梨郡

の丈部を特徴づける点になるのではないかと考えている。もとより考古学については門外漢であり、資料

の見方等で見当違いの内容を述べているかもしれない。また山梨郡内でもう１点の「丈」字をもつ墨書土

器（金山遺跡）については、十分に検討することができなかった。これらの点は大方の批判を仰ぐととも

に、今後の課題としたい。

巨麻郡の飛び地説

  

 
 

（八代郡域か）

図３　甲斐国郡郷配置図
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⑷　大隅前掲註⑵論考（p21）。なお、本文中に付されたふりがな、註番号は省略した。

⑸　『山梨県史 資料編３ 原始・古代３』（山梨県、2001年２月）38－１号。

⑹　『山梨県史 資料編３ 原始・古代３』（前掲）37－６号。

⑺　大隅前掲註⑵論考。

⑻　原正人「郡郷の成立」（『山梨県史 通史編１ 原始・古代』、山梨県、2004年３月）。

⑼　日下部遺跡の概要については、『日下部―日下部遺跡発掘調査報告―』（山梨市教育委員会、1987年３月）、『山梨県史 資

料編１ 原始・古代１』（山梨県、1998年３月）による。

⑽　甲斐型土器の編年については、『山梨県史 資料編２ 原始・古代２』（山梨県、1999年３月）による。

⑾　末木前掲註⑶論考。

⑿　平川南「長野県内出土・伝世の古代印の再検討」（同著『律令国郡里制の実像 下』吉川弘文館、2014年５月。初出2002年）。

⒀　平川前掲註⑿論考では、茨城県那珂郡大宮町（現常陸大宮市）の小野遺跡出土の銅印「丈永私印」について、同地方に

おいて丈部姓が多く分布していたことなどから、「丈永」は「丈部永○」の略記と指摘している。

⒁　后畑西遺跡・ケカチ遺跡については、甲州市文化財調査報告書第26集『后畑西・ケカチ遺跡』（甲州市・甲州市教育委員会・

昭和測量株式会社、2017年12月）による。

⒂　入江俊行「ケカチ遺跡の概要」（山梨県立博物館『文字が語る 古代甲斐国』展示図録、2018年10月）。

⒃　前掲註⒁文献。また古代甲斐国研究会第151回研究会（2019年１月30日開催）における、泉英樹氏発表資料による。

⒄　前掲註⒃研究会において示唆を得た。研究会参加各位に御礼申し上げる。

⒅　后畑西遺跡では、「戸舎」や「戸」と記した墨書土器も出土しており、於曽郷内の戸主に関わるものと想定される。前掲

註⒃研究会において示唆を得た。

⒆　末木前掲註⑶論考の第２表「甲斐国古代氏族関係墨書土器等一覧」による。

⒇　先駆的な論考として、磯貝正義「七世紀以前の甲斐と大月」（『大月市史 通史編』大月市、1978年12月）があげられる。

【付記】

　資料の写真掲載にあたっては、甲州市教育委員会・山梨市教育委員会の御高配を賜った。また本稿は、企画展『文字が語

る 古代甲斐国』（会期：平成30年10月13日~12月３日）開催準備のための資料調査において着想を得たものである。同展開催

にご協力をいただいた皆様に改めて感謝申し上げる。

（山梨県立博物館）
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祭りの存続と技術伝承
─ 笛吹市八代町米倉のオコヤ作り ─

丸　尾　依　子

はじめに

　平成17年（2005）、山梨県立博物館の開館時企画展「どうそじん・ワンダーワールド―やまなしの道祖

神祭り―」では、県内12地区の方々に依頼し、道祖神祭りの飾り物を展示した。本来屋外で飾られる神木

や小屋を館内に展示するため、素材や固定方法など変更せざるを得ない部分も多くあった。当時製作して

いただいた飾り物のうち保存が可能なものについては、山梨県内の道祖神祭礼関連資料として収蔵した。

また、平成25年（2013）には山梨県で国民文化祭が開催され、再び展示をする機会を得た。

　さて、製作から13年を経た平成30年（2018）の11月、当時の展示協力地区のひとつである米倉区（笛

吹市八代町）から１件の相談をいただいた。地域にオコヤ（お小屋）製作技術の保有者が減り、今後の伝

承を見据えた製作方法の改変を検討している、ついては博物館に保存されている米倉のオコヤの寸法や製

作方法などを確認させてほしい、とのことであった。オコヤ調査を快諾するとともに、製作技術の改変状

況を記録すべく平成31年の当該地区の道祖神祭りの調査を実施した。

　本稿では、平成31年（2019）の米倉区の道祖神祭りの報告として、主としてオコヤ製作技術の変化に

ついて記述する。

１．米倉地区道祖神祭り

①．米倉地区の概況

　米倉区は、山梨県のほぼ

中央に位置する笛吹市八代

町（旧東八代郡八代町）の

南部にある。集落は浅川右

岸に形成されており、集落

の北から北西３㎞程の位置

には笛吹川が流れる。米倉

の地名は官米を保管した倉

廩があったことが由来して

いるという。また、かつて

の集落は浅川左岸にあった

が、大谷沢川と浅川の氾濫

により右岸に移転したと伝

えられている。

　集落は浅川扇状地の扇央

山梨県立博物館研究紀要　第13集　2019

図１　米倉区概略図



部から扇端部にかけて展開する。そのために水利には乏しく、明治40年（1907）に米倉水道が完成する

までは、集落内に浅川の水を引き入れた堰と浅川対岸のクモンメの清水と集落内の井戸の２か所を利用し

てきた。浅川に水源を得る米倉水道が完成してからは、水路が集落内を縦横に設けられたこともあって生

活用水に不自由することはなくなった。

　戸数は、平成30年12月末において268戸である（註1）。明治５年（1872）には109戸、昭和45年（1970）

には129戸であったというから（註2）戸数は増加傾向にある。生業は、江戸時代の宝暦10年（1760）の記録

によれば稲・麦作を中心とし、雑穀、煙草、木綿、胡麻などの作物の栽培や養蚕が行われていた。明治以

降は養蚕が主生業になったが、昭和30年代から果樹栽培への転換が進み、昭和45年（1970）には果樹農

家が最多となった（註3）。現在も果樹農家が多く、浅川左岸の丘陵にはモモやスモモなどの果樹畑が広がる。

　集落内の区分は、上村・中村・下村・南村・北村という５つの呼称が便宜的に用いられ、さらに上組と

下組に分かれていた。昭和30から40年代になるとこれが再編成され、集落内を１組から７組までの７組に

分け、区内の連絡や行事の分担もこの単位で行われるようになり、現在に至る。

　氏神である鉾
ほこつき

衝神社は式内社・桙衝神社に比定され、仁徳天皇４年４月の勧請と伝えられる。武田家に

縁の深い社として崇敬され、特に米倉家の氏神としてたびたび修繕が加えられたという。境内には上組道

祖神、蚕影山、稲荷、天神、阿夫利神社を祀るほか、人形芝居の舞台と用具保存庫を備える。米倉区には、

人形芝居の頭42点と衣装や用具一式、三番叟の人形３体が伝来する（註4）。伝承は一時中断していたが、現

在は米倉人形芝居三番叟保存会によって保存継承活動が行われており、毎年11月３日の秋の例大祭におい

て人形三番叟の上演が行われている（註5）。

　なお、米倉区の略図は図１を、鉾衝神社境内

略図は図2を参照されたい。

②．平成31年の米倉区道祖神祭り

　さて、米倉区では毎年１月14日に道祖神祭り

が行われる。山梨県内では１月14日やその前後

の土日に道祖神祭りが行われることが多く、米

倉区の周辺でも盛んに行われている。集落内の

道祖神場あるいは適当な広場に稲藁などを用い

て神殿となるオコヤをつくり、それを燃やして

ドンドンヤキを行うことが主な行事内容である。

また、ドンドンヤキの火でダンゴをあぶって健

康祈願をしたり、火に習字を投げ入れたりして

文字の上達を願う習俗も一般的である。米倉区

は、氏神の鉾衝神社境内に祀られた上組の道祖

神を区全体で祀る。祭りでは境内にオコヤを建

て、それを燃やしてドンドンヤキを行う。

　米倉地区の道祖神祭りは毎年１月14日と決め

られており、平成31年も変更はなかった。祭場

は鉾衝神社境内である。運営は米倉区の７つの

8
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組が年交代で実施しており、平成31年は１組が当番であった。祭礼全体は米倉区長が、オコヤ作りは当番

組の組長が指揮を執る。道祖神祭りの準備において、オコヤ作りは最も重要かつ人手と技術を要し、作業

のほとんどがオコヤ作りにあてられる。

　平成31年の祭りのタイムスケジュールは、次の通りである。

１月14日

午前８時～ 当番組は鉾衝神社境内集合、オコヤ作り開始

　　11時30分頃 米倉地区の境界７か所にオシンメイを下げる

午後０時 当番組全員で昼食休憩、昼食の配膳は組の女性が行う

　　１時 オコヤ作り再開

 太鼓の指導と練習

　　２時30分 オコヤ完成

 オタマシイ（お魂、御神体を指す）をオコヤに納めた後に解散・休憩

　　４時30分頃 触れ太鼓の担当者たちは集合

 軽トラックに載せた太鼓を叩きながら集落内を回り、祭礼の実施を告げる

　　５時 当番組は鉾衝神社境内に再集合

 全員で夕食、投光器などの準備

　　６時30分頃 米倉地区の住民が集まり始める

　　６時50分頃 オタマシイを台座上に戻す

　　７時 区長がオコヤに点火

 道祖神祭り開始

　　８時 道祖神祭り終了

 消防団による火の始末

１月15日

午後１時 当番組は集合

 灰などの後始末

③．オコヤづくりの実際

材料の調達と設置場所

　米倉区のオコヤは、竹、藁、茅、縄、檜枝を

主な材料とする。特徴的な屋根はオタイコと呼

ばれる。オコヤの全体像と各部分の名称につい

ては図３に示した。材料に用いる竹は集落内で

採取している。藁はかつて麦藁を使用したとい

うが現在は稲藁である。米倉地区で稲作を行う

家がないため、昭和町内の農家から購入してい

る。平成31年は70把を購入した。茅は集落脇を

流れる浅川の河川敷から採取する。縄は購入品

である。材料は当番組が準備することが原則と

なっており、準備の日程も各組に任されている。 図３　オコヤの各部分の名称



平成31年当番組の１組の場合、茅は年末のうちに刈り取った

ものが使用された。オコヤを建てるのは鉾衝神社境内の社殿

に向かって左側であり、それと向かい合うように道祖神が祀

られている（図２）（写真１）。オコヤを建てる場所にはかつ

て土俵があり、毎年11月３日の秋季例大祭で相撲が行われて

いたが、絶えて60年ほどになる。土俵の盛土がすっかり流失

してしまったため、平成31年に新たに土を盛り直した。盛土

は円形ではなく方形になされた。

オコヤ作り

　オコヤは、小屋本体の部分とオタイコ（屋根）、ゴホンダレ

などの装飾の３グループに分けて製作され、最後に各パーツ

を合体させて完成する。以下にそれぞれの製作方法を概説す

る。

ゴホンダレ・エビ・サカダル

　装飾は、小屋の入り口部分を縁取る簾状のゴホンダレと、

同じく入口に吊り下げられるエビ（海老）と呼ばれる注連縄、

屋根の上に挿すサカダル（酒樽）の３つである。

　ゴホンダレは、50㎝ほどの長さの割竹に稲藁を巻き付ける

ように編み込んで作る（写真２−１、２−２）。藁は事前に選っ

てハカマを除き、１本ずつ竹に取り付けていく。節の位置が

揃っているものが美しいとされているため、編み方自体はさ

ほど難しくないものの、技術の習得は一朝一夕のことではな

い。ゴホンダレは４本作る。

　エビも稲藁で作る（写真３）。ハカマを取り除いた藁を綯っ

て作り、編んだ後に根元側を平らに切り落とす。穂先側は先

細りになるように綯う。全体は海老のように曲げ、両端に細

く綯った縄を結び付けてオコヤの入口に掛けられるようにす

る。

　サカダルも稲藁製である。藁束を円筒状に縛ってから、角

樽の形になるように上部の両端を残した中央部分と下部を刈

り落とす。残した部分に短い藁束を挟み込んで持ち手とし、

動かないように縛る。酒樽には紙垂を付けた榊を挿しておく。

オタイコ

　大きく特徴的な屋根は、その形からオタイコ（お太鼓）と

呼ばれる。茅を中心に、その周りと表面に稲藁が用いられて

いる。形状はほぼ円筒形であるが、正面から見た際に左右両

端が反り上がり、側面は下に向かって窄まった形状が美しい

とされる。基本的なオタイコの製作は、茅を芯にしてその周
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写真１　上組道祖神

写真２−１　ゴホンダレを作る

写真２−２　ゴホンダレの完成品

写真３　エビを作る

写真４　藁の上に茅を乗せる
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辺に稲藁を置き、縄で縛って円筒形に形作り（写真４、５）、

さらに両端を斜めに刈り込んで作る。稲藁は根元の部分を外

側（オタイコの両端）に向け、穂を中心に向ける。内側に細

い穂を、外側に太い根元を向けることで、両端の反り上がり

やボリューム感が生み出される。オタイコの表面には、ハカ

マを取り除き選った藁を用いて美しく整える。また、オタイ

コを縛った縄は内側に寄ってしまいがちであるため、縄の横

には割竹の楔が打たれる。

　オタイコ作りは、製作者の技術と全員の協力体制を最も必

要とする。オコヤの出来の良し悪しは両端の反り上がりや下

窄まりの具合で評価されることも多いため、縄の締め具合も

重要である。緩すぎれば外れて藁がバラバラになってしまい、

きつく締めすぎれば縄が中央に寄ってしまって外側の藁が脱

落してしまう。また、藁が締まりすぎれば小屋本体とオタイ

コを固定するための竹が刺さらなくなる恐れもある。近年は、

稲の品種や機械刈りであることも影響し、長い稲藁が入手し

づらくなったという。オタイコ作りの難易度はより高くなっ

ていると言える。

小屋本体

　小屋本体は、旧土俵の盛土の上に立てられる。地面に直接

骨組みの丸竹を50㎝ほど打ち込んで固定する。骨組み６本の

うち、２本はオタイコを差し込んで固定するために長く残し、

上部を斜めに切ってオタイコが刺さりやすくする（写真６、

９）。これをヤリという。骨組みの間に稲藁と竹で壁を作った

後、丸竹の周りに藁を縛り付けて柱とする。壁の取り付けに

は屋根葺き用具の屋根針が用いられる。壁は藁を竹で挟み、

縄を用いて藁に竹を縫い止めるように縛り付けていくのだが、

この時、藁の間に縄をを通すのに屋根針が適しているという

（写真７）。屋根針は、かつて屋根葺きを家業としたＫ家から

提供されている。なお、現在の米倉区には屋根葺きを生業と

する者はいない。オコヤの正面には、簾状のゴホンダレを左・

右・下・上の順に取り付けた後（写真８）、刈込鋏を用いて柱

や壁の藁を適切な高さに刈込む（写真９）。壁とほぼ同様の技

法で屋根を作り、小屋の前後に載せて固定すれば小屋本体は

完成となる（写真10）。

オコヤの完成とオタマシイ遷し

　最後に、オタイコを小屋本体の上に載せる。直径１mを超

えるオタイコは重く、現在ではフォークリフトを使用して移

写真５　茅を芯にした藁束を縛り円筒形に形作る

写真６　竹の上部を斜めに切る

写真７　屋根針を用いて竹を藁に縫い留める

写真８　入口に取り付けられたゴホンダレ

写真９　刈り込まれた小屋



動と設置を行っている（写真11）。重機を導入したとはいえ、

設置の際には前後左右の位置を確認したり、落ちないように

抑えたりしながら慎重に行うため総がかりである。オタイコ

が無事に載れば、屋根にサカダルを挿し、入口にエビと提灯

を飾って完成となる。

　オコヤの完成後、道祖神のオタマシイを小屋の中に移す（写

真12−１、12−２）。米倉の道祖神の御神体は複数のやや小ぶ

りな丸石である。ここから形が丸く美しい12個を選び出し、

オコヤの中に納める。12個は12カ月（１年）を表すという。

納める際には全員が道祖神とオコヤの間に向かい合わせに一

直線に並び、「ヨーイ、ヨイ」の掛け声とともに手渡しで御神

体をオコヤに送る。オコヤの正面に立ち、中に御神体を納め

るのは区長の役割である。

道切り

　オコヤの製作が佳境に差し掛かるころ、道切りも行われる。

道祖神がムラの安全を守るとの認識から、道祖神祭りの日に

は米倉区の入口にあたる場所のうち７か所にオシンメイを下

げている。平成31年は年長者の指導のもと、３名の組員によっ

て道切りが行われた。オシンメイが下げられた場所は、図１

を参照されたい。このオシンメイは１年間そのまま掛けてお

く（写真13）。

触れ太鼓

　集落内に祭りの開始を知らせるのは太鼓の音である。太鼓

は鉾衝神社境内の人形保存庫にしまわれており、オコヤ作り

の時に取り出す。夕方５時頃、太鼓を軽トラックの荷台に載せ、

それを叩きながら集落内を一周する。太鼓は１つの太鼓を２

名で叩き、叩き方も決まっている。太鼓の指導と練習は、オ

コヤ作りの間に行われた（写真14）。

　太鼓の音色は「ドン・ドン・ドンドリッコ、ドン・ドン・

ドンドリッコ…」と表現される。その音色を図化したものが

図４である。太鼓１は強弱をつけて叩き、このリズムが呼び

太鼓の音色を形づくる。太鼓２は１に比べると弱く、同じ強

さで一定の速さを保ちながら叩き続ける。

　太鼓の指導は、協力員会（後述）が「ドン・ドン・ドンドリッ

コ…」と言いながらバチをもって太鼓を叩き、指導する当番

組の者にも同じようにやらせながらその都度指導を挟むとい

うやり方である。交代を挟みながら４人に対して指導が行わ

れた。

12

写真10　前後の屋根を載せる

写真11　フォークリフトを用いたオタイコの設置

写真12−１　 オタマシイの移動

写真12−２　オタマシイを手渡しする

写真13　集落境界に掛けられたオシンメイ
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道祖神祭り

　道祖神祭りは日没後で、オコヤへの点火は午後７時と決め

られている。午後６時30分頃になると米倉区内の人々がダン

ゴや正月飾りを手に境内に集まってくる。正月飾りはオコヤ

の後ろ側に設置された袋に納める。この飾りはドンドンヤキ

の時に当番組の人々が火の中に投げ込んでいく。ダンゴは、

アルミホイルに包んだものを針金に吊るし、竹竿に付けたも

のを持ってくる人が多い。煤が付かないようにとか、焼く時

に熱くないように工夫されている。

　鉾衝神社の拝殿前には人形芝居の人形のうち、三番叟に用

いる３体が飾られる（写真15）。米倉の道祖神祭りにおいて人

形芝居が行われていたかは明らかではないが、隣接する岡区

では小正月の道祖神祭りに三番叟が奉納されていたことから、

米倉でも人形三番叟を行っていた可能性が考えられる。

　日没後のオコヤには、提灯にロウソクを入れて灯りが灯さ

れている（写真16）。午後６時50分頃になると、区長をと当番

組の人々はオコヤ前に並び参拝した後、オコヤと道祖神との

間に一列に並び、御神体の丸石を納めた時と同様に「ヨーイ、

ヨイ」と声掛けしながら取り出し、道祖神の台座に戻してい

く（写真17）。区長は最もオコヤに近い場所に立ち、小屋から

石を取り出す。道祖神側に立つ人は決められていない。全て

の御神体が戻された後、区長がオコヤに点火する（写真18）。

点火後は、オタイコが転げ落ちないよう押さえたり、まんべ

んなく燃えるよう藁塊を崩したりするため、当番組の６人程

が長い竹を持ってドンドンヤキの周辺に立つ。また、正月飾

りを火の中に投げ込む（写真19）。火の回りには消防団も控え

ている。火が弱まれば、集まった人々はダンゴを焼き始める。

焼き終わった人から家路につき、当番組は投光器や人形など

の片づけを行う。火の始末は消防団が行い、放水して完全に

消火する。残った灰は、翌日当番組が廃棄する。

写真14　太鼓の指導

写真15　飾られた人形

写真16　夜のオコヤ

写真17　御神体を取り出す

	 図４　太鼓の音



２．米倉地区道祖神祭りの製作技術とその変容

①．組毎に異なる製作技術

　組毎に年交代制で作られるオコヤは、その製作技術も組毎

に伝承されてきた。今回の調査で確認できた内容として、１

組と２組のオタイコの製作技法の違いを記しておきたい。組

がオコヤ作り担うことになったのは昭和40年代以降であるこ

とから、技法の違いは遅くともここ50年程の間に生じたもの

である。

　１組のオタイコは図５のように作られる。まず、地面に４

本ほど丸竹を並べる。これはオタイコの藁束を地面から持ち

上げ、下部にオタイコを締め上げる縄を通すためである。並

べた竹の上に藁を載せ、さらに茅を載せて形作っていくが、

高く積むほどに藁は崩れやすくなる。そこで、オタイコの両

側面を計8本の丸竹で押さえるとともに、必要に応じて竹の上

部を縛ることでオタイコの側面が崩れるのを防ぐ。両側面の

竹で押さえながら縄で締め、オタイコを成形す

る。成形後に両端を刈り揃える。

　これに対し、２組のオタイコは図６のように

作られる。６本の丸竹を２本ずつ組にし、交差

させた状態で縛る。これを地面に立て、縛った

竹の間に藁と茅を載せて成形していく。オタイ

コが崩れないよう、竹の上部を縄で縛って押さ

える。最後に縄で縛って締め、成形の後に両端

を切り揃える。

　両組とも竹と縄を用いてオタイコを成形する

点は同じであるが、竹の使い方が大きく異なる。

②．「米倉お小屋づくり保存協力員会」の発足と

技術の継承

　米倉地区において「オコヤ作りが難しくなっ

た」との実感があったのは、平成28年（2017）

頃からである。平成29年１月のオコヤ作りにお

いては、オタイコが真っ二つに割れてしまうと

いう事故も起こった。この時は、日没も近い16

時になってようやくオタイコが完成したものの、

設置しようとフォークリフトで持ち上げた時に崩れて割れてしまったのだという。オタイコは最初から作

り直すこととなった。事故の直接的な要因は稲藁の重ね方の不具合や縄の締め方が緩かったことであるが、

技術伝承の行き詰まりを象徴する出来事として捉えられたとみえ、この直後に協力員会の正式発足に至っ

14

縄で縛って藁束を押さえる

丸竹

オタイコの藁束

写真18　オコヤに点火する

写真19　竹を持つ人と飾りを投げ込む人

図５　１組のオタイコ製作方法

図６　２組のオタイコ製作方法
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た。

　人員不足や技術伝承の行き詰まりは、製作技術を持った世代が鬼籍に入り世代交代が進んだことが要因

であるが、組毎の戸数の差が大きくなったことの影響もある。例えば、１組は米倉区の比較的外側に面し

ており住宅地の周縁部の農地が宅地化されたために戸数が増加傾向である。一方、区の内側にある組では

新築可能な土地が無く、戸数が増えない。１組のように戸数の多い組は30戸ほどの組員を擁するが、少な

い組ではその半分ほどしかいない。オコヤ作りに参加するのは１軒につき１名のため、戸数が少ない組の

場合は時間もかかり技術者も不足してしまう。

　農家とその後継者が減ったことも一因と考えられる。オコヤ作りに要する技術は、農家であれば日々の

作業で身に着けられるものである。しかし、多くの若手米倉区民にとっては、それらの技術は祭りの為の

特別な手業になってしまった。藁や縄を多用するオコヤ作りでは、その取扱いに慣れていない人々が増え

れば作業ひとつひとつに時間が掛かる（註6）。その都度技術指導の必要も生じ、場合によってはやり直しが

生じることもある。

　オコヤ作りの技術継承問題を解決するため、米倉区では平成29年（2018）４月１日に「米倉地区お小

屋づくり保存協力員会」（以下、協力員会という）を発足させた。会の目的は、「米倉区に昔より伝承され

てきた、道祖神祭典の折に作られる『お小屋』作りの技術を、末代に伝承してゆくことを目指す。」とさ

れている（註7）。協力員会は現在５名の会員からなり、オコヤ作りへの助言や協力、技術伝承と研修会など

を行う。また、会員となっているのはオコヤ製作技術を持ち、かつ目的に賛同し、区長が依頼した人々で

ある。運営はこの技術者に加え、区の三役を加えた人々が行っている。（註8）

　協力員会が伝承する技術としては、次の８項目があげられている（註9）。

・太鼓（大屋根）の作り方

・お小屋の骨組み　間口の大きさ・袴・屋根

・ヘイガシラの縛り方（註10）

・お小屋の門口のワラ細工の作り方（註11）

・酒樽・エビの作り方

・注連飾りの切り方

・道祖神場の三本の注連飾りの作り方

・祭典の仕方

　上記のように協力員会は、その名称では保存の対象を「お小屋作り」と限定しているものの、実態とし

ては道祖神祭り全体の維持継承を視野に入れている。今回の祭りの準備においても、集落の入口７か所に

吊るされるオシンメイの作り方や吊るす場所、祭りの開催を集落内に知らせる「触れ太鼓」の叩き方を協

力員会が当番組の人々に教えている姿が見られた。

　協力員会が発足し実際の活動が行われるようになった平成30年（2018）からは、オコヤ作りに協力員

が加わって行われるようになり、人員不足の組にとっては作業員の増強にもつながった。平成31年のオコ

ヤ作りを見る限りでは、製作技術の画一化や製作補助具の導入など「経験がなくても作ることができる」

ことを目指した製作方法の開発が行われつつあるように見受けられる。

③．米倉地区道祖神祭りの変容

　さて、協力員会が発足したことにより、米倉区の道祖神祭りにはどのような変化が生じたであろうか。
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調査では、近年のようなオコヤの製作技術の伝承危機に限らず、米倉区の道祖神祭りにはこれまでも何回

か変化の機会があったことが判明した。そこで、協力員会発足後の変化とともに、今回確認できた過去の

変化の内容と時期について、おおむね年代を追って記述しておきたい。

昭和18～19（1943～44）年頃：青年団から区へ、オコヤ作りの担い手の変化

　この頃、オコヤ作りがワカモノ（青年団か）から組に替わった。昭和17年（1942）以前、米倉区には

上と下の2カ所に道祖神があり、それぞれの道祖神場でオコヤ作りと道祖神祭りが行われていた。両方の

オコヤを比べるならば、上の方が立派な作りであったと言われている。戦争で出征する者が増えるにつれ、

ワカモノによるオコヤ作りが立ち行かなくなった。そこで、ワカモノに代わって地域に残る年配者がオコ

ヤ作りを担うことになり、同時に上・下を代表して上の道祖神を祀るように変更した。

　この時の改変が組に引き継がれたとみられ、遅くとも昭和40年代（1965～74）にはオコヤ作りは組が

交代制で行うようになっていた。

昭和25～40年代（1950～74）：ドンドンヤキの灰を用いた呪
まじな

いの消滅

　昭和25年頃までは確実に行われていた習俗に、道祖神祭りの翌朝15日のムシヨケの呪いがある。早朝、

ドンドンヤキの灰を取りに行き、それを家の周りに撒くのである。この時、「ヘビもムカデもどーけどけ」

と唱えながら行った。父親に言いつけられて子どもが行うこともあったという。習俗が消滅した時期は明

確ではないが、50年ほど前のことではないかという。背景には、オコヤを焼いた後の火の始末を消防団に

任せるようになったことの影響があると考えられる。かつては火が完全に消えるまで組の当番の者が夜中

まで残って火の始末をしていたが、現在では消防団の立会いのもと水を掛けて消火している。水の掛かっ

た灰は撒くことができないことから、行われなくなったのではないかという。

昭和40年代（1965～74）：オコヤの素材の変化

　ワカモノがオコヤ作りを担っていた当時、オコヤの素材には麦藁を使用していた。昭和40年代までのこ

とである。米倉地区の主要生産作物が稲・麦と養蚕から果樹に切り替わり、麦藁を入手できなくなったこ

とがきっかけで麦藁は使用されなくなった。しばらくは稲作を行う農家もあったために稲藁に代えて米倉

内で調達していたが、その後区外から購入して用いるように変化していった。稲藁は、はじめ近隣の中道

町（現甲府市）や境川村（現笛吹市境川町）から購入していたが、現在は昭和町内の知人を頼って分けて

もらっているという。

　麦藁から稲藁への変更の影響は大きい。特に、オタイコの制作においては、軽く張りのある麦藁に比べ

て稲藁は柔らかいため形が作りづらくなったほか、設置の際

には重くて人力で担ぎ上げることができなくなった。また、

オコヤ作りに先立ち集落内の藁を集め歩く行事も消滅した。

昭和40年代（1965～74）：オタイコの設置方法

　麦藁の時代には、オタイコの中央にマダケ（真竹）を挿し

ておき、それを持って神輿のように担ぎあげ、小屋の上部に

持ち上げて設置したという（図６）。稲藁変更直後の設置方法

をたどることはできなかったが、その後、機材を使う方法が

選択されるようになった。まずショベルカーを利用した時期

があり、その後今から10年程前までは農協のフォークリフト

を借りていたという。現在は石材業を営む地区在住者から

オタイコに竹を挿している

図６　オタイコの持ち上げ方
（『八代町誌』下巻より作成）
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フォークリフトを借用している。

平成28年～31年（2017～2019）：協力員会の発足、製作技術

の画一化と製作補助具の導入

　昭和時代に起きた変化のなかで大きかったのは、祭りの主

体が青年団から区に移ったことだろう。とはいえ、それが製

作技術の多様化を生み出したことはあっても、祭りの存続自

体に影響を及ぼすことはなかった。オコヤ製作を引き継いだ

のが青年団の経験者たちであり、米倉で成長する過程で毎年

オコヤづくりに参加し、製作技術を身に着けていたからである。ところが、区や組が製作を担うようにな

ると、30から40代以上になって初めてオコヤづくりに参加する人も出てきた。さらに７年に一度の交代制

での製作となれば、製作経験を積む機会はさらに少なくなる。そのため、初心者が多くてもオコヤ作りが

可能となるよう、製作方法をマニュアル化するとともに補助具を用意するなど、製作をより簡易にすべく

改変が加えられることとなった。

　協力員会の活動内容の第一にオタイコの製作技術を挙げているのは、これが最も技術と人員を要するか

らである。製作技術には農作業のなかで用いられてきた技術も散見される。例えば、協力員会の活動内容

にも掲げられるヘイガシラとは、オコヤ作りに多用される縄の縛り方の名称である（写真20）。日常的に

はブドウの蔓の誘引にも用いられており果樹農家にはなじみの深い縛り方であるが、農業従事者の減少に

よりヘイガシラを縛ることができる者が減ってしまった。そのために講習会を行いヘイガシラの技術継承

も行った。講習会では、ヘイガシラの縛り方を写真やイラストによって示したプリントを配布し、実技講

習を行った。

　オコヤの骨組みの作り方はいずれの組の場合でもほぼ同じであるが、間口の大きさの規格は曖昧で、オ

タイコと同様に各組に任されていた。そのため、協力員会が発足するにあたりオコヤの規格と骨組みの作

り方を統一することになった。参考にしたのが、平成17年（2005）に製作した博物館収蔵のオコヤであっ

た。通常、オコヤは道祖神祭りで焼いてしまうために残らな

いが、保存されているオコヤであればサンプルとして計測す

ることができる。しかし計測の結果、展示用オコヤは骨組み

の構造上、かなり大きく作られていることが判明した。これ

は長期保存を見越して鉄パイプで骨組みを組んだためである。

調査後、協力員会の話し合いで規格が決定され、毎年のオコ

ヤの規格が揃うよう間口の骨組みを打ち込む位置の地中に管

が設置された（写真21）。管は直径15㎝ほどで、骨組みの打込

みの深さに合わせておよそ50㎝の長さが埋められているとい

う。これにより、いずれの組が当番であっても間口はほぼ同

じ規格で製作できるようになった。間口以外の規格について

は試行錯誤が続いている。例えば、平成31年は正面の骨組み

の間隔を30㎝取り、小屋寸法を幅90㎝奥行110㎝としたが少々

大きすぎたとのことで、次年は25㎝間隔で製作することが予

定されている。

写真20　ヘイガシラ縛り

写真21　土中に埋められた管と骨組みの丸竹

写真22　オタイコ製作装置
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　協力員会の発足とともに、最も改変が加えられたのがオタ

イコの製作方法である。先述のように、オタイコの製作技法

は組によって異なっていた。それを、初心者が多かったり人

数が少なかったりする組でもある程度美しくかつ容易にオタ

イコが製作できるよう、技法を統一することになった。その

ために用意されたのはオタイコ製作装置である（写真22）。鉄

パイプと金属板、ベニヤ板で作られており、鉄パイプはオタ

イコを地面から持ち上げるとともに重量を支える支柱の役割

を、金属板は藁と茅を成形するためのガイドの役割を果たし

ている。また、ベニヤ板は、最後の仕上げの刈り込みの補助

なるよう、オタイコをあらかじめ下窄まりに形づくるために

取り付けられている（写真23）。この装置は造園業を営む米倉

区民によって考案された。鉄パイプの組み方などを見る限り、

構造自体は先述した２組の製作技法に近いものがある。

３．米倉区のめざすところ

①．理想のオコヤ

　昭和40年代以降平成29年まで、オコヤは各組の独自技法で作られ、完成後のオコヤの講評は米倉区民の

愉しみのひとつでもあった。形や大きさ、藁の揃い方など、見栄えよく出来上がる年もそうでない年もあっ

たが、その年のオコヤは祭りに集まる区民に話題を提供した。オコヤの美しさはオタイコと小屋本体のバ

ランスで決まるという。オタイコに比べて小屋本体が大きいのは美しくなく、オコヤ全体で見た時にオタ

イコが目立ち下窄まりの姿になるのが良いのだという。米倉のオコヤを特徴づけるのはオタイコである。

小屋本体をやや小さく作るのが良いとするのは、オタイコが強調されるからだろう。

　燃やした時の崩れ方も評価される。多くの年は小屋本体がオタイコの加重に耐え切れず、オタイコは前

後のどちらかに転がり落ちそうになる。それを竹竿で支えて危険を回避するのが常である。しかし、うま

く燃えればオタイコは下に沈み込むようにして燃え落ち、転がらない。

　現在の米倉区には、目指すべき理想のオコヤの形がある。協力員会の会員が持つプリントされた画像に

は、昭和初期の米倉区上組のオコヤとその製作に携わった青年団員たちが写し出されている（写真24）。

オコヤはムギカラでつくられているため全体的にピンと張りがあり、特にオタイコの両端は鋭角に刈り揃

えられている。また、幅は現在より狭く、高さがある。写真の存在は、古い事例を知る世代だけでなく、

技術伝承を受ける当番組の若い世代にもイメージを伝えるのに役立ち、これまで漠然としていた「美しい

オコヤ」や「理想のオコヤ」のイメージが、年齢や経験の有無を問わず統一されることとなった。

　米倉のオコヤは、製作主体の変化にともない製作技法が多様化した。素材も生業の変化を受けて変わっ

た。理想の形状に近づけるのは一筋縄ではいかないのは明らかだが、協力員会の人々を中心に、米倉の人々

はこの形状を目指すべく伝承活動に取り組み始めた。

②．祭礼執行に係る費用と材料の負担

　オコヤ作りをはじめ、祭礼に必要な費用や材料の購入は主として米倉区の予算から執行されている。道

写真23　装置を用いてオタイコをつくる

写真24　昭和10年代のオコヤと青年団の写真
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祖神祭りのための費用が区民から集金されるとか、祭礼時の奉納金が執行費用として用いられるというこ

とはない。（註12）また、オコヤ作りの当番組には助成金として１万円が支給される。用途は定められておら

ず、材料費のほか制作当日の昼食代に使用されることもある。

　オコヤの主材料となる藁は、かつては区内の各戸が用意したものを青年団や組など製作を請け負う者が

集めて使用していた。区内に稲・麦作農家がいなくなってからは米倉区外から購入しているが、区が主体

となって購入するため当番組が直接調達に関わることはない。一方、竹と茅の調達は当番組が直接行う。

竹は区内の竹藪のものを、土地所有者に承諾を得たうえで伐採して使用する。茅は、浅川の河川敷に自生

したものを刈り取る。縄の調達も当番組に任され、現在は組の予算で購入した縄を使用している。

　しかしながら、今後は縄の購入は今後区の予算にしてはどうかとの提案もなされている。農家が多かっ

た頃は余った縄は誰かが持ち帰って使用するので無駄にはならなかったが、今は持ち帰りたいという人も

減ってしまった。オコヤ作りの為だけに縄を購入するあれば、区の予算で購入し、余りは次年度や神社の

例大祭などに使用していくのが適切ではないかとの考え方である。方針は今後検討されるが、費用負担を

はじめ協力員会による技術指導など、オコヤ作りに対する区の関与はより大きくなる傾向にあるといえる

だろう。

③．米倉区の象徴としてのオコヤ作り

　これまで記してきたように、米倉区のオコヤ作りは青年団から組へと受け継がれ、今また大きく変わろ

うとしている。組毎に年交代制をとることはこれまで通りだが、その主たる製作指導を行うのは組の年長

者ではなく、組を越えて結成された協力員である。協力員制度は各組に分散する技術者たちを集め、オコ

ヤ作りを当番組に任せきりにしないことで、米倉区全体に技術の浸透を図ろうという試みである。これに

より、約50年の間に醸成された組ごとのオコヤの特徴は失われる可能性は高く、組ごとの出来栄えの競い

合いや、祭りにおける批評も行われ無くなっていくかもしれない。それらも米倉区の「伝統」のひとつに

は違いないが、より優先すべき米倉区の象徴としてオコヤ作りがあるということなのだろう。

　その観点からいえば、協力員会の活動が道祖神祭りの信仰的・精神的な継承よりもオコヤの技術継承に

重点を置いている点は注目に値する。米倉区にとっては、オコヤを作り続けることこそが区の結衆の証で

あり、米倉区という地域社会の存続の証なのである。組に分担させていた伝承機能を区の組織内に再編し

たり、製作器具を導入するといった今回の改変は、祭り行事を核とした地域社会のあり方を持続させるた

めのひとつの模索であるともいえるだろう。

おわりに

　米倉地区に限らず、近年、地域における祭り行事の継承においては、特にその設備や祭具を整えるため

の技術に変化が生じているように見受けられる。顕著なのは、使用する用具の変化である。木製の祭具の

加工に鉈を使用していたところに、ナイフやチェーンソーが見られるようになった。縄の結び方や扱いに

不慣れなためか結び方が変わっていたり、結束バンドが多用されるようになった例もある。道具が変われ

ば、可能な細工の内容やその具合も変わるとともに、身体の使い方も変わる可能性がある。また、縄の扱

いや結び方は、製作物の見た目にも大きく影響する。道具や素材の選び方・用い方は微細な変化のように

みえるが、その背景には伝承の変化だけでなく生活そのものの変化があることが多い。祭り行事自体は一

見変わらずに執行されているように見えても、実情は大きく変化しつつあるのが現在の状況である。地域
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行事の後継者不足が叫ばれて久しいが、そのことだけに注目していると、水面下で起こっているこうした

変化を見逃してしまうかもしれない。

　祭りは、担っている人々の側から見れば、それが行われる数時間のみのものではなく日常と続きのもの

であり、準備の段階から祭りの一部である。祭りに関わる技術という観点からいえば、むしろ準備段階の

方が継承すべきものが多いだろう。米倉地区の事例において、オコヤ製作の転換期を確認し、記録するこ

とができたことは幸いであった。これからもこのような変化が各地で起こっていくことが予想されるが、

どのような変化が起こったとしても、伝承者自身の思考と選択の結果によって変わっていくものであれば、

それに対して外部の者が直接的に口を挟むことはすべきではないだろう。できることは記録を残していく

ことくらいである。

　今後も山梨県内の祭り行事の伝承状況を注視するとともに、祭り行事そのものの実施状況だけではなく

その催行にかかわる技術継承にも注目していかなければならない。道祖神祭りをはじめとする地域の「伝

統行事」は、もはや生活に密着した祈りではなくなりつつある。そうであればこそ、「伝統」に対する地

域の人々の考え方や向き合い方は、技術継承の場にも色濃く表われるのではないだろうか。

　最後に、今回の調査に快くご協力をいただくとともに、地域の民俗変化に対する一視点をご提供くださっ

た米倉区の皆様に深く感謝を申しあげたい。また、本稿のような執行者の世代交代に対する取り組みの事

例の紹介が、祭り行事を継承する方々にとって今後の存続の方策を考える一助となれば幸いである。

註
１　笛吹市ホームページに掲載された統計情報。
２　『八代町誌』上巻第二編「集落と人口」より。
３　『八代町誌』上巻を参照した。宝暦10年の明細帳の記録については、同書第三編「町の歴史」の米倉村の項を参照した。
４　笛吹市指定有形民俗文化財
５　近隣地区の類似事例として、隣接する岡地区においては道祖神祭りの１月14日において三番叟が行われていたが、平成

５年頃から中断している。岡の式三番叟は山梨県指定無形民俗文化財。
６　平成31年調査では、縄束からの縄の引き出し方というごく初歩的な内容についての口頭指導も行われた。引き出し方を

間違うと縄にねじれが生じて絡まりやすくなるなど支障が出るという。
７　「米倉区お小屋作り保存協力員会」規約より。
８　「米倉区お小屋作り保存協力員会」規約より。なお、協力員会は米倉区が運営し、会の運営費も米倉区の予算でまかなわ

れる。運営費には区費や区からの助成金が用いられる。また、これに寄付金も加わる。
９　以下の８項目は「米倉区お小屋作り保存協力員会」規約に明記された伝承対象技術である。
10　ヘイガシラとはブドウの枝の誘引などで使用される縛り方である。一般には「男結び」「垣根結び」「俵結び」「いぼ結び」

などの呼称が用いられる。
11　ゴホンダレのこと。保存員会員では該当部分の細工の呼称が不明であったため、「ワラ細工」とのみ表記された。呼称を知っ

ていると思しき区員は長期病気療養中の身となり、確認することも叶わなかったという。
12　道祖神祭りに対する奉納金は最近ではほとんど見られないという。米倉区では新年に氏神である鉾衝神社で互礼会が行

われており、その際に奉納金を持参する人が多い。道祖神祭りが鉾衝神社境内で行われていることから、神社に対する
奉納金が同じ新年の行事である道祖神祭りの奉納を兼ねていると考える人もいるのではないか、とのことである。また、
道祖神祭りを鉾衝神社祭礼と同一視していない場合でも、道祖神祭りは区の行事であるとの意識が強いために奉納金の
意識が生じていない可能性も考えられる。

主要参考文献
　八代町誌編纂室　『八代町誌』 1975年　八代町
　山梨県立博物館『どうそじん・ワンダーワールド AGAIN ―やまなしの道祖神祭り―』 2013年

（山梨県立博物館）
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山梨県内博物館施設における
子ども向けイベントの取り組みと課題

─ ミュージアム甲斐ネットワーク意見交換会でみえてきたもの ─

山　本　倫　弘

はじめに

　博物館法によると博物館施設には、文化財の収集・保管・研究という役割に加えて、市民の生涯学習、

市民間の交流、さらに学校施設などと連携する学習支援機関としての役割がある。同時に所属する自治体

からは、その地域の文化を伝える観光面での貢献に大きく期待が寄せられている。

　これらの期待を受けながら、各博物館は専門とする分野の調査研究活動だけでなく、その成果を社会に

還元する教育普及活動を並行して進め、専門的な内容を分かりやすく来館者に伝えるために、様々な工夫

を凝らしている。しかし、その内容を小学生以下の子どもに対してどのように伝えるのか、また、子ども

が積極的に利用したいと思えるような施設にするにはどのようにすれば良いのかという点は、全国の博物

館に共通する課題である。筆者は、博物館が扱っている内容をその時には全て理解することができなくて

も、子どもの知的好奇心を刺激し「知る・学ぶ」のきっかけ作りの場になることが、博物館施設の理想的

なあり方であると考えている。では、その理想に向かって、どのようにアプローチしていくべきであろう

か。その点について、本稿では山梨県内の各博物館の取り組みを概観しながら考えていきたい。

１、「ミュージアム甲斐ネットワーク」の活動と意見交換会

　山梨県内には、自然・科学・歴史・芸術などの各分野にわたり、100を越える博物館施設がある。こう

した特性を活かし、相互に連携を図ることを目的として、山梨県では平成19年（2007）に山梨県立博物

館を事務局とする「ミュージアム甲斐ネットワーク」を立ち上げ、現在112施設が参加している。主な活

動として定期的な総会や災害時の緊急対策などの講師を招いての研修会、さらに毎年７月には「夏休み自

由研究プロジェクト」と題する夏休みの自由研究のヒントを提供する合同プレゼンを実施している。これ

らの活動は、山梨県内の各博物館施設間の貴重な交流の場となっている。

　例年、講師を招いての研修会を実施しているが、平成30年度は、「はじめに」で述べた問題関心から、

初めての取り組みとして「山梨県内博物館施設における子ども向けイベント・展示の取り組みについて」

をテーマとする意見交換会を６月21日に実施した。当日は、29施設の関係者によって分野の垣根を越えて

各館の子ども向けの取り組みの紹介・課題・今後の対策について、活発な意見交換が行われた。その結果、

他館から新しいアイディアを学び、さらに共通の問題意識を共有する貴重な機会となった。そこで以下で

は、意見交換会の進め方を紹介したうえで、その成果をまとめていきたい。それにより、各博物館施設の

サービスの向上や子どもの知的好奇心を刺激し「知る・学ぶ」のきっかけ作りの場という理想に少しでも

近づくための今後の活動指針を定めるヒントがみえてくるはずである。
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２、意見交換会の進め方

　最初に今回の意見交換会の進め方を提示しておきたい。

①事前アンケートの実施と集計

　まず事務局から、「ミュージアム甲斐ネットワーク」参加館を対象に事前アンケートをお願いした。そ

の内容は以下の通りである。

《ミュージアム甲斐ネットワークアンケート》

質問１：子どもや親子連れを対象としたイベント・展示などの取り組みを行っていますか？

　　　　①はい　　　　　　　　　　　　　　　　　②いいえ

質問2：（１の質問に①と答えた方）それは具体的にどのようなものですか？

　　　　①体験コーナー（例：工作、読み聞かせ）、②ワークシート、③その他（例：ガイド）

質問3：子ども向けイベントの課題とその対策などを簡単にご記入ください。

質問4：（１の質問に②と答えた方）行っていない理由をご記入ください。

　　　　①人手不足、②予算不足、③その他

質問５：その他、今回のテーマに関してのご意見をご自由にご記入ください。

　アンケートの結果、23施設から回答（ミュージアム甲斐ネットワーク参加館全体の約20％）があった。

その内容を事務局でまとめ、当日の参考資料として配布した（表１）。
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グループ名 子ども向けイベント 課題
Aグループ（科学系） 学年別ワークシート・クイズラリー。 クイズラリーは館内を走ったりする子どもが

増えるので注意が必要。
実験・工作・サイエンスショーの実施。 本来、中～高学年向けのイベントが、利用者

の低年齢化のため、保護者同伴OKという条
件で参加可能にすることが必要。

幼児向けクラフト（キーホルダー、バッジ・
エコバック）。

ハンズ・オン型常設展示の老朽化。

近隣大学のおはなしサークルと連携し、乳幼
児～幼児向けの「お楽しみちびっ子広場」を
開催。

子どもの安全確保。注意喚起と張り紙で対応。

外部講師（大学研究者、企業研究者）を招い
た特別実験や工作。

人出不足もあり、定員をあまり大きくとれな
い。

子ども向けプラネタリウム。 インターネットに慣れていない世代には別の
告知方法の検討が必要。

生き物への餌やり体験。 子どもが興味をもつようにしつつ、主題を伝
えられるような内容にすることが必要。

現地見学会。
展示内容を紹介する小映画の上映。

Bグループ（美術系） ワークシート（観賞の手がかりになる内容）・
クイズ（答えを探すことで作品をじっくり見
れる内容）

ワークシートのバリエーションを増やした
い。

粘土工作・タイルクラフトなどの手作りイベ
ントを毎日開催。

作業スペース、使用道具、費用などの制約の
ためワークショップのマンネリ化。

月１度の画家の講師を招いてアートプログラ
ムを開催。

展覧会ごとにその内容に合わせたワーク
ショップをしたい。

手仕事講座（お絵かき、工作、染め物、朗読
会、料理）。

Cグループ（工芸系） 山梨県の伝統工芸品である貴石を使った工
作。

子どものレベルに合わせて複数段階の資料を
作りたい。

【表１】ミュージアム甲斐ネットワーク意見交換会事前アンケートの回答
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②グループ別意見交換と発表

　当日は、参加施設をＡ科学系、Ｂ美術系、Ｃ工芸系、Ｄ歴史系１、Ｅ歴史系２、Ｆ社寺他系というよう

に分野別に６グループに分けて意見交換を実施した（表２）。グループ分けには、できるだけ性格が類似

する博物館施設が集まるように努めた。各グループでは、「各施設を交流・市民参画・連携する学習支援

Dグループ（歴史系１） ワークシート。 ワークシートのバリエーションを増やした
い。

クイズラリー。 人員と予算の不足。学習効果の高い体験を増
やしたい。

夏休み工作教室。 博物館と子どもの結びつけ。学校教育との連
携。教育的な立場を前提としつつ、子ども本
位の立場から魅力的な素材をどのように提供
して興味関心を抱かせるか。

プラネタリウムと星空観察会。 保護と活用のバランス。子どもは文化財の建
物内で走り回ったりする。表示や見回りを増
やす予定。

週１度、工作や体験、朗読などのプログラム
を実施。
子ども茶道教室。
七夕子どもまつり（七夕飾りの作成）などの
季節ごとのイベント。

Eグループ（歴史系２） ワークショップ。 講師探しと謝礼の用意。
ワークシート。 日程調整。イベントの半分以上が夏休みに集

中。親の予定を考慮して土日開催すると他の
イベントと重なる。

俳句・短歌などによる言葉による創作教室。 複数の施設で連携したスタンプラリーを開
催。

校外学習で訪れる中学生を対象としたガイ
ド。クイズとセットで開催。
夏休み期間中の自由研究お助け塾。学校に提
出できるように仕上げまで指導。

Fグループ（社寺他系） 小学生絵画コンテストを開催。 コンテストへの応募数が読めない。
読み聞かせ会、絵本の原画展を開催。

子どもや親子連れを対象とし
たイベントをしていない理由

人出不足。

大人を対象としている。対象を老若男女と広
く設定している。
教育旅行団体の受け入れを行っており、その
中で子ども向けプログラムを開催。

※アンケートに回答した施設名は匿名とした。イベントと課題は左右で必ずしも対応していない。

1 2 3 4 5 6
A 山梨県立科学館 山梨県立富士湧水

の里
武田の杜鳥獣セン
ター

生 物 多 様 性 セ ン
ター

甲斐黄金村・湯之
奥金山博物館

山梨県立考古博物
館

B 山梨県立美術館 明野子ども美術館 フジヤマミュージ
アム

平 山 郁 夫 シ ル ク
ロード美術館

C 山梨伝統工芸館 印傳博物館 山 梨 ジ ュ エ リ ー
ミュージアム

富士博物館

D ミュージアム都留 山梨中銀金融資料
館

韮崎市民俗資料館 春日居郷土館 山梨県立文学館

E 根津記念館 山梨近代人物館 韮崎市ふるさと偉
人資料館

ポールラッシュ記
念館

山梨県立博物館

F 身延山宝物館 善光寺 武田神社宝物殿 笛吹川フルーツ公
園

甲府駅北口まちづ
くり委員会

【表２】ミュージアム甲斐ネットワーク意見交換会グループ分け



機関として、子どもたちにこれまで以上に活用してもら

うための工夫について」をテーマに「各施設の課題」と「問

題解決のための工夫」について意見を交換し、続いて記

録用紙にまとめ、グループごとに発表を行った（写真１）。

③全体での意見交換

　グループ別発表のたびに「各施設の課題」と「問題解

決のための工夫」における各キーワードをホワイトボー

ドに書き上げ、参加施設全体に共通する論点を絞り込ん

だ（写真２）。グループ別発表終了後、全体での意見交換

を行い、テーマに対する問題意識の共有を図った。

３、グループ別の課題と工夫

　グループ別の意見交換では、各分野に共通する課題が

あり、その対策をめぐって議論が盛り上がっている様子

であった。また各施設で使用しているワークシートを見

せ合うことでアイディアを交換する場面もみられた。そ

の後、グループごとに発表された課題と工夫は以下の通りである。

Ａグループ（科学系）

《課題》

・各施設の専門分野の特性を活かした、砂金掘り、実験教室、虫探し、餌やり、工作などのイベントを開

催しているが、夏休み期間に参加が集中するために人手不足になりがち。

・体験講座では事故がないように安全管理の徹底が必要。

《工夫》

・まずは地元の人たちに親しんで来てもらえるようにアピール。

・夏休み期間には、自由研究について個別に相談。

Ｂグループ（美術系）

《課題》

・小中学生の無料化や講師を招いての工作教室、親子写生教室などのワークショップを実施。しかし美術

館はハードルが高いという意識があるのか、子どもに来てもらうまでが大変。気軽に入れるような雰囲

気作りが必要。

《工夫》
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写真２　ホワイトボードに記録された論点

写真１　意見交換会の様子
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・保護者の目をひくようなキャッチコピーや写真入りのチラシを作成するなどの工夫が必要。それ以外に

もインターネットやマスメディアの活用、小中学校へのチラシの配布を行い、子どもと来る親やシニア

層にアピールしていくことが大切。

・まずは近くの子どもたち、小中学生に来てもらい、それから地域を広げ来館者の裾野を広げる。また対

話型観賞を取り入れることで、子どもたちに楽しい、美術館は堅苦しくないという気持になってもらう

ように工夫していきたい。

Ｃグループ（工芸系）

《課題》

・博物館で大人向けの展示や体験メニューが組まれているが、親の立場で見ると、子どもが興味を持たな

い博物館には行かない。親にとって子どものためになると思ってもらうことが大切。

《工夫》

・歴史や文化の詳細を説明するのではなく、直感に訴えていくことが重要。子どもが直感的に楽しいと思

える、またインスタ映えするような体験のメニューを増やす。

・親を対象とした体験プログラムに、無料で体験できる子ども用も同時に用意する。

・博物館に行くメリットを提供する。例、行けば夏休みの自由研究や工作が終わるなど。

Ｄグループ（歴史系１）

《課題》

・ホームページに子ども向けイベントの開催を掲載し、その様子を紹介しているが、その更新が遅れるこ

とがある。

・クイズの成果として景品をプレゼントしているが、景品が主な目的になってしまい、学習の側面が弱く

なってしまっている可能性がある。

・小学生を対象とした各種企画・ワークシートを用意しているが、ネタ切れや人員不足といった問題を抱

えている。

《工夫》

・教員に博物館にどのような資料があるのかを伝える。

・教員が学校に持ち帰って使用できたり、子どもが友人に紹介したくなるようなワークシートを作成。

・小学校何年生向きというように対象年齢を絞って企画することで利用拡充を目指す。

・学校教育との連携を強化するために、教員と密に連絡をとることが大切。

・ホームページの更新の頻度を増やし、繰り返し行って見たくなるように博物館の情報を提供。

Ｅグループ（歴史系２）

《課題》

・文化財の保護と活用のバランス。子どもが館内を走り回ったり、文化財に登ったりすること。



・小学校高学年など適齢期の子どもがあまり呼べない。

・人手不足のため、子どものことまで手が回らない。

《工夫》

・子どもたちが走り回らないように表示や見回りを増やす。

・個々の館で完結するのではなく、複数の館でネットワークを作り周遊できるようなスタンプラリーなど

のイベントを開催してみては？

・見学に来てもらった学校に、博物館でわかったことなどの内容を模造紙に書いてもらい展示する。

・ただ「勉強する」ではなく「自由研究を仕上げる」までやるイベントを開催し、来館のメリットを用意

する。

Ｆグループ（社寺他系）

《課題》

・校外学習で子どもが来るが、人出不足のため十分に対応できないことがある。

・信玄カルタなど楽しんで学べるようなイベントを開催。学習と遊びのバランスが大切。

・フルーツ公園では果物を出すイベントを毎月１回実施しているが、条令による規制のため制限がある。

《工夫》

・対応しきれない部分は簡単な説明を作って配布。

・子どもが興味をもつような場所づくり。モノ作り体験など。

・SNSによる発信。

４、全体での意見交換のまとめ

　グループ別発表によって、課題や工夫に多くの共通点があること、一方で各館の事情による独自の課題

があること、今後、実践をしていくべきアイディアなどを確認することができた。続いて実施した全体で

の意見交換の内容をもとに、今回の意見交換会参加施設が考える「各施設を交流・市民参画・連携する学

習支援機関として、子どもたちにこれまで以上に活用してもらうための工夫」のまとめとそれに対する私

見を述べていきたい。

①「博物館＝敷居が高い」というイメージからの脱却

　子どもに利用しやすい環境づくりの前提となるのが、「博物館＝難しい」といった敷居の高いイメージ

を払拭し、子どもが利用しやすい環境を作ることである。そのためには、複数の博物館施設が連携した景

品つきのスタンプラリーやクイズなどの共同企画イベントの開催を通じて親しみやすい雰囲気を作ってい

くことが大切になる。

②親子で楽しみながら学べるイベントの実施

　①の目標を確実に実現させるには、実際に子どもを連れてくることが多い保護者に訴えかけることが重
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要になる。それには、保護者が子どもに体験させたい、あるいは子どもがおもしろそう、やってみたいと

思うようなイベントを企画することが求められる。具体的には、保護者を対象としたものであれば、夏休

みの自由研究などの手助けなど、親子の駆け込み寺になるようなイベントが一例として考えられる。

　なお、ミュージアム甲斐ネットワークでは、「夏休み自由研究プロジェクト」と題して、毎年７月に各

参加館が夏休み自由研究のヒントを提供する合同プレゼンだけでなく、自由研究の進め方に関する質問に、

県内の博物館が返答をする「夏休み何でも質問箱」も同時に開催している（１）。合同プレゼンには毎年大

勢の参加者が集まるものの、１日のみの開催であり、夏休み期間中に受け付けている「夏休み何でも質問

箱」の問い合わせは多いとはいえない。その点を補うために、各施設は、夏休み期間中には自由研究相談

のイベントをさらに意識して実施すべきなのかもしれない。

　一方で、子どもを対象とするものであれば、直感的に楽しい、おもしろいと思えるような魅力的なイベ

ントや展示方法を模索していく努力も必要であろう。今回、その実践例として、美術系施設から「対話型

鑑賞（VTS＝Visual Thinking Strategies）」の有効性の紹介があった。「対話型観賞」とは、1980年代に子

ども向けに開発された美術の鑑賞法で、作品の意味や技法、作者に関することなど、美術の知識をもとに

して作品に向かい合うのではなく、作品を観た時の感想や、そこから想像されることなどをもとにして、

グループで話し合いながら見ていく方法である（２）。美術の知識を介さずに作品を楽しむ体験を他人と共

有することを通して、創造力や自分で考える力を育てること、自分の考えを話す力や他人の話を聴く力と

いったコミュニケーション能力を育てることを目的としている。この方法が、美術系以外の施設でどれだ

け有効であるのかは未知数ではあるものの、知識を前提としないで好奇心に訴えかけようとするスタンス

は、今後見習い活用していくべきであろう。このように親子に博物館を利用してもらうには、保護者と子

どもの両方にとってメリットを感じ、思い出に残るようなイベントを企画することが重要である。

③学校教育（教員）との連携の強化

　博物館の社会教育事業の一環として博学連携の重要性は言うまでもない。ところが今回の意見交換会の

結果、各博物館にどのような資料があるのか、何を学べるのか、どのような体験ができるのかという点が、

必ずしも教員に伝わっているとは限らないことが明らかになった。その対応策として、次のような意見が

あった。

（１）博物館の利用方法を学校側に提案

　山梨県立博物館では、学校向けに「博物館活用事例集」という手引きを毎年作成し、見学の手続き・見

どころ・ワークシートの事例紹介・貸出教材のメニュー紹介と手続き方法・出前授業のメニューなどを紹

介している。また出前授業の終了後、学習の成果としてレポートを提出してもらうと、児童生徒を「子ど

も学芸員」に認定し、認定証と常設展無料招待状（家族分）を、学校を通して渡すという「子ども学芸員

事業」を実施している（３）。このような「博物館活用事例集」をミュージアム甲斐ネットワーク参加館が

用意することにより、教員がより利用しやすくなることが期待される。

（２）博物館近くの学校との連携

　しかし（１）のように「博物館活用事例集」を用意したとしても、来館までの交通の問題などから、な



かなか全ての学校に利用してもらうことは難しい。まずは博物館から最寄りの学校に働きかけていくこと

が現実的であろう（４）。例えば、小学校の社会科などの郷土学習のために利用するのであれば、最寄りの

郷土資料館が最適と考えられるからである。そして、生徒が興味関心を持ったことに対し、より学習を深

めるために、教員が他の博物館を生徒に勧めるという流れを生み出すことができれば理想的である。その

実現のためにも、県内のどこにどのような博物館があり、何を学べるのかを教員に「博物館活用事例集」

やインターネットのホームページを通じて、さらに広めていく努力が必要となる。

④博物館ボランティアの活用

　子ども向けイベントの実施には、その企画や運営に多くの人員が必要になる。しかし、博物館スタッフ

は他の業務に追われ、イベントのみに集中することはなかなか難しい。さらに子どもの利用期間は、夏休

みに集中する傾向がある。

　そのような状況の対応策として、博物館ボランティア（＝協力員）を募集し、イベントを含めた博物館

運営の手助けをしてもらうことが有効である。博物館ボランティア制度は、現在では多くの博物館で採用

され、その運営を大きく支えている。さらに近年では博物館ボランティアは、単なるイベント運営の協力

のみに留まらず、博物館にとって極めて重要な役割を担っていることが全国各地で報告されている（５）。

　その１つが、博物館側がボランティアの方から学ぶことが想像以上に多い点である。例えば、筆者の場

合、年配のボランティアの方から、昔の生活の様子、子育て経験を活かした子どもとの上手な接し方、さ

らに社会人経験に基づく運営のアイディアなど様々なことを学ぶ機会が多い。このように、若い博物館ス

タッフにとって大変貴重な存在になっている。

　もう１つは、博物館と地域社会の仲介役を担っている点である。ボランティアの方の地元の様々な情報

を提供してもらうことで、博物館は地域の文化財に関する情報や要望を知ることができる。また地域の方

も知り合いがボランティアとして博物館にいることで、博物館をより身近なものに感じられる効果も少な

からず期待できるであろう。このことは、先述の「博物館＝敷居が高い」というイメージを変えていくこ

とにつながる。

　一方で、博物館ボランティアには課題もある。まずはボランティアの活動が、やりがいを感じられるよ

うな魅力的なものでなければ、ボランティアは集まらない。またボランティアを組織するための仕組みも

不可欠である。なぜなら、いつ、どのイベントに誰が参加できるのかというシフトを編成できなければ、

人員不足という問題の根本的な解決策にはならないからである。また実際に活動をするには、一定の研修

も必要であろう。したがって、博物館ボランティア制度もまたすぐに採用できる対応策ではなく、段階を

踏みながら整えていくべきものといえよう。

　以上、全体での意見交換の内容をもとに、各施設を交流・市民参画・連携する学習支援機関として、子

どもたちにこれまで以上に活用してもらうための工夫と課題をまとめてきた。子どもたちに親しんでもら

えるように、イベントやワークシートなどを工夫することは、これまで多くの施設で実践してきたことで

あり、今後も改良しながら続けていくべき取り組みである。

　一方で、今回の意見交換会の最大の収穫は、いかに子どもたちの周辺に働きかけていくのかという点の

重要性を改めて確認できた点である。子どもは、家庭や学校、地域などの育った環境の影響を大きく受け

ることから、周囲の大人、すなわち保護者や学校の教員たちが、子どもたちを連れていきたいという気持
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になるような博物館づくりが大切になる。その実現は、博物館の外部に継続的に働きかけていく必要があ

るため容易ではないものの、そのヒントとして今回の全体での意見交換の内容が参考になるであろう。こ

うした取り組みを続けることによって、自己完結する孤立した博物館ではなく、周辺の地域社会のなかで、

親しまれ、利用される博物館へと成長していくことにつながっていくと思われる。

５、意見交換会の反応

　今回の意見交換会後のアンケートでは、次のような意見や感想があった。

（１）今回の問題設定と意見交換会を評価

①「子どもを対象とした企画は、「その地域の人間」としてのアイデンティティを作り出すことにつながる。

非常に重要な課題である。自館では意見が広がらないため、こうした機会を利用して、幅広く柔軟な企

画を創出したい。」

②「実際に行われたイベントや資料等の提示がわかりやすく具体的なイメージがわきやすかった。他館の

意見・問題点などがよく分かった。自分の立場を客観的に捉える機会にもなり、参考になる意見がたく

さんあってよかった。」

③「様々な条件下において、どのようなことを行い、どういった結果や課題を生まれたかを知った。自館

にフィードバックしたい。」

　なぜ博物館施設で子どもを対象とした企画を実施するのかという、今回の意見交換会のテーマに対する

根本的な問いかけについて、①の感想は「「その地域の人間」としてのアイデンティティを作り出すこと

につながる」という言葉で端的に説明をしている。地域の歴史や文化を学ぶことは、防災対策や地域活性

化など、その地域で生活していくためのベストな方法にたどりつく近道である（６）。そのためにも、子ど

もたちが地域の歴史と文化を学ぶスタート地点であり、学習拠点の役割をもつ博物館は、より多くの子ど

もたちに関心を持ってもらえるような企画や工夫を考えていく必要がある。そのアイディアを広げるため

の機会として、今回の意見交換会は、①、②、③の感想のように、概ね好意的に受け止めていただけたよ

うである。

（２）一般化することの難しさ

　一方で、今回の意見交換会に対する批判も寄せられた。

　「各館違う特徴があるので、一般的な議論ばかりでは上滑りするだけ。」

　ミュージアム甲斐ネットワークは112の博物館施設で構成されており、テーマ・方針・施設の規模・公

立or私立・指定管理者制度導入の有無など、それぞれ事情が異なる。その点についての配慮が不十分のま

ま、今回の全体討論を進めたため、その内容が一部の施設関係者からみて、非現実的なものであったと思

われる。その結果が、このアンケートの感想であろう。同時に、このことは今回の意見交換会の内容が、

全ての博物館で、すぐに実践できるものではなく、一般化することの難しさを示している。とはいえ、今

回の意見交換会で紹介された様々なアイディアのうち、始めやすいものから実践し、今後のサービス向上

につながっていくことを期待したい。
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おわりに

　本稿では、平成30年６月21日に開催したミュージアム甲斐ネットワーク意見交換会の議論をもとに、山

梨県内博物館施設における子ども向けイベントの課題について概観し、今後、これまで以上に多くの子ど

もたちに博物館施設を利用してもらうための工夫とその方向性を模索してきた。そこからみえてきたのは、

子どもが楽しみながら学べるようなワークシートの改良や工作教室などのイベントを企画するなどの努力

を今後も続けていく必要があること、同時に子どもの周囲にいる大人たちに向けて、親子で楽しんで利用

できるという認識をもってもらえるように働きかけていくことの重要性である。

　そこで、より多くの保護者たちに子ども連れで博物館を利用してもらうために、すぐに実践可能な改善

方法を考えてみたとき、次の２点が挙げられるであろう。

①実際にイベントに参加をしてもらった親子を対象としたアンケートの実施。

改善点や要望などを確認しなから、その内容や進め方を修正。実際に参加した親子の意見は、今後の改

善に向けての貴重な資料になると思われる。

②博物館ボランティアの方などから、子どもが楽しん

で学べるようなアイディアを募る。

　ボランティアを含めた博物館関係者には、子育てな

ど様々な経験に基づいた数多くの引き出しを持ってい

ることが多い。例えば、山梨県立博物館では平成29年

（2017）の企画展「甲府徳川家－六代将軍家宣を生んだ

知られざる名門－」に合わせて、徳川家宣の人生が学

べる「家宣すごろく」を展示交流員のアイディアで作

成し、「寺子屋ひろば」という子ども向けの体験型ミニイベントで開催したところ好評であった（写真３）（７）。

このように企画展と連動した子ども向けイベントを用意することで、企画展を親子で楽しめるようにする

ことが、今後目指すべき目標ではないだろうか。

　これらの改善方法は、今回の意見交換会で議論した「各施設を交流・市民参画・連携する学習支援機関

として、子どもたちにこれまで以上に活用してもらうための工夫」のごく一部でしかない。しかし、まず

はできることから各施設で少しずつ取り組んでいくことが何よりも大切であろう。本稿をささやかな問題

提起として受け止めていただければ幸いである。そして、今後もミュージアム甲斐ネットワークを通じて、

参加施設が相互に連携しながら成長していけるように、活動を続けていきたい。

　最後に文末ではあるが、今回の意見交換会の開催にあたって、貴重な時間を割いて、ご協力、ご出席い

ただいたミュージアム甲斐ネットワーク参加施設の皆様に厚くお礼申し上げたい。

（１）�例えば、登山中にスナック菓子の袋が膨らんだことに注目した小学生が、その研究の進め方について山梨県立科学館の

職員が返答するというもの。

（２）�「対話型観賞」については、アメリア・アレナス著、福のり子訳『なぜ、これがアートなの？』（淡交社、1988）などを

参照。

（３）�今後、「子ども学芸員事業」制度を継続していくにあたっては、その実施方法の学習効果の検証を行うとともに、必要

写真３　家宣すごろく
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な改善を加えていきたい。

（４）�平成31年（2019）１月12日にリニューアルオープンした南アルプス市立美術館では、中学校の連携活動の取り組みと

して、企画展「ピカソ展」（会期は１月12日～２月11日）に合わせて、市内の櫛形中学・若草中学・八田中学の美術部・

創作部の部員が来館者に展示作品を解説する「アートレクチャー」を初開催している（『山梨日日新聞』2019年２月３

日朝刊）。こうした取り組みが県内で今後増加していくことを期待したい。

（５）�谷口榮「博物館・資料館とボランティア」、森田喜久男「学芸員の情報発信」（『歴史評論』822号、2018）などを参照。

（６）�近年では、地域活性化のために、従来のように外部から新しいものを持ってくるのではなく、むしろその地域に根ざし

た料理や年中行事などの独自の文化を取り上げて外部にアピールしていくことが成功につながっている事例が多い。富

士吉田市の「吉田のうどん」もその代表例といえる。

（７）�山梨県立博物館の展示交流員とは、展示の解説、入館者の受付、チケット販売、展示資料の監視などを担当する非常勤

嘱託職員である。「寺子屋ひろば」の企画運営も担当している。

（山梨県立博物館）
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付
、久
右
衛
門
・
弁
助
、

手
か
ね
被
仰
付
、
行
事
共
江
御
預
ケ
、
丁
内
名
主
五
人
組
構
な
し

　
　
　
　
　
四
月
廿
六
日
、
御
請
書
上
ル
、
四
月
廿
八
日
、
御
呼
出
し
、
手
か
ね
御
免

　
　
」

一
、
廿
五
日
八
ツ
時
よ
り
御
呼
出
、
八
郎
兵
衛
・
平
兵
衛
・
吉
右
衛
門
・
平
左
衛
門
罷
出

　
御
意
、
昨
日
申
渡
候
趣
、
如
何
与
被
仰
聞
候
、

　
御
答
、
被
仰
渡
候
趣
、
何
共
奉
恐
入
候
、
私
共
甚
難
渋
仕
、
御
請
途
方
暮
罷
在
候
与
申
上
候
、

段
々
利
害
之
趣
得
与
勘
弁
い
た
し
、
精
々
被
仰
聞
、
兎
角
引
請
不
申
候
而
者
相
不
成
段
被
仰

付
候
ニ
付
、
御
腰
掛
江
下
り
一
応
仲
間
ニ
申
聞
、
明
日
御
請
仕
へ
く
候
段
、
御
町
年
寄
江

申
上
ル
、
又
御
呼
出
し
、
御
白
洲
江
行
事
罷
出
ル
、
▲

　
　
△
御
立
合
ニ
而
、
其
方
共
江
利
害
申
聞
趣
致
承
知
、
町
年
寄
を
以
申
達立〻 

候
趣
、
難
渋
之

所
よ
り
扱
分
タ
趣
一
段
ニ
思
ふ
、
罷
帰
り
、
相
残
ル
仲
間
共
江
得
与
申
聞
ケ
、
明
日
受

ケ
を
致
せ
、
其
趣
年
寄
方
迄
申
出
へ
く
被
仰
渡
候

　
　
四
月
廿
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
人

　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候

一
、
当
月
廿
三
日
、
行
事
并
惣
代
之
者
共
被
為
御
召
出
、
被

　
仰
渡
候
御
書
付
之
趣
、
仲
間

共
一
同
難
渋
至
極
奉
存
候
ニ
付
、
不
顧
恐
を
、
一
昨
廿
四
日
、
御
訴
詔
奉
申
上
候
処
、
昨

廿
五
日
被
為
御
召
出
、
猶
亦
右
之
趣
達
而
御
請
仕
候
様
、
被
仰
付
候
ニ
付
、
其
段
仲
間
共

江
為
申
聞
、
一
同
御
請
仕
候
、
依
之
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差
行
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
城
屋
町

　
　
寛
政
七
年
卯
四
月
廿
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
田
平
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
右
衛
門

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
借
用
申
金
子
之
事

　
　
合
七
両
弐
分
者

　
　
　
　
　
　
　
　
但
文
字
金
也

右
者
此
度
御
番
入
為
入
用
、
書
面
之
通
御
下
金
会
所
ゟ
其
方
借
請
用
立
給
り
、
慥
ニ
請
取
借

用
申
処
実
正
也
、
然
上
者
右
返
金
之
儀
者
、
当
卯
十
月
利
足
斗
、
来
ル
辰
年
ゟ
三
ヶ
年
賦
ニ

相
定
、
利
足
之
儀
金
壱
両
ニ
付
銀
六
分
ツ
ヽ
之
積
を
以
、
辰
五
月
金
弐
両
弐
分
利
足
、
巳
五

月
金
弐
両
弐
分
与
利
足
、
午
五
月
金
弐
両
弐
分
ト
利
足
、
右〻 

割〻 

合〻 

通〻 

三
ヶ
年
ニ
元
利
共
急
度

皆
済
可
申
候
、
其
節
少
茂
違
変
申
入
間
敷
候
、
為
後
日
証
文
仍
如
件

　
寛
政
七
年
卯
四
月

　
　
　
　
川
井
善
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
戸
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
七
江
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候
、
依
之
向
後
御
惣
客
様
御
屋
敷
へ
参
上
仕
候
節
、
途
中
之
儀
甚
奉
恐
入
候
、
何
卒
御
威

光
を
以
私
共
御
郭
内
安
穏穏〻
ニ
通
行
仕
候
様
被
成
下
置
候
様
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
寛
政
七
年
卯
四
月
廿
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
御
下
金

　
　
　
御
会
所

　
　
卯
四
月
廿
三
日
、
山
手
御
役
所
御
呼
出
有
之
、
被
仰
付
候
御
書
付
、
左
之
通

当
二
月
御
借
米
渡
候
節
、
勘
定
差
引
、
当
冬
御
切
米
高
之
内
江
見
越
貸
ニ
相
成
候
分
、
去
寅

十
月
迄
之
残
金
百
俵
三
両
済
年
賦
江
繕
ひ
勘
定
可
致
候

一
、
た
と
へ
ハ
弐
百
俵
取
、
春
御
借
米
江
冬
御
切
米
高
百
俵
之
内
拾
五
俵
見
越
用
立
、
夏
御

借
米
江
五
俵
、
同
断
見
越
用
立
可
申
候
、
尤
見
越
貸
之
分
、
当
用
証
文
江
書
入
候
筋
ニ
無
之
、

別
証
文
を
以
用
立
可
申
候

　
　
但
高
之
高
下
、
右
ニ
准
し
割
合
用
立
可
申
候

一
、
当
夏
御
借
米
江
之
見
越
貸
よ
り
用
立
可
申
候
、
心
得
違
無
之
様
、
差
引
勘
定
入
念
明
白

可
及
対
談
候

　
　
卯
四
月

　
小
普
請
并
勝
手
小
普
請
組
附
者
不
及
其
儀
、
是
迄
之
通
と
御
振

（
触
）有

之
由
、
柳
町
御
会
所
ニ

て
被
仰
聞
候
、
子
十
二
月
十
四
日
ニ
記
ス

一
、
廿
一
日
、
親

（
新
）規

五
軒
之
者
之
札
旦
那
引
請
印
鑑
御
組
頭
様
四
軒
江
藤
右
衛
門
持
参
仕
候

　
御
町
年
寄
江
五
人
之
者
之
印
鑑
久
右
衛
門
持
参

　
御
代
官
様
江
差
上
候
五
人
之
者
之
印
鑑
、
御
町
年
寄
江
上
ル
、
久
右
衛
門
持
参

　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候

一
、
今昨〻 

日〻 

廿
三
日
、
行
事
并
惣
代
之
者
共
被
為
御
召
出
、
御
書
付
を
以
被
仰
付
候
趣
、
仲
間

一
同
奉
畏
候
、
然
処
、
右
ニ
付
仲
間
一
同
不
顧
恐
を
御
願
奉
申
上
度
奉
存
候
、
何
卒
格
別

之
御
憐
愍
を
以
御
聞
済
被
成
下
置
候
様
奉
願
上
候
、
右
難
渋
之
趣
意
、
乍
恐
左
ニ
奉
申
上

候
一
、
御
高
弐
百
俵
取
之
御
方
様
、
春
御
借
米
江
冬
御
切
米
高
百
表
之
内
十
五
俵
見
越
御
用
立
、

夏
御
借
米
江
五
俵
同
断
見
越
御
用
立
可
申
旨
被
仰
渡
、
仲
間
共
一
同
奉
畏
候

一
、
当
春
仕
切
御
残
金
之
分
、
去
寅
十
月
迄
之
御
残
金
百
俵
三
両
済
之
御
年
賦
へ
繕
ひ
勘
定

可
仕
旨
被
仰
付
候
所
、
右
御
残
金
之
儀
者
去
寅
十
月
ゟ
月
数
も
多
く
、
其
上
御
越
年
御
入

用
旁
ニ
て
新
タ
ニ
出
来
仕
候
御
儀
ニ
御
座
候
得
共者〻 

、
当
十
月
御
高
之
内
ニ
て
可
奉
請
取
引

当
ニ
御
座
候
所
、
被
仰
付
通
リ
去
寅
十
月
迄
之
御
残
金
へ
繕
ひ
候
趣
ニ
被
成
下
候
而
者
、

一
体
「

（
貼
紙
）手

薄
之
私
共
、
何
と
も
難
儀
至
極
仕
候
、
依
之
不
顧
恐
を
奉
願
上
候
趣
者
、
当
春

御
残
金
之
内
前
書
被
仰
付
通
、
見
越
御
用
立
■ 之〻 

御
割
合
、
春
御
高
を
見
越
御
用
立
可
申
拾

五
俵
丈
之
分
、
当
十
月
御
高
ニ
て
」
奉
受
取
、
相
残
之
分
ハ
被
仰
付
通
リ
去
寅
十
月
迄
之

御
残
金
江
繕
ひ
候
様
仕
度
奉
願
上
候
、
昨
日
被
仰
付
通
リ
、
已
来
二
月
御
高
を
見
越
拾
五

表
御
用
立
候
ヘ
ハ
、
来
春
ニ
罷
成
、
亦
々
右
拾
五
表
丈
之
御
残
金
出
来
仕
候
、
其
御
残
金

者
来
辰
十
月
御
高
ニ
て
御
勘
定
相
立
候
義
ニ
御
座
候
得

得
者〻 

共〻 

、
当
春
御
残
金
も
何
卒
右
ニ
応

し
当
十
月
御
高
ニ
て
奉
受
取
置

（
脱
ア
ル
カ
）

と
存
候
、
右
之
趣
格
別
之
御
賢
察
を
以
被
為
聞
召
分
、
御

憐
愍
を
以
て
右
願
之
通
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
ヽ
、
難
有
仕
合
ニ
存
候
、
以
上

　
　
寛
政
七
年
卯
四
月
廿
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仲
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廿
三
人
連
印

　
　
御
下
金

　
　
　
御
会
所

四
月
廿
四
日
、
山
手
御
役
所
へ
御
呼
出
し
、
行
司
三
人
、
惣
代
二
人
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乍
恐
御
取
扱
之
御
趣
意
、奉
窺
候
上
、願
下
ケ
仕
度
奉
存
候
、右
之
趣
書
付
を
以
申
上
候
様
、

被
仰
付
候
ニ
付
、
乍
恐
書如

斯
ニ

〻  

付〻 

を〻  

以〻 

御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
卯
四
月
廿
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
酒
依
冨
五
郎
様
御
内

　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
　
小
野
藤
右
衛
門
様
ヘ
上
ル
手
紙
写

殿
様
益
御
機
嫌
能
被
遊
御
座
、
恐
悦
至
極
奉
存
候
、
然
者
此
間
竹高〻 

原
田
屋
吉
右
衛
門
ヘ
細
々

被
仰
聞
候
御
儀
、
仲
間
共
一
同
種
々
相
談
仕
候
得
共
、
乍
恐
御
請
難
仕
奉
存
候
ニ
付
、
御
断

奉
申
上
候
、
右
御
答
之
儀
、
故
障
之
儀
御
座
候
ニ
付
、
一
両
日
延
引
候
段
、
御
高
免
被
遊
可

被
下
候
、
右
之
趣
可
然
様
御
執
成
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵

　
　
　
　
四
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
札
差
共

　
　
森
川
新
兵
衛
様
ゟ
之
御
手
紙
写

今
朝
之
返
事
致
披
見
候
、
然
ハ
先
日
我
等
参
上
之
節
、
仲
間
一
統
ニ
挨
拶
被
致
候
者
、
廿
日

八
ツ
時
迄
屋
敷
迄
罷
出
候
由
、
被
申
聞
候
所
、
大
成
偽
之
義
被
存
候
、
我
等
支
配
衆
大
久
保

遠
江
守
江
被
願
候
趣
ニ
付
、
面
談
及
申
度
候
、
最
早
只
今
ニ
相
成
中
々
申
出
候
事
引
候
様
成

事
ニ
て
ハ
無
御
座
候
、
其
方
ニ
て
も
先
日
之
挨
拶
ハ
可
被
致
事
ニ
被
存
候
、
左
様
候
ハ
ヽ
、

此
上
懸
引
合
無
御
座
候
事
ニ
御
座
候
也
、
此
段
其
方
共
難
参
候
ハ
ヽ
、
何
人
成
共
罷
越
挨
拶

可
被
申
聞
候
、
威
光
ニ
恐
候
な
ど
ゝ
者
餘
り
押
付
か
ま
し
き
不
届
成
事
ど
も
ニ
御
座
候
、
此

方
へ
沙
汰
も
願
出
候
而
も
、
相
済
可
申
事
ニ
候
哉
、
一
度
此
方
江
茂
明
八
ツ
時
ニ
被
参
与
申
候

ハ
ヽ
、
挨
拶
可
有
之
事
と
存
候
処
、
無
其
儀
候
ハ
、
先
日
我
等
申
候
儀
、
甚
々
法
外
成
之
申

分
ニ
心
得
、
其
夜
願
出
候
趣
ニ
心
得
罷
在
候
、
願
出
候
程
之
儀
相
済
候
て
も
、
今
更
不
及
候
、

此
上
者
是
非
之
面
談
を
相
待
申
居
候
、
被
参
候
事
不
相
成
候
ハ
ヽ
、
見
当
り
次
第
、
我
等
存

寄
ニ
取
計
申
上
候
間
、
右
挨
拶
早
々
被
申
聞
候
、
屋
敷
壱
間
ニ
而
も
引
請
罷
在
候
内
、
旦
那

も
同
様
ニ
可
有
之
事
ニ
候
処
、
威
光
ニ
恐
レ
候
と
ハ
余
り
ば
か
ニ
致
し
候
申
分
ニ
被
存
候
、

願
出
候
共
少
し
も
難
儀
い
た
し
不
申
候
、
早
々
返
事
相
待
罷
在
候
間
、
四
人
之
内
、
先
日
約

束
之
通
、
屋
敷
迄
可
罷
出
候
、
右
之
段
申
入
度
、
如
斯
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
四
月
廿
一
日

「（
付
紙
）

今
廿
一
日

一
、
森
川
新
兵
衛
様
ゟ
仲
間
共
之
内
ニ
て
参
上
仕
候
様
今〻 

廿〻 

一〻 

日〻 

被
仰
付
候
処

ニ
付〻 

、
一
昨
日
之

御
威
光
ニ
奉
恐
入
候
ニ
付
、
御
懸
合
之
義
、
御
高
免
被
成
下
候
様
申
上
候
処
、
右又

々御
返
事

被
下
仲
間
一
同
奉
拝
見
奉

何
と
も恐

入
候
、
則
右
御
返
事
之
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候

一
、
森
川
新
兵
衛
様
ゟ
今
廿
一
日
御
手
紙
被
下
、
仲
間
共
一
同
奉
拝
見
、
何
と
も
奉
恐
入
候
、

則
右
御
手
紙
写
奉
入
御
高
覧
候
、
右
御
文
体
ニ
而
ハ
御
郭
内
へ
罷
出
候
儀
、
私
共
仲
間
一

同
奉
恐
入
候
、
依
之
御
惣
客
様
御
屋
敷
へ
参
上
之
儀
、
御
断
奉
申
上
度
奉
存
候
、
乍
恐
右

之
趣
書
付
を
以
奉
申
上
候

　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候

一
、
昨
廿
一
日
、
森
川
新
兵
衛
様
ゟ
仲
間
共
之
内
ニ
て
参
上
仕
候
様
被
仰
付
候
ニ
付
、
先
達

而
之
御
威
光
ニ
奉
恐
入
候
ニ
付
、
御
掛
合
之
儀
御
高
免
被
成
下
候
様
申
上
候
所
、
又
々
右

御
返
書
被
下
、
仲
間
共
一
同
奉
拝
見
、
甚
奉
恐
入
候
○
、「

（
抹
消
）甚

奉
恐
入
、
則
右
御
返
書
之
趣
、

写
奉
入
御
高
覧
候
」
〇
右
御
文
体
ニ
て
ハ
御
郭
内
へ
罷
出
候
儀
、
私
共
仲
間
一
同
奉
恐
入
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御
下
金

　
　
　
御
会
所

右
之
通
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
覚

一
、
大
嶋
左
太
郎
様

一
、
加
藤
万
兵
衛
様

一
、
庵
原
市
左
衛
門
様

一
、
同
伴
五
郎
様

右
御
方
様
昨
日
御
当
用
証
文
相
済
申
候
、
以
上

　
　
　
卯
四
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛

　
御
会
所

　
　
　
覚

一
、
金
拾
両

　
　
　
冨
田
仁
左
衞
門
様
（
印
「
合
」）

一
、
金
拾
五
両

　
　
桜
井
喜
三
郎
様
（
印
「
合
」）

「（
朱
書
）

出
入
帳
合
」

右
御
方
様
江
御
用
立
申
候
金
子
御
年
賦
ニ
奉
拝
借
度
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
楽
屋

　
　
卯
四
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
原
田
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛

　
御
下
金

　
　
御
会
所

　
　
　
　
差
上
申
書
付
之
事

一
、
此
度
御
普
請
御
入
用
と
し
て
金
廿
五
両
御
会
所
ゟ
五
ヶ
年
賦
ニ
○

○
御
蔵
宿
忠
右
衛
門

拝
借
仕
御
用
立
可
申

上
旨
被
仰
付
候
ニ
付
、
金
拾
五
両
ニ
御
減
少
被
成
下
候
様
奉
申
上
候
所
、
御
聞
済
無
御
座
、

右
之
趣
書
付
を
以
申
上
候
様
無〻 

御〻 

座〻 

被
仰
付
候
ニ
付
、
乍
恐
如
此
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
原
田
屋

卯
四
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
楽
屋

　
　
　
榊
原
留
蔵
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

今
朝
者
従

　
殿
様
御
書
被
成
下
置
、
難
有
奉
拝
見
候
、
益
御
機
嫌
能
被
遊
御
座
、
恐
悦
至
極

奉
存
候
、
然
者
今
日
中
弁
助
・
藤
右
衛
門
・
久
右
衛
門
・
与
七
、
右
四
人
之
内
ニ
て
参
上
仕

候
様
被
仰
下
、
奉
畏
候
へ
と
も
、
一
昨
日
之
御
威
光
ニ
奉
恐
入
、
願
書
■

（
迄
カ
）

〻 

差
上
候程

之御
儀
ニ
御

座
候
へ
ハ
、
御
懸
合
之
儀
、
何
分
御
高
免
被
成
下
置
候
様
奉
願
上
候
、
右
之
趣
可
然
様
被
仰

上
可
被
下
候

（
様
脱
カ
）

奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵

　
　
四
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
札
差
共

　
　
森
川
新
兵
衛
様
御
内

　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
　
　
　
書
付
を
以
奉
申
上
候

一
、森
川
新
兵
衛
様
御
儀
ニ
付
、御
願
書
差
上
候
処
、願
下
ケ
仕
候
様
被
仰
付
、奉
畏
候
得
共
、
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免
被
成
下
、
去
冬
被
仰
付
候
御
仕
法
通
、
幾
々
相
立
候
様
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
寛
政
七
年
卯
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緑
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛

御
手
紙
被
下
置
、
奉
拝
見
候
、
然
者
殿
様
先
刻
被
為
入
候
節
、
被
仰
聞
候
御
挨
拶
ニ
、
仲
間

共
之
内
両
人
御
屋
敷
様
へ
参
上
仕
候
様
被
仰
付
、
奉
畏
候
得
共
、
惣
仲
間
共
先
刻
之
御
威
光

ニ
奉
恐
入
罷
在
候
得
者
、
参
上
仕
候
儀
、
何何

分分
御
高
免
被
遊
被
下
置
候
様
、
仲
間
一
同
奉
願

上
候
、
右
之
段
宜
御
取
歳

（
成
カ
）被

仰
上
可
被
下
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
宿

　
　
四
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仲
間
共

　
　
森
川
新
兵
衛
様
御
内

　
　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候

一
、
緑
町
藤
兵
衛
札
旦
那
森
川
新
兵
衛
様
御
儀
、
若
殿
様
御
稽
古
御
物
入
・
御
家
作
御
入
用

并
御
取
続
御
不
足
ニ
付
、
金
拾
両
御
臨
時
金
御
会
所
ゟ
奉
拝
借
、
御
用
立
候
様
先
達
而
被

仰
付
候
ニ
付
、
御
免
被
成
下
候
様
御
断
申
上
候
処
、
今
十
九
日
、
右
御
方
様
、
私
共
仲
間

会
所
江
被
為
入
、
右
御
断
申
上
候
趣
意
、
仲
間
弐
拾
三
人
之
者
共
銘
々
御
聞
糺
可
被
成
旨

被
仰
聞
候
ニ
付
、月
番
久
右
衛
門
罷
出
、右
御
答
之
儀
、明
日
迄
御
延
引
被
下
候
様
申
上
候
、

夫
ゟ
御
帰
か
け
ニ
火
躰

（
鉢
カ
）を

御
な
げ
被
成
、
畳
も
こ
げ
候
程
之
御
儀
、
何
共
奉
恐
入
候
、
其

上
私
共
詰
合
罷
有
候
場
所
迄
御
踏
込
被
成
、
被
仰
聞
候
者
、
会
所
潰
シ
候
間
、
不
残
立
合

可
申
旨
被
仰
聞
候
ニ
付
、
居
合
候
も
の
と
も
不
残
罷
出
候
所
、
御
高
声
ニ
而
種
々
御
悪
口

被
仰
聞
候
得
共
、
奉
恐
入
一
言
之
御
答
も
不
申
上
候
、
手
代
三
人
之
も
の
と
も
も
、
会
所

へ
罷
出
候
儀
御
差
留
被
仰
付
候
ニ
付
、
外
々
様
御
用
御
差
支
ニ
相
成
、
何
共
奉
恐
入
候
、

右
体
之
御
儀
ニ
而
ハ
、
中
々
以
来
御
懸
合
之
儀
奉
恐
入
候
、
乍
恐
右
之
趣
御
賢
察
ヲ
以
被

為
　
聞
召
分
、
格
別
之
御
憐
愍
を
以
、
右
御
方
様
御
蔵
宿
仲
間
一
同
御
高
免
被
成
下
置
候

様
奉
願
上
候
、
右
願
之
通
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
ヽ
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
寛
政
七
年
卯
四
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛

　
　
借
用
申
金
子
之
事

　
合
拾
五
拾
両
者

　
　
　
　
　
但
文
字
金
也

右
者
此
度
無
拠
要
用
ニ
付
、
書
面
之
通
御
下
金
会
所
ゟ
其
方
借
請
用
立
給
、
慥
ニ
請
取
借
用

申
処
実
正
也
、
然
上
者
返
金
之
儀
者
、
来
辰
年
ゟ
三
ヶ
年
賦
ニ
相
定
、
利
足
之
儀
者
金
壱
両
ニ

付
壱
ヶ
月
銀
六
厘

（
カ
）ツ

ヽ
之
積
り
を
以
、
当
卯
月年〻 

利
足
斗
、
来
辰
二
月
金
壱
両
弐
分
与
利
足
、

同
五
月
金
三
両
与
利
足
、
同
十
月
金
弐
分
与
利
足
、
巳
二
月
金
壱
両
弐
分
与
利
足
、
同
五
月
金

三
両
与
利
足
、
同
五十〻 

月
金
弐
分
与
利
足
、
午
二
月
金
壱
両
弐
分
与
利
足
、
同
五
月
金
三
両
与
利
、

同
十
月
金
弐
分
ト
利
足
、
右
割
合
之
通
元
利
共
急
度
皆
済
可
申
候
、
其
節
少
も
違
変
申
入
間

敷
候
、
為
後
日
証
文
仍
如
件

　
寛
政
七
年
卯
四
月

　
　
　
　
桜
井
喜
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
兵
衛
へ

御
本
文
之
金
子
拾
五
両
私
奉
拝
借
、
右
御
方
様
へ
御
用
立
申
候
、
御
定
之
通
無
相
違
、
元
利

共
急
度
可
奉
上
納
候
、
以
上

　
　
　
卯
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
城
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拝
借
人

　
八
郎
兵
衛
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行
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
覚

一
、
金
七
両

　
　
　
根
岸
長
兵
衛
様

　（
印
「
合
」）

一
、
金
七
両

　
　
　
水
野
甚
左
衛
門
様
（
印
「
合
」）

一
、
金
七
両

　
　
　
嶋
田
猪
十
郎
様

　（
印
「
合
」）

一
、
金
拾
両

　
　
　
野
尻
吉
五
郎
様

　（
印
「
合
」）

一
、
金
八
両

　
　
　
間
宮
十
左
衛
門
様
（
印
「
合
」）

　
「

（
朱
書
）出

入
帳
合
」

右
御
方
様
へ
御
用
立
申
候
金
子
、
御
年
賦
ニ
奉
拝
借
度
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差
月
番

　
永
楽
や

　
　
　
卯
四
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
高
原
田
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛

　
　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
御
窺
奉
申
上
候

一
、
御
高
三
百
俵
取
之
御
方
様
御
向
高
金
弐
拾
弐
両
弐
分
之
内
、
百
俵
三
両
済
之
元
利
残
置

金
御
手
取
金
拾
八
両
三
分
御
用
立
可
申
処
、
当
春
御
借
米
後
ゟ
右
之
内
金
拾
五
両
弐
分
程

御
用
立
申
候
、
然
ル
処
当
月
三
日
、
亦
々
御
雑
用
差
上
候
様
被
仰
下
候
節
、
未
右
拾
八
両

三
分
之
御
証
文
不
被
下
候
ニ
付
、
御
証
文
被
下
候
上
ニ
而
差
上
可
申
旨
奉
申
上
候

右
ニ
付
御
蔵
宿
御
屋
敷
へ
被
召
寄
、
被
仰
聞
候
者
、
此
度
御
願
被
成
置
候
儀
御
座
候
ニ
付
、

右
御
下
知
御
座
候
迄
ハ
御
証
文
ハ
難
被
下
旨
被
仰
聞
、
其
上
御
証
文
相
済
不
申
内
ハ
御
雑

用
御
飯
米
た
り
と
も
差
上
候
儀
難
相
成
哉
否
、
以
書
付
を
奉
申
上
候
様
被
仰
聞
候
、
右
ハ

大
切
成
御
会
所
金
奉
拝
借
、
御
用
立
候
御
儀
ニ
御
座
候
間
、
御
証
文
奉
請
取
候
上
ニ
て
御

米
金
差
上
候
様
仕
度
奉
存
候
、
乍
然
前
文
之
通
御
願
之
儀
御
座
候
ハ
ヽ
、
御
証
文
不
被
下

候
共
拾
八
両
三
分
迄
者
御
用
立
可
申
御
儀
ニ
御
座
候
哉
、
乍
恐
私
共
ニ
而
難
分
リ
奉
存
候

ニ
付
、
御
窺
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
寛
政
七
年
卯
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

緑
町

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
兵
衛

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候

一
、
御
家
人
様
方
之
内
臨
時
御
入
用
御
座
候
ニ
付
、
五
ヶ
年
賦
ニ
金
子
御
用
立
候
様
、
御
取

締
役
御
三
人
様
ゟ
被
仰
聞
候
所
、
去
冬
八
ヶ
年
賦
ニ
凡
金
四
拾
六
両
程
御
用
立
、
其
上
臨

時
御
入
用
御
手
当
と
し
て
金
廿
両
御
用
立
可
申
旨
御
請
仕
候
間
、
右
之
外
御
用
立
候
義
ハ

御
免
被
下
候
様
申
上
候
所
、
右
金
子
出
来
不
申
候
ハ
ヽ
、
此
上
之
儀
ハ
私
共
仲
間
ニ
而
御

銘
々
様
御
懸
合
可
仕
旨
被
仰
聞
候
へ
共
、
御
銘
々
様
御
懸
合
之
儀
も
御
免
被
成
下
候
様
申

上
候

「（
付
紙
）

�
殊
ニ
右
廿
両
之
儀
ハ
、
誠
ニ
無
拠
御
臨
時
御
入
用
之
節
、
少
々
ツ
ヽ
追
々
御
用
立
候
御
約

束
ニ
ハ
申
候
へゆ

へ〻 

共〻 

、
不
残
難
御
用
立
段
申
上
候
へ
と
も
、
全
臨
時
御
入
用
之
由
被
仰
聞
候

ニ
付
、
無
拠
此
節
迄
ニ
右
廿
両
不
残
御
用
立
申
候
、
右
之
趣
乍
恐	

」

　�

被
為

　
聞
召
置
、
右
廿
両
之
外
ニ
別
段
御
臨
時
金
并
御
銘
々
様
御
懸
合
之
儀
、
両
様
共
御

－ 53 －40



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
町

右
之
通
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
借
用
申
金
子
之
事

　
高
拾
五
両
之
内

　
合
八
両
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
文
字
金
也

右
者 

無此
度拠

要
用
ニ
付
、
書
面
之
通
御
下
金
会
所
ゟ
其
方
借
り
請
用
立
給
、
慥
ニ
請
取
借
用
申

処
実
正
也
、
然相

残
り

〻 

上〻 

者〻 

七
両
ハ
当
十
月
借
請
用
立
給
候
、
都
合
拾
五
両
致
借
用
、
右
返
金
之
儀

ハ
三
ヶ
年
賦
ニ
相
定
、
当
卯
十
月
金
弐
両
ト
利
足
、
来
辰
二
月
金
三
両
ト
利
足
、
同
五
月
金

四
両
ト
利
足
、
巳
二
月
金
弐
両
ト
利
足
、
同
五
月
金
四
両
ト
利
足
、
右
割
合
之
通
元
利
共
急

度
皆
済
可
申
候
、
其
節
少
茂
違
変
申
入
間
鋪
候
、
為
後
日
証
文
仍
如
件

　
寛
政
七
年
卯
四
月

　
　
間
宮
十
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
口
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
兵
衛
へ

御
本
文
之
金
子
八
両
私
奉
拝
借
、
右
御
方
様
ヘ
御
用
立
申
候
、
御
定
之
通
無
相
違
元
利
共
急

度
可
奉
上
納
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
口
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高〻 

原〻 

田〻 

屋〻 

　
　
　
　
　
卯
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拝
借
人

　
弥
兵
衛

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
右
衛
門

右
之
通
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
借
用
申
金
子
之
事

　
　
合
拾
両
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
文
字
金
也

右
者
此
度
無
拠
要
用
ニ
付
、
書
面
之
通
御
下
金
会
所
ゟ
其
方
借
り
請
用
立
給
、
慥
ニ
請
取
借

用
申
処
実
正
也
、
然
上
者
返
金
之
儀
者
、
三
ヶ
年
賦
ニ
相
定
、
利
足
之
儀
者
金
壱
両
ニ
付
壱
ヶ

月
銀
六
分
宛
之
積
り
を
以
、
当
卯
十
月元金
三
両
壱
分
五
厘
、

ト
利
足来

辰
十
月元金
三
両
壱
分
五
厘ト

利
足、

巳
十
月元金
三
両
壱
分
五
厘
ト
利

（「
足
」脱
カ
）

、
右
割
合
之
通
、
元
利
共
急
度
皆
済
可
申
候
、
其
節
少
茂
違

変
申
入
間
敷
候
、
為
後
日
証
文
仍
如
件

　
　
寛
政
七
年
卯
四
月

　
　
野
尻
吉
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
曽
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
郎
兵
衛
へ

御
本
文
之
金
子
拾
両
私
奉
拝
借
、
右
御
方
様
へ
御
用
立
申
候
、
御
定
之
通
無
相
違
元
利
共
急

度
可
奉
上
納
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
卯
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木〻
曽〻
や〻

　
　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拝
借
人
七
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
御
会
所

右
之
通
相
違
無
御
座
候
、
以
上
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月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
楽
屋

　
　
四
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門
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原
田
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藤
兵
衛

　
　
　
高
田
孫
七
様

　
　
　
岡
本
八
十
郎
様

　
　
　
酒
井
文
五
郎
様

　
　
　
借
用
申
金
子
之
事

　
合
七
両
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
文
字

（
金
脱
）也

右
者
此
度
御
番
入
入
用
ニ
付
、
書
面
之
通
、
御
下
金
会
所
ゟ
其
方
借
リ
請
用
立
給
、
慥
ニ
請

取
借
用
申
処
実
正
也
、
然
上
者
右
返
金
之
儀
者
、
当
年
利
足
斗
、
来
辰
年
ゟ
三
ケ
年
賦
ニ
相
定
、

利
足
之
儀
ハ
、金
壱
両
ニ
付
、壱
ヶ
月
銀
六
分
宛
之
積
を
以
、来
辰
十
月
金
弐
両
壱
ト
分
五
厘
、

巳
十
月
金
弐
両
壱
分
五
厘
、
午
十
月
金
弐
両
壱
分
五
厘
、
三
ケ
年
ニ
元
利
と
も
急
度
皆
済
可

申
候
、
其
節
少
茂
違
変
申
入
間
敷
候
、
為
後
日
証
文
仍
而
如
件

　
寛
政
七
年
卯
四
月
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岸
長
兵
衛
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八
郎
兵
衛
江

御
本
文
之
金
子
七
両
私
奉
拝
借
、
右
御
方
様
へ
御
用
立
申
候
、
御
定
之
通
、
無
相
違
元
利
共

急
度
可
奉
上
納
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
藤
井
屋

　
　
卯
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拝
借
人

　
八
郎
兵
衛

　
御
下
金

　
　
御
会
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
町

右
之
通
相
違
無
御
座
候
、
以
上
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月
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兵
衛

　
　
　
　
　
借
用
申
金
子
之
事

「（
貼
紙
）

高
拾
二
両
之
内
」

一
、
金合〻 

七
両
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
文
字
金
也

右
者
此
度
不
幸
入
用
ニ
付
、
書
面
之
通
御
下
金
会
所
ゟ
其
方
借
り
請
用
立
給
、
慥
ニ
請
取
借

用
申
処
実
正
也
、
然
ル
上
者
返
金
之
儀
者
三
ヶ
年
賦
ニ
相
定
、
利
足
之
儀
ハ
金
壱
両
ニ
付
壱
ヶ

月
ニ
銀
六
分
宛
之
積
を
以
、
当
卯
十
月
金
壱
両
ト
利
足
、
来
辰
弐
月
金
壱
両
ト
利
足
、
同
五

月
金
弐
両
ト
利
足
、
巳
二
月
金
壱壱〻 

両
ト
利
足
、
同
五
月
金
弐
両
ト
利
足
、
右
割
合
之
通
元
利

共
急
度
皆
済
可
申
候
、
其
節
少
茂
違
変
申
入
間
敷
候
、
為
後
日
証
文
仍
而
如
件

　
　
寛
政
七
年
卯
四
月

　
　
　
　
　
水
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甚
左
衛
門
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藤
兵
衛

御
本
文
之
金
子
七
両
私
奉
拝
借
、
右
御
方
様
ヘ
御
用
立
申
候
、
御
定
之
通
元〻 

利〻 

無
相
違
元
利

共
急
度
可
奉
上
納
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
原
田
屋

　
　
　
　
　
卯
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拝
借
人

　
藤
兵
衛

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所
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四
月
十
三
日
、
山
手
御
役
所
へ
御
呼
出
し
、
追
手
様
御
立
合
御
尋
之
趣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弁
助

一
、
当
春
残
金
千
六
百
両
之
済
方
ハ
当
十
月
御
切
米
高
ニ
て
引
取
候
哉
と
被
仰
聞
候

　
　
　
　
　
御
答

　
　
　
右
金
子
之
儀
ハ
、
去
十
月
御
切
米
後
ゟ
別
段
ニ
出
来
仕
候
御
残
金
ニ
御
座
候
間
、
御

意
之
通
当
十
月
御
高
ニ
て
引
取
候
趣
御
対
談
申
上
候
、
乍
併
右
之
内
無
拠
臨
時
御
入

用
等
御
座
候
而
、
多
分
ニ
御
残
金
出
来
仕
候
御
方
様
者
、
弐
年
三
年
ニ
受
取
可
申
御

対
談
仕
候
御
方
様
も
御
座
候
旨〻
申〻
上〻
候〻
、
尤
未
御
対対〻
談
相
済
不
申
候
御
方
様
も
御
座

候
旨
申
上
候

一
、
当
春
之
残
金
を
去
寅
年
迄
之
残
金
江
繕
ひ
込
候
而
者
札
旦
那
暮
し
方
之
差
支
ニ
相
成
可
申

哉
と
被
仰
聞
候

　
　
　
　
　
御
答

　
　
　
右
者
格
別
札
旦
那
様
方
之
御
差
支
ニ
ハ
相
成
間
敷
奉
存
候
へ
共
、
右
躰
ニ
去
十
月
迄

之
御
残
金
■江〻
繕
ひ
込
候
而
ハ
、
私
共
一
同
難
義
仕
候
旨
申
上
候

一
、
右
残
金
繕
ひ
込
候
儀
、
尤
其
方
共
も
迷
惑
ニ
も
可
有
之
候
へ
共
、
先
ツ
札
旦
那
暮
し
方

差
支
ニ
相
成
候
而
ハ
、
相
済
不
申
候
、
既
先
達
而
も
札
旦
那
済
方
多
分
ニ
て
、
暮
し
方
差

支
ニ
も
可
相
成
旨
、
其
方
共
ゟ
窺
候
事
も
有
之
候
、
右
残
金
繕
ひ
込
候
而
ハ
、
済
方
多
分

ニ
相
成
、
右
躰
暮
方
差
支
ニ
可
相
成
哉
之
旨
尋
候
事
ニ
候
と
被
仰
聞
候

　
　
　
　
　
御
答

　
　
　
去
寅
十
月
迄
之
御
残
金
、
少
分
之
御
方
様
ハ
繕
ひ
込
候
而
も
元
金
ハ
百
表
三
両
済
ニ

御
座
候
ヘ
ハ
、
利
足
丈
ケ
御
済
方
少
々
多
く
罷
成
候
■義

ニ〻
御
座
候
間
、
御
差
支
ニ
相
成

候
程
之
儀
ニ
て
ハ
無
御
座
候
、
去
冬
迄
之
御
残
金
、
多
分
御
座
候
御〻
座〻
候〻
御
方
様
者
、

其
御
残
金
へ
当
春
之
御
残
金
繕
ひ
込
候
而
ハ
、
弥
々
金
高
相
嵩
、
御
■済〻
方
多
分
ニ
罷

成
申
候
間
、
御
暮
し
方
御
差
支
ニ
相
成
候
御
方
様
も
可
有
御
座
与
奉
存
候
と
申
上
候

　
其
所
を
尋
候
事
ニ
候
、
夫
■ニ

而〻
■〻 

分
り
候
と
被
仰
候

一
、
向
高
見
越
用
立
候
節
も
無
之
候
而
者
相

不
相
成
事
ニ
候
、右
者

〻
成〻
候〻
、
右〻
ハ〻
如
何
心
得
候
や
と
被
仰
候

　
　
　
　
　
御
答

　
　
十
月
ゟ
二
月
迄
ハ
月
数
も
多
く
、
御
越
年
御
入
用
も
御
座
候
間
、
少
々
者
見
越
御
用
立

不
申
候
而
者
御
差
支
ニ
相
成
候
御
方
様
も
可
有
御
座
与
心
得
罷
有
候
旨
、
奉〻  

申
上
候

　
右
様
可
有
之
事
ニ
候
、
畢畢

竟〻 

竟〻 

右
躰
ニ
見
越
用
立
候
ニ
付
、
既
ニ
当
春
も
別
段
ニ
残
金
出
来

致
候
与
被
仰
候

一
、
当
五
月
高
見
越
用
立
候
義
ハ
、
一
同
相
断
候
哉
、
尤
月
数
も
少
く
候
故
、
見
越
金
用
立

不
申
候
共
、
差
支
之
儀
も
有
之
間
敷
候
へ
共
、
先
達
而
臨
時
入
用
之
窺
書
ニ
も
三
・
五
両
之

入
用
も
相
見
へ
候
、
右
ハ
■〻 

臨
時
入
用
と
申
立
、
年
賦
ニ
借
り
受
候
程
之
事
ニ
も
無
之
候

間
、
右
見
越
之
儀
相
尋
候
と
被
仰
聞
候

　
　
　
　
　
御
答

　
　
御
意
之
通
、
当
五
月
高
見
越
御
用
立
候
義
ハ
御
一
同
御
断
奉
申
上
候
、
尤
急
御
病
気
御

入
用
等
之
儀
ハ
、
少
々
者
見
越
御
用
立
候
御
方
様
も
御
座
候
旨
申
上
候

　
夫
ニ
て
分
り
候
与
被
仰
候

　
　
　
　
　
覚

一
、
此
度
御
仲
間
様
方
之
内
、
御
臨
時
御
入
用
御
座
候
ニ
付
、
金〻 

拾〻 

弐〻 

両〻 

五
ケ
年
賦
ニ金

子御
用

立
可
申
旨
、
被
仰
聞
候
得
共
、
先
達
而
御
臨
時
御
入
用
金
弐
拾
両
、
追
々
御
用
立
可
申
旨
、

御
請
仕
候
間
、
右
之
外
御
用
立
之
儀
者
、
御
請
難
仕
段
奉
申
上
候

一
、
右
之
金
子
出
来
不
申
候
ハ
ヽ
、
△

此
上
之
儀
者
、私
共
△

仲
間
■
ニ
而
、
御
壱銘

々
様

〻 

軒〻 

宛〻 

御
引掛

合請〻 

可〻 

仕
旨
、
被
仰
聞

候
得
共
、
御
銘
々
様
御
引掛

合〻 

請〻 

之
儀
者
、
御
請免

被
下
候
様

〻 

難〻 

仕〻 

段〻 

奉
申
上
候

右
之
趣
書
付
を
以
申
上
候
様
、
被
仰
付
候
ニ
付
、
如
此
御
座
候
、
以
上
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付
、
此
儀
ハ
仲
間
共
不
残
打
寄
不
申
候
而
ハ
、
否
難
申
上
旨
申
上
候

　
右
御
銘
々
引
請
之
儀
惣
仲
間
へ
懸
合
、
昨

（
明
カ
）後

日
迄
ニ
否
申
上
候
様
被
仰
聞
候

　
　
　
　
書
付
を
以
奉
申
上
候

一
、五
月
御
借
米
引
当
金
三
拾
両
積
り
を
以
、
御
両
所
様
御
目
当
金
三
拾
五
両
御
用
立
候
様

被
仰
聞
候
処
、
右
之
内
ニ
而
御
仕
法
通
り
御
年
賦
御
済
方
之
分
残
し
置
、
全
御
手
取
金
弐

拾
八
両
弐
朱
之
御
証
文
ニ
仕
候
義
、
御
一
同
右
之
振
合
ニ
御
座
候
間
、
難
御
請
仕
候
段
奉

申
上
候

一
、
岡
部
勝
之
助
様
御
屋
敷
替
御
引
越
ニ
付
、
諸
御
普
請
等
御
入
用
金
御
用
立
可
申
旨
被
仰

付
候
得
共
、
難
御
請
仕
段
奉
申
上
候

　
右
之
趣
書
付
を
以
申
上
候
様
被
仰
付
候
ニ
付
、
乍
恐
如
是
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
楽
屋

　
　
　
卯
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
原
田
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛

　
　
花
井
吉
蔵
様
御
内

　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
　
　
借
用
申
金
子
之
事

　
　
合
拾
両
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
文

（「
字
」脱
）

金
也

　
右
者
此
度
不

無
拠〻

幸〻
入
用
ニ
付
、
借
用
申
所
実
正
也
、
然
上
者
返
金
之
儀
者
、
当
卯
夏
御
借
米
後

借
替
金
之
内
ニ
而
、
右
金
子
元
利
共
引
取
可
被
申
候
、
為
後
日
証
文
仍
而
如
件

　
　
寛
政
七
歳
卯
四
月
十
二
日

　
嶋
田
猪
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
間
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
右
衛
門

　
　
　
借
用
申
金
子
之
事

　
　
合
七
両
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
文
字
金
也

　
右
者
此
度
不
幸
入
用
ニ
付
、
書
面
之
通
御
下
金
会
所
ゟ
其
方
借
り
受
用
立
給
慥
ニ
請
取
借

用
申
処
実
正
也
、
然
上
者
右
返
金
之
儀
者
、
三
ヶ
年
賦
ニ
相
定
、
利
足
之
儀
者
金
壱
両
ニ
付

壱
ヶ
月
銀
六
分
宛
之
積
り
を
以
、
当
卯
十
月
金
弐
両
壱
分
五
厘
、
来
辰
十
月
金
弐
両
壱
分

五
厘
、
巳
十
月
金
弐
両
壱
分
五
厘
、
三
ヶ
年
ニ
元
利
共
急
度
皆
済
可
申
候
、
其
節
少
茂
違

変
申
入
間
敷
候
、
為
後
証
文
仍
如
件

　
　
寛
政
七
年
卯
四
月

　
　
　
　
　
　
　
嶋
田
猪
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
間
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
右
衛
門
へ

御
本
文
之
金
子
七
両
、
私
奉
拝
借
右
御
方
様
へ
御
用
立
申
候
、
御
定
之
通
無
相
違
元
利
共
急

度
可
奉
上
納
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
間
屋

　
　
　
卯
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拝
借
人
平
右
衛
門

　
御
下
金

　
　
御
会
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
町

右
之
通
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緑
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛
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行
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
　
借
用
申
金
子
之
事

　
　
　
　
合
七
両
者

　
　
　
　
　
　
　
　
但
文
字
金
也

　
右
者
此
度
無
拠
要
用
ニ
付
、
書
面
之
通
御
下
金
会
所
ゟ
其
方
借
請
用
立
給
り
、
慥
ニ
請
取

借
用
申
処
実
正
也
、
然
上
者
、
右
返
金
之
儀
者
当
卯
十
月
金
弐
両
壱
分
五
厘
、
辰
十
月
金
弐

両
壱
分
五
厘
、
巳
十
月
金
弐
両
壱
分
五
厘
、
右
割
合
之
通
并
壱
割
弐
分
之
利
足
相
添
、
元
利

共
ニ
急
度
皆
済
可
申
候
、
其
節
少
茂
違
変
申
入
間
敷
候
、
為
後
日
証
文
仍
如
件

　
　
寛
政
七
年
卯
四
月

　
　
河
村
弥
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
黒
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
八
江

　
御
本
文
之
金
子
拾七〻
両
私
奉
拝
借
、
候右〻
御
方
様
江
御
用
立
申
候
、
御
定
之
通
無
相
違
元
利
共

急
度
可
奉
上
納
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拝
借
人

　
　
　
四卯
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
八

　
　
御
下
金

　
　
　
御
会
所

　
右
之
通
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
覚

一
、
金
拾
両

　
　
山
田
安
之
介
様

　（
印
「
合
」）

一
、
金
拾
両

　
　
永
井
幸
蔵
様

　
　（
印
「
合
」）

一
、
金
七
両

　
　
河
村
弥
兵
衛
様

　（
印
「
合
」）

　
　「

（
朱
書
）出

入
帳
合
」

　
右
御
方
様
江
御
用
立
申
候
金
子
、
御
年
賦
ニ
奉
拝
借
度
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
卯
四
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
楽
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
原
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛

　
　
御
下
金

　
　
　
御
会
所

　
　
　
四
月
十
一
日
、
高
田
孫
七
様
御
出
被
仰
聞
候
趣

一
、
御
仲
間
臨
時
御
入
用
手
当
金
之
儀
、
去
冬
山
手
於
御
役
所
御
懸
合
之
節
、
当
分
当
勘
持

ニ
て
御
用
達
シ
候
趣
故
、
右
手
当
金
廿
両
ニ
て
御
得
心
ニ
候
へ
共
、
当
年
ニ
至
り
候
而
も
、

銘
々
御
引
請
も
不
仕
候
ヘ
ハ
、
此
趣
ニ
て
ハ
中
々
御
三
人
様
御
取
賄
難
被
成
候
ニ
付
、
右

廿
両
之
外
ニ
金
拾
弐
両
、
五
ヶ
年
賦
ニ
御
用
立
候
様
被
仰
聞
候

　
　
　
　
右
答

一
、
右
廿
両
之
儀
ハ
、
全
御
臨
時
御
入
用
之
御
手
当
ニ
御
坐

（
座
）候

間
、
右
之
外
御
年
賦
ニ
金
子

御
用
立
候
儀義〻
御
免
被
下
様
申
上
候
処
、
左
候
ハ
ヽ
、
御
銘
々
引
請
相
勤
候
様
被
仰
聞
候
ニ
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以
上

　
　
卯
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
口
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
兵
衛

　
　
江
原
兵
左
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
　
　
　
借
用
申
金
子
之
事

　
　
高
弐
拾
両
之
内

　
　
　
　
合
拾
両
者

　
　
　
　
　
　
但
文
字
金
也

　
右
者
此
度
無
拠
要
用
ニ
付
、
書
面
之
通
御
下
金
会
所
ゟ
其
方
借
り
受
、
用
立
給
、
慥
ニ
請

取
借
用
申
所
実
正
也
、相
残
り
拾
両
者
、当
六
月
借
り
受
用
立
可
給
■候〻 

、都
合
廿
両
致
借
用
、

右
返
金
之
儀
ハ
、
五五〻
ヶ
年
賦
ニ
相
定
、
利
足
之
儀
ハ
金
壱
両
ニ
付
、
壱
ヶ
月
銀
六
分
宛
之

積
を
以
、
当
卯
十
月
金
四
両
、
来
辰
二
月
壱
両
、
同
五
月
壱
両
、
同
十
月
弐
両
、
右
割
合

之
通
り
来来〻
辰
年
ゟ
未
年
迄
元
利
共
急
度
皆
済
可
申
候
、
其
節
少
も
違
変
申
入
間
敷
候
、
為

後
日
証
文
仍
如
件

　
　
寛
政
七
年
卯
四
月

　
　
　
　
山
田
安
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
原
田
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛
へ

　
御
本
文
之
通

金
子〻

り〻
拾〻
両〻
私
奉
拝
借
、
右
御
方
様
へ
御
用
立
申
候
、
御
定
之
通
り
無
相
違
元
利

共
ニ
急
度
可
奉
上
納
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
卯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緑
町

　
　
　
　
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拝
借
人
藤
兵
衛

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
　
御
会
所

　
右
之
通
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
借
用
申
金
子
之
事

　
　
　
合
拾
両
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
文
字
金
也

　
右
者
此
度
無
拠
要
用
ニ
付
、
書
面
之
通
御
下
金
会
所
ゟ
其
方
借
り
受
用
立
給
、
慥
ニ
受
取

借
用
申
所
実
正
也
、
然
上
ハ
右
返
金
之
儀
者
当
卯
十
月
者
利
足
計
、
来
辰
二
月
壱
両
壱
分
、

同
五
月
壱
両
壱
分
、
同
十
月
弐
両
弐
分
、
巳
年
も
右
割
合
之
通
り
并
壱
割
弐
分
之
利
足
相

添
、
元
り
共
急
度
皆
済
可
申
候
、
其
節
少
も
違
変
申
入
間
敷
候
、
為
後
日
証
文
仍
如
件

　
　
　
寛
政
七
年
卯
四
月

　
　
　
永
井
幸
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
戸
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
七
へ

　
御
本
文
之
金
子
拾
両
私
奉
拝
借
、
右
御
方
様
江
御
用
立
申
候
、
御
定
之
通
無
相
違
元
り
共

急
度
可
奉
上
納
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
卯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魚
町

　
　
　
　
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拝
借
人
元
七

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

　
右
之
通
相
違
無
御
座
候
、
以
上
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御
立
会
ニ
而
被
仰
附
候
趣
左
之
通

其
方
共
銘
々
札
旦
那
当
用
証
文
ニ
而
、
当
五
月
可
請
取
年
賦
金
引
落
置
用
立
候
哉
と
御
尋
御

座
候

　
右
御
答
、
乍
恐
左
様
ニ
而
者
無
御
座
候
、
凡
金
三
拾
両
積
り
目
当
テ
ニ
仕
、
五
拾
俵
之
御

方
様
者
御
向
高
金
拾
五
両
ニ
仕
、
御
年
賦
金
御
座
候
御
方
様
者
、
右
之
内
凡
金
弐
両
位
イ

程
ツ
ヽ
内
端
ニ
仕
、
金
拾
三
両
御
証
文
ニ
而
御
用
立
申
候
、
右
御
年
賦
元
利
五
月
ニ
至
り

頂
戴
仕
、
御
残
金
出
来
不
仕
候
様
御
相
談
を
以
御
証
文
奉
請
取
候
、
御
証
文
金
丈
ケ
者
全

ク
御
手
入
金
ニ
罷
成
申
候
、
尤
御
年
賦
金
高
下
ニ
よ
り
拾
三
両
、
或
者
拾
弐
両
位
イ
迄
者

御
証
文
奉
請
取
候
段
申
上
ル

御
意

　
左
様
可
有
之
儀
ニ
候
、
夫
ニ
而
相
分
り
候
と
被
仰
聞
候

御
意

　
夫
者
対
談
之
上
之
儀
ニ
可
有
之
事
と
御
意
御
座
候

　
御
答
、
御
意
之
通
ニ
御
座
候
、
御
相
談
相
済
不
申
候
得
者
御
証
文
頂
戴
仕
候
事儀〻
茂
相
成
不
申

候
由
申
上
ル

御
意

　
臨
時
金
之
儀
茂
先
達
而
御
改
正
之
節
被
仰
渡
候
通
会
所
ニ
金
子
有
之
候
迚
、
容
易
貸

渡
候
筋
茂
無
之
候
、又
札
旦
那
よ
り
申
来
候
節
、権
威
ニ
ま
か
せ
相
断
候
儀
茂
有
之
間
敷
候
、

夫
ハ
札
旦
那
訳
合
ニ
茂
よ
り
、
ま
た
其
方
共
了
簡
茂
有
之
へ
く
儀
と
被
仰
聞
候

　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候

一
、
小
野
藤
右
衛
門
様
御
儀
、
去
寅
六
月
ゟ
大
津
屋
久
米
右
衛
門
御
蔵
宿
相
勤
罷
在
候
所
、

去
寅
十
一
月
御
相
対
を
以
、
十
月
奉
請
取
候
御
切
米
高
三
分
壱
御
屋
鋪
江
差
上
、
御
蔵
宿

相
離
、
其
節
差
引
御
残
金
拾
八
両
程
御
座
候
、
右
御
済
方
之
儀
者
、
当
卯
年
ゟ
壱
ヶ
年
ニ

金
壱
両
ツ
ヽ
之
御
年
賦
御
定
ニ
御
座
候
所
、
此
度
又
候
御
同
所
様
御
蔵
宿
御
引
受
仕
候
様

被
　
仰
付
奉
畏
候
、
左
ニ
候
得
者
、
右
御
年
賦
金
之
儀
、
此
度
被

　
仰
出
候
御
仕
法
之
通

御
請
取
可
申
儀
与
奉
存
候
、此
間
御
窺
奉
申
上
候
所
、双
方
不
掛
合
熟
談
相
済
不
申
候
ハ
ヽ
、

其
意
妹

（
マ
マ
）可

申
出
旨
被

　
仰
渡
、
依
之
右
同
所
様
御
相
談
奉
申
上
候
所
、
御
熟
談
出
来
兼
候

間
、
右
御
掛
合
之
始
末
左
ニ
奉
申
上
候

一
、
久
米
右
衛
門
儀
、
右
御
方
様
御
蔵
宿
年
来
相
勤
候
御
儀
ニ
も
無
御
座
、
漸
々
去
寅
六
月

中
ゟ
相
勤
、
御
残
金
拾
八
両
余
出
来
難
儀
至
極
仕
候
得
共
、
御
小
高
之
御
儀
、
此
度
御
仕

法
之
通
年
賦
元
利
頂
戴
仕
候
而
者
、
御
暮
し
方
御
差
支
ニ
も
相
成
可
申
奉
存
候
ニ
付
、
百

俵
三
両
済
半
減
ニ
仕
、利
足
之
儀
者
、金
壱
両
ニ
付
六
分
之
積
り
を
以
利
足
付
出
し
ニ
仕
置
、

右
御
年
賦
金
之
内
江
壱
ヶ
年
金
弐
両
奉
請
取
、
百
表
壱
両
弐
分
之
割
合
を

ニ
而〻

以〻
取
済
を
斗
、

相
残
り
候
金
子
利
足
之
内
江
奉
請
取
、
尤
利
足
付
出
し
ニ
仕
候
ハ
者
、
自
然
与
御
残
金
相
減
、

格
別
御
差
支
之
儀
も
御
座
有
間
間

（
衍
）敷

奉
存
候
ニ
付
、
昨
日
右
之
趣
ニ
而
種
々
御
掛
合
仕
候

得
共
御
聞
済
無
御
座
、
去
寅
冬
御
蔵
宿
御
相
対
離
之
節
、
取
極
之
通
金
壱
両
な
ら
て
ハ
御

渡
被
下
間
敷
旨
被
仰
聞
、
御
熟
談
出
来
不
仕
候
ニ
付
、
乍
恐
此
段
御
窺
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
原
田
屋

　
　
寛
政
七
年
卯
四
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
楽
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
御
下
金

　
　
　
御
会
所

　
　
　
覚

一
、
当
月
三
日
、
金
子
差
上
候
様
被
仰
付
候
所
、
当
春
御
借
米
後
、
御
用
達
御
証
文
金
之
内
、

も
は
や
金
拾
五
両
弐
分
余
奉
差
上
候
へ
と
も
、
今
以
御
証
文
被不

被
下
候

〻
下〻
候〻
様〻
ニ
付
、
御
証
文
被

下
候
様
奉
申
上
候
所
、
御
証
文
相
済
不
申
候
内
ハ
、
御
雑
用
・
御
飯
米
た
り
と
も
御
用
立

之
義
不
相
成
候
哉
之
旨
、
被
仰
聞
奉
恐
入
候
へ
共
、
何
卒
御
証
文
被
下
候
上
ニ
て
被
仰
付

候
様
奉
申
上
候
所
、
右
之
趣
書
付
を
以
奉
申
上
候
様
被
仰
付
候
ニ
付
、
乍
恐
如
此
御
座
候
、
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江
原
兵
左
衛
門
様

　
　
加

（
合
点
）藤

万
兵
衛
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
口
屋

　
　
石

（
合
点
）丸

杏
庵
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
兵
衛

　
　
服

（
合
点
）部

久
蔵
様

　
　
庵

（
合
点
）原

市
左
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
筒
屋

　
　
同

（
合
点
）　

伴
五
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
兵
衛

　
　
磯

（
合
点
）部

釜
五
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
屋

　
　
同

〇

　
元
右
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
介

〈
　
川

（
合
点
）邊

小
三
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
楽
屋

　
　
本

（
合
点
）多

作
四
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
長

（
合
点
）田

喜
十
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
筒
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
右
衛
門

　
　
伴

（
合
点
）　

市
十
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹高〻
原
田
屋

　
　
斎
田
八
十
七
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
右
衛
門

　
　
朝

（
合
点
）比

奈
左
伝
次
様

　
　
松

（
合
点
）下

源
三
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
文
字
屋

　
　
間

（
合
点
）宮

宗
七
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
兵
衛

　
　
斎

（
合
点
）田

満
蔵
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
屋

○
　
佐

（
合
点
）々

井
兵
次
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弁
助

右
御
方
様
御
相
談
相
済
不
申
未
御
証
文
不
奉
請
取
候
ニ
付
、
乍
恐
如
斯
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
卯
四
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

御
下
金

　
御
会
所

　
　
　
　
　
　
　
覚

一
、
佐
々
井
兵
次
郎
様
御
証
文
只
今
奉
請
取
候

一
、
磯
部
釜
五
郎
様
・
磯
部
元
右
衛
門
様
只
今
御
対
談
相
済
申
候
、
御
証
文
者
今
日
中
ニ
御

渡
し
被
下
候
様
被
仰
聞
候

　
右
之
趣
乍
恐
御
披
露
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
卯
四
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
蔵
札
差
月
番

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
　
　
御
会
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弁〻
助〻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸〻
介〻

一
、
卯
四
月
三
日
御
呼
出
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
御

山
手

役
所
江
両
人
罷
出
候
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御
儀
ニ
御
座
候
や
、
乍
恐
書
付
を
以
御
窺
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
寛
政
七
年
卯
四
月
朔
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緑
町

　
　
御
下
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛

　
　
　
御
会
所

　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候

一
、
不
時
臨
時
御
入
用
之
儀
、
何
々
を
不
時
臨
時
入
用
ニ
相
立
候
哉
之
旨
御
尋
被
下
候
所
、

風
破
・
御
類
焼
・
御
不
幸幸〻
者
勿
論
之
御
儀
、
其
余
之
儀
者
其
時
ニ
臨
御
要
用
之
儀
者
御
相
談

申
上
度
奉
存
候
、
此
節
何
々
与
相
定
候
儀
者
難
申
上
奉
存
候
、
右
之
趣
書
付
を
以
申
上
候

様
被
仰
聞
候
ニ
付
、
乍
恐
如
斯
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
原
田
屋

　
　
　
寛
政
七
年
卯
四
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
楽
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
　
近
藤
十
治
郎
様
御
内

　
　
　
　
　
　
御
用
人
中
様

　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
御
窺
奉
申
上
候

一
、
河
村
弥
兵
衛
様
御
義
、
此
度
真
方
五
平
次
様
御
引
取
被
遊
候
ニ
付
、
右
御
入
用
金
拾
両

御
会
所
ゟ
御
蔵
宿
大
黒
屋
権
八
奉
拝
借
、
御
用
立
候
様
被
仰
付
候
、
御
返
納
之
義
も
御
年

賦
ニ
上
納
仕
度
奉
存
候
、
右
之
通
御
会
所
金
御
貸
附
被
成
下
置
候
義
、
可
相
成
御
義
ニ
御

座
候
や
、
乍
恐
書
付
を
以
御
窺
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
原
田
屋

　
　
卯〻
寛
政
七
年
卯
四
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
楽
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
右
衛
門

　
　
御
下
金

　
　
　
御
会
所

「（
全
体
抹
消
）

四
月
三
日
、
南
條
彦
六
様
御
出
、
庄
兵
衛
御
掛
合
書
付
差
上
申
候
下
書

　
　
　
　
覚

一
、
此
度
御
両
人
様
御
疱
瘡
被
遊
候
ニ
付
、
臨
時
御
入
用
金
三
両
御
会
所
ゟ
拝
借
仕
御
用
立

可
申
旨
被
仰
付
候
処
、
右
之
類
御
窺
差
上
置
申
候
、
末

（
未
）御

下
知
無
御
座
候
間
、
難
御
請
奉

存
候
、
右
之
趣
書
付
を
以
申
上
候
様
被
仰
付
候
ニ
付
、
乍
恐
如
斯
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
所

　
　
　
卯
四
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
兵
衛

　
　
南
條
彦
六
様
御
内

　
　
　
御
用
人
中
様	

」

　
　
　
　
　
覚

　
　
山
本
仙
庵
様

　
　
清
野
権
左
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
屋

　
　
加

（
合
点
）藤

冨
十
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
兵
衛

　
　
鳥

（
合
点
）居

文
五
郎
様

　
　
佐

（
合
点
）藤

米
蔵
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
松
屋

　
　
大

（
合
点
）嶋

左
太
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
八
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右
ハ
、
御
葺
替
御
入
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
屋

　
近
藤
十
次
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
平
次

一
（
合
点
）、

金
五
両

　
右
ハ
、
御
葺
替
・
御
疱
瘡
御
入
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
屋

　
湯
川
弥
惣
次
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
米
右
衛
門

一
（
合
点
）、

金
五
両

　
右
ハ
、
御
修
覆
御
入
用

右
御
方
様
方
、
書
面
之
通
臨
時
御
入
用
金
之
由
、
此
度
御
会
所
ゟ
御
蔵
宿
ど
も
奉
拝
借
御
用

立
候
様
被
仰
付
候
、
右
之
通
御
会
所
金
御
貸
附
被
成
下
申候

義〻
義〻
、
可
相
成
御
儀
ニ
御
座
候
や
、

乍
恐
書
付
を
以
御
窺
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
文
字
屋

　
　
寛
政
七
年
卯
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弁
助

　
　
御
下
金

　
　
御
会
所

　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
御
窺
奉
申
上
候

一
、
小
野
藤
右
衛
門
様
御
蔵
宿
大
津
屋
久
米
右
衛
門
相
勤
罷
有
候
所
、
去
寅
十
一
月
御
逢
対

を
以
、
十
月
奉
受
取
候
御
切
米
高
三
分
壱壱〻
御
屋
敷
江
差
上
、
御
蔵
宿
相
離
、
其
節
差
引
御

残
金
拾
八
両
程
御
座
候
、
右
御
済
方
之
儀
、
当
卯
年
ゟ
壱
ヶ
年
ニ
金
壱
両
ツ
ヽ
之
御
年
賦

御
定
ニ
御
座
候
、
然
処
此
度
右
久
米
右
衛
門
儀
被
仰
付
候
通
り
又
候
右
御
方
様
御
蔵
宿
御

引
請
仕
候
、
然
上
ハ
右
御
年
賦
金
之
分
、
此
度
被
仰
出
候
御
仕
法
通
御
受
取
可
申
儀
与
奉

存
候
、
此
段
乍
恐
書
付
を
以
御
窺
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
文
字
屋

　
　
　
寛
政
七
年
卯
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弁
助

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

右
窺
書
差
上
候
処
、右
者
去
冬
一
旦
相
離
、此
度
別
段
ニ
申
付
候
事
故
、札
旦
那
方
へ
掛
合
、

尚
又
札
差
之
了
簡
も
可
有
之
、
熟
談
相
済
不
申
候
ハ
ヽ
、
其
■意〻
味
を
以
相
窺
候
様
可
致
旨

被
仰
渡
、
右
窺
書
下
ル

　
三
月
廿
六
日
差
上
候
窺
書
・
御
下
知
書
扣

去
々
丑
年
御
番
入
被
仰
付
、
新
規
御
切
米
弐
百
表
其
節
ゟ
父
子
ニ
而
一
緒
ニ
暮
候
処
、
此
度

去
寅
十
月
迄
之
残
金
高
百
表
三
両
済
之
分
新
規
御
切
米
高
を
除
キ
請
取
候
様
、
尤
相
分
り
不

申
候
ハ
ヽ
窺
候
様
、
右
者
自
定
難
致
旨
伺

是
ハ
此
度
父
子
高
引
分
、
去
寅
十
月
迄
之
残
金
父
高
ニ
て
百
表
三
両
済
之
済
方
致
度
由
、
相

対
熟
談
之
上
ハ
勝
手
次
第
仕
法
ニ
拘
り
候
筋
無
之
候

　
　
右
三
月
丗
日
御
下
知
有
之

　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
御
窺
奉
申
上
候

一
、
真
方
五
平
次
様
御
儀
、
此
度
河
村
弥
兵
衛
様
御
方
江
御
引
越
被
遊
候
ニ
付
、
右
御
入
用

金
拾
両
御
会
所
ゟ
御
蔵
宿
井
筒
屋
忠
右
衛
門
奉
拝
借
御
用
立
候
様
被
仰
付
候
、
御
返
納
之

儀
者
御
年
賦
ニ
上
納
仕
度
奉
存
候
、
右
之
通
御
会
所
金
御
貸
附
被
成
下
置
候
儀
、
可
相
成
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一
（
合
点
）、

金
拾
五
両

　
右
者
、
妹
御
様
江
戸
表
御
親
類
様
江
、
当
春
御
養
女
ニ
被
遊
候
御
入
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
曾
屋

　
山
崎
弥
七
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
郎
兵
衛

一
（
合
点
）、

金
三
両

　
右
、
御
土
蔵
屋
根
葺
替
御
入
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
屋

　
三
宅
惣
左
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
蔵

一
（
合
点
）、

金
五
両

　
右
者
、
御
葺
替
御
畳
替
御
入
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
屋

　
冨
田
仁
左
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
米
右
衛
門

一
、
金
弐
拾
両

　
右
ハ
、
去
冬
御
上
臈
様
御
婚
礼
御
入
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
屋

　
根
岸
長
兵
衛
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
兵
衛

一
（
合
点
）、

金
拾
両

　
右
ハ
、
御
番
入
御
入
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
口
屋

　
江
原
兵
左
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
兵
衛

一
、
金
三
拾
両

　
右
ハ
、
騎
射
御
稽
古
ニ
付
江
戸
表
御
参
府
御
入
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
原
田
屋

　
山
口
安
之
助
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛

一
（
合
点
）、

金
廿
五
両

　
右
者
、
御
舎
弟
様
江
戸
表
ニ
て
御
縁
「
談
」（
談
）
御
入
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
口
屋

　
間
宮
十
左
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
兵
衛

一
、
金
三
拾
両

　
右
ハ
、
去
寅
春
御
上
臈
様
御
婚
礼
御
入
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
原
田
屋

　
水
野
甚
左
衛
門
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛

一
、
金
拾
両

右
ハ
、
当
二
月
御
不
幸
御
座
候
ニ
付
、
御
当
用
金
之
内
を
以
御
葬
送
被
遊
候
ニ
付
、
右
御

不
幸
御
入
用
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
曾
屋

　
佐
々
木
四
郎
兵
衛
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
郎
兵
衛

一
、
金
拾
両

　
右
ハ
、
差
掛
り
候
御
破
損
御
入
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
ゝ
屋

　
柳
原
留
蔵
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
右
衛
門

一
、
金
廿
五
両

　
右
ハ
、
御
家
作
御
入
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
布
屋

　
大
竹
九
八
郎
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
友
右
衛
門

一
（
合
点
）、

金
三
両
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同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弁
助

　
　
芳
賀
藤
兵
衛
様

　
　
郡
司
善
蔵
様

　
右
書
付
福
岡
彦
太
夫
様
へ
、
二
文
字
屋
幸
兵
衛
代
藤
右
衛
門
持
参

　
　
当
月
廿
日
御
窺
書
差
上
候
御
下
知
書
左
之
通

高
弐
百
俵
之
札
旦
那
済
方
多
分
ニ
付
、
去
寅
十
月
迄
之
残
金
六
拾
壱
両
程
之
方
江
、
壱
ヶ

年
四
拾
俵
程
ツ
ヽ
、
俵
向
ニ
致
し
、
御
改
正
年
賦
者
元
利
共
年
延
ニ
致
置
、
右
残
金
元

利
皆
済
之
上
、
御
改
正
年
賦
金
仕
法
通
請
取
候
ハ
ヽ
、
暮
方
差
支
ニ
も
相
成
間
敷
旨

　
右
者
残
金
相
済
候迄

歟上
、
年
賦
之
方
元
利
共
年
延
と
有
之
ハ
無
利
足
ニ
而
延
置
候
心
得
ニ
候

哉
、
又
者
利
足
書
登
せ
候
心
得
ニ
候
哉
、
難
分
ケ
候
、
無
利
足
ニ
致
候
筋
無
之
、
尤
書
登

せ
候
筋
も
無
之
事
ニ
候
、
依
之

　
壱
ヶ
年
ニ

　
　
米
四
拾
三
俵

　
　
壱
石
相
場
と
見
て

　
　
残
金
六
拾
壱
両
之
済
方
、
元
利
江
受
取
、
相
残
り
候
分
者
百
四
拾
七
両
之
利
足
、
当
卯

八
両
三
分
余
之
内
請
取
、
残
而
七
両
余
者
附
出
ニ
致
、
年
々
右
之
通
勘
定
相
立
、
凡
六

拾
壱
両
之
済
方
、
十
ヶ
年
ニ
可
相
済
、
左
候
ハ
ヽ
、
御
改
正
年
賦
之
利
足
右
年
限
之
内

残
金
凡
三
拾
八
両
余
ニ
可
相
成
、
右
之
四
拾
三
俵
を
以
、
年
々
百
四
拾
七
両
之
元
利
勘

定
候
ハ
ヽ
、
少
々
ツ
ヽ
残
候
分
附
出
ニ
致
置
候
、
利
足
之
内
江
請
取
相
済
候
ハ
ゝ
、
御

改
正
年
賦
金
勘
定
を
以
元
利
引
取
可
申
事

　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
御
窺
奉
申
上
候

一
、
森
川
新
兵
衛
様
御
儀
、
若
殿
様
御
稽
古
御
物
入
御
家
作
御
入
用
并
御
取取
続
御
不
足
ゟ

ニ
付〻

、

臨
時
御
入
用
都
合
拾拾

両〻
五〻
両〻
、
三
ヶ
年
賦
ニ
成
と
も
、
五
ヶ
年
賦
ニ
成
と
も
御
会
所
ゟ御

蔵
宿藤

兵

衛
奉
拝
借
、
御
用
立
候
様
被
仰
付
候
、
右
之
通
御
会
所
金
御
貸
附
被
成
下
置
候
義
可
相
成

御
儀
ニ
御
座
候
や
、
乍
恐
書
付
を
以
御
窺
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
文
字
屋

　
　
寛
政
七
年
卯
三
月
廿
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弁
助

　
　
御
下
金

　
　
御
会
所

右
窺
書
御
受
取
被
下
、
追
而
御
沙
汰
可
被
下
旨
被
仰
渡
候
、
柳
町
御
会
所
ニ
て

　
　
　
三
月
廿
八
日

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
御
披
露
奉
申
上
候

一
、
小
野
藤
右
衛
門
様
御
蔵
宿
、
此
度
被
仰
付
候
通
私
御
引
請
仕
候
、
依
之
乍
恐
書
付
を
以

御
披
露
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
屋

　
　
寛
政
七
年
卯
三
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
米
右
衛
門

　
　
御
下
金

　
　
　
御
会
所

　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
御
窺
奉
申
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
戸
屋

　
永
井
幸
蔵
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
七
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御
下
金

　
　
御
会
所

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
御
窺
奉
申
上
候

一
、「（

貼
紙
に
て
抹
消
）

市
川
屋
弁
助
」
田
中
新
左
衛
門
様
御
儀
、
去
寅
正
月
ゟ
御
不
快
ニ
付
、
種
々
御
薬
用
被

遊
候
へ
共
、
今
以
得
与
御
全
快
不
被
遊
候
ニ
付
、
医
者
方
へ
も
御
相
談
被
遊
候
所
、
熱
海

江
御
湯
治
被
遊
可
然
よ
し
申
候
ニ
付
、
臨
時
御
入
用
金
拾
五
両
御
会
所
ゟ
私〻
御
蔵
宿
弁
助

奉
拝
借
、
御
用
立
候
儀
、
可
相
成
哉
御
窺
申
上
候
処
、
被
仰
付
候
ニ
付
、
乍
恐
御
窺
奉
申

上
候

一
、
去
々
丑
年
、
若
殿
様
新
規
御
召
出
御
番
入
被
為
蒙

　
仰
、
其
節
ゟ
御
親
子
様
御
高
御
一

所
ニ
被
成
御
暮
し
被
遊
候
御
方
様
、
此
度
被
仰
聞
候
ハ
、
去
寅
十
月
迄
之
御
残
金
御
高
百

表
（
マ
マ
、以
下
同
）

三〻
両〻
三
両
済
之
分
、
若
殿
様
御
高
を
除
キ
受
取
呉
候
様
被
仰
聞
候
、
尤
私
共
ニ
て
相
分

り
不
申
候
ハ
ヽ
、御
窺
奉
申
上
候
様
被
仰
聞
候
、右
ハ
任
御
意
、御
高
百
表
三
両
済
之
元
金
、

若
殿
様
御
高
を
除
キ
奉
受
取
候
而
も
可
然
哉
ニ
奉
存
候
へ
と
も
、
自
定
難
仕
被
存
候
ニ
付
、

乍〻
恐〻
書〻
付〻
を〻
以〻
御
窺
奉

（「
申
」脱
カ
）

上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
寛
政
七
年
卯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
兵
衛

　
　
　
三
月
廿
五

六
日〻

日〻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竪
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弁
助

　
　
　
御
下
金

　
　
　
　
御
会
所

右
御
親
子
様
御
一
所
ニ
御
暮
し
被
成
候
窺
■

（「
書
」カ
）御

下
知
書
末
ニ
有

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候

一
、
御
高
五
百
俵
取
之
札
旦
那
、
去
寅
十
月
可
相
渡
候
御
切
米
御
代
替
り
ニ
付
、
去
寅
閏

十
一
月
御
証
文
到
来
、
御
家
督
米
相
渡
り
申
候
、
其
節
御
勘
定
差
引
仕
候
而
、
御
残
金
凡

百
拾
九
両
余
罷
成
申
候
、
此
分
此
度
御
仕
法
通
り
、
十
月
残
金
同
様
百
俵
三
両
済
、
壱
割

弐
分
之
利
足
添
奉
請
取
可
然
奉
存
候
得
共
、
自
定
難
仕
候
ニ
付
、
此
段
乍
恐
御
窺
奉
申
上

候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
文
字
屋

　
寛
政
七
年
卯
三
月
廿
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弁
助

　
御
下
金

　
　
御
会
所

　
右
窺
之
通
た
る
へ
く
旨
被
仰
渡
候
、
柳
町
御
会
所
ニ
て

　
　
　
三
月
廿
八
日

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候

一
、
臨不

時時
御
入
用
之
儀
、
何
々
を
臨不

時時
入
用
ニ
立
候
哉
之
旨
御
尋
被
下
候
処
、
風
破
・
御
類
焼
・

御
不
幸
者
勿
論
之
御
儀
、
其
余
之
儀
者
其
時
ニ
臨
、
御
要
用
之
儀
者
御
相
談
申
上
度
奉
存
候
、

此
節
何
々
与
相
定
候
儀
者
難
申
上
奉
存
候
、
右
之
趣
書
付
を
以
申
上
候
様
被
仰
聞
候
ニ
付
、

乍
恐
如
斯
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
札
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
文
字
屋

　
　
寛
政
七
年
卯
三
月
廿
六
日
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　【
凡
例
】

　
史
料
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
原
本
の
体
裁
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
読
解
の
便
を
考
慮
し
て
、

以
下
の
よ
う
に
改
め
た
。

（
一
）
旧
字
・
俗
字
・
略
字
・
異
体
字
な
ど
の
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。

た
だ
し
、
固
有
名
詞
な
ど
、
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
原
本
の

ま
ま
と
し
た
。

（
二
）
変
体
仮
名
は
、原
則
と
し
て
現
行
の
平
仮
名
に
改
め
た
。
た
だ
し
、江
（
え
）、而
（
て
）、

与
（
と
）、
者
（
は
）、
茂
（
も
）、
ゟ
（
よ
り
）、
〆
（
し
め
）
な
ど
、
慣
用
的
に
使

用
さ
れ
、
出
現
頻
度
の
高
い
文
字
に
つ
い
て
は
、
原
本
の
ま
ま
と
し
、
小
活
字
を
用

い
て
示
し
た
。

（
三
）
欠
損
・
虫
損
等
に
よ
り
判
読
し
難
い
場
合
は
、文
字
数
が
推
定
で
き
る
場
合
は
□
□
□
、

文
字
数
が
不
明
な
場
合
は
［

　
　
］
で
示
し
、
傍
注
で
そ
の
旨
を
示
し
た
。

（
四
）
抹
消
・
訂
正
箇
所
に
つ
い
て
は
、
抹
消
の
み
の
場
合
は
左
側
に
〻
〻
〻
で
示
し
、
訂

正
が
あ
る
場
合
は
そ
の
内
容
を
右
側
に
記
し
た
。
ま
た
、
抹
消
箇
所
が
広
範
囲
に
わ

た
る
場
合
は
、
そ
の
文
言
に
「

　
」
を
付
し
、
右
肩
に
傍
注
で
（
抹
消
）
と
示
し
た
。

さ
ら
に
、
抹
消
箇
所
が
判
読
不
能
の
場
合
、
文
字
数
が
推
定
で
き
る
場
合
は
■
■
■

不
明
な
場
合
は

で
示
し
た
。

（
五
）
貼
紙
・
付
札
な
ど
は
、
そ
の
文
言
に
「

　
　
」
を
付
し
、
右
肩
に
傍
注
で
そ
の
旨
を

示
し
た
。

（
六
）
史
料
に
は
、
適
宜
読
点
（
、）
や
並
列
点
（
・
）
を
付
し
た
。

（
七
）
改
行
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
追
い
込
み
と
し
た
。

（
八
）
尊
敬
を
表
す
闕
字
は
、
原
則
と
し
て
残
し
、
一
字
あ
け
と
し
た
。
ま
た
、
平
出
や
文

字
の
脱
落
等
に
お
け
る
空
白
部
分
は
二
字
あ
け
と
し
、
そ
の
旨
を
（
平
出
）、（
空
白

マ
マ
）
等
と
注
記
し
た
。

「（
表
紙
）　

会
所
日
記

　
寛
政
七
年

　
　
卯
三
月
廿
一
日
ヨ
リ

　
　
　
　「
弐

（
朱
書
）」　

」

「（
表
紙
紙
背
）

�

右
者
私
札
旦
那
方
御
用
立
金
之
内
、
手
廻
り
兼
候
ニ
付
、
御
会
所
金
御
書
面
之
通
、
只
今
慥

ニ
奉
請
取
拝
借
仕
候
処
実
正
ニ
御
座
候
、
然
上
者
当
借
米
之
節
、
金
壱
両
ニ
付
壱
ヶ
月
銀
六

分
宛
之
利
足
を
以
元
利
共
御
返
納
可
仕
候
、
万
一
拝
借
人
相
滞
候
者
、
仲
間
共
一
同
割
合
御

弁
納
、
其
節
少
茂
相
違
仕
間
鋪
候
、
為
後
日
証
文
差
上
申
候
処
仍
而
如
件

　
　
寛
政
三
年
亥
二
月
廿
三
日	

」

　
　
　
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候

一
、
札
旦
那
方
御
用
立
方
之
儀
、
十
月
御
切
米
後
ゟ
翌
年
二
月
御
借
米
渡
り
迄
ハ
、
月
数
も

正多
く〻

月〻
御〻
座〻
候〻
ハ〻
ヽ〻
、
殊
ニ
節
季
御
入
用
旁
ニ
て
、
春
御
高
ニ
て
ハ
引
足
り
不
申
候
御
方
様

も
御
座
候
間
、
御
高
弐
百
俵
取
之
御
方
様
江
、
三
・
五
両
程
ツ
ヽ
春
御
高
を
見
越
御
用
立
可

然
哉
ニ
奉
存
候
、二
月
ゟ
五
月
迄
者
月
数
も
少
く
、御
物
入
も
無
御
座
時
節
ニ
御
座
候
ヘ
ハ
、

五
月
御
高
一
杯
御
用
立
候
而
可
然
奉
存
候
、
五
月
ゟ
十
月
迄
之
処
ハ
御
向
高
も
多
く
御
座

候
ヘ
ハ
、
前
書
二
月
高
を
見
越
御
用
立
候
分
、
五
月
御
借
米
後
ゟ
十
月
高
を
引
当
、
御
用

立
金
之
内
ニ
て
引
取
申
候
、
尤
是
迄
も
右
躰
之
御
用
立
出
候
御
方
様
も
御
座
候
ヘ
ハ
、
右

之
振
合
を
以
御
用
立
候
ハ
ヽ
、
御
手
繰
も
宜
可
有
御
座
と
被
存
候

右
ハ
先
達
而
御
窺
書
奉
差
上
候
節
可
奉
申
上
候
所
、
行
届
不
申
候
ニ
付
、
乍
恐
此〻
段〻
此

度
右
之
段
奉
申
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日
町

　
　
寛
政
七
年
卯
三
月
廿
四
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お
わ
り
に

　「
会
所
日
記
二
」
に
は
、
寛
政
七
年
三
月
二
一
日
頃
か
ら
五
月
二
日
頃
ま
で
の
記
録
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。
前
稿
で
も
指
摘
し
た
と
お
り
、
本
資
料
は
あ
ま
り
に
も
内
容
が
生
々
し
く
、

当
時
の
状
況
を
よ
く
伝
え
て
く
れ
る
。
今
回
の
内
容
で
多
い
の
は
、
親
子
で
同
居
し
て
い
る

武
士
で
、
子
ど
も
が
番
入
り
し
た
後
も
同
居
を
続
け
て
い
る
場
合
、
両
者
に
同
様
の
金
を
貸

し
付
け
て
よ
い
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
臨
時
・
不
時
の
入
用
で
あ
れ
ば
比
較
的
簡
単
に
金
を

借
り
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
だ
が
、
ど
こ
ま
で
が
臨
時
・
不
時
の
範
囲
な
の
か
、
と
い
っ
た

よ
う
に
、
会
所
仕
法
で
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
事
態
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
で
あ

る
。
勤
番
支
配
の
意
向
も
あ
っ
て
か
、
会
所
仕
法
は
あ
る
程
度
定
着
し
、
成
果
が
出
て
い
た

も
の
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
証
文
も
な
く
借
金
を
し
よ
う
と
し
た
り
、
森
川
の
よ
う
に
脅
し

を
か
け
て
く
る
な
ど
、
武
士
た
ち
の
要
求
は
相
変
わ
ら
ず
で
あ
り
、
立
場
上
彼
ら
の
要
求
を

無
下
に
で
き
な
い
札
差
た
ち
を
苦
し
め
て
い
た
。
惣
会
所
の
設
立
は
そ
う
し
た
札
差
た
ち
を

多
少
は
救
っ
た
も
の
の
、
根
本
的
な
解
決
に
は
至
ら
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。

註（
１
）
中
野
賢
治
・
海
老
沼
真
治
・
小
畑
茂
雄
・
小
林
可
奈
・
堀
内
亨
・
宮
澤
富
美
恵
「《
資
料
紹
介
》「
寛
政

六
年
十
一
月

　
惣
会
所
発
端
日
記
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵 

十
一
屋
野
口
家
資
料
の
う
ち
）」『
山
梨

県
立
博
物
館
研
究
紀
要 

第
一
二
集
』（
二
〇
一
八
年
三
月
）。
な
お
以
後
、
本
稿
で
は
こ
の
資
料
紹
介
を

前
稿
と
記
し
、
註
記
を
省
略
す
る
。
ま
た
、
本
稿
で
紹
介
す
る
「
寛
政
七
年
三
月

　
会
所
日
記
」
に

言
及
す
る
際
は
、
こ
れ
以
降
の
会
所
日
記
と
区
別
す
る
た
め
、「
会
所
日
記
二
」
と
表
記
す
る
。

（
２
）
前
稿
で
も
触
れ
た
が
、
こ
の
研
究
会
を
「
甲
府
町
方
研
究
会
」
と
呼
ん
で
い
る
。
二
〇
一
八
年
四
月

か
ら
二
〇
一
九
年
二
月
ま
で
の
活
動
状
況
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
回

　
二
〇
一
八
年
四
月
二
八
日
（
士
）
於
：
山
梨
県
立
博
物
館

　
　
　
　
　
対
象
資
料
・
輪
読
方
法
の
決
定
、
輪
読
（
中
野
）

第
二
回

　
二
〇
一
八
年
六
月
二
日
（
士
）
於
：
山
梨
県
立
博
物
館

　
　
　
　
　
輪
読
（
堀
内
、
金
子
、
宮
澤
、
小
畑
、
海
老
沼
、
山
本
、
小
林
）

第
三
回

　
二
〇
一
八
年
八
月
五
日
（
日
）
於
：
山
梨
県
立
博
物
館

　
　
　
　
　
輪
読
（
堀
内
、
金
子
、
宮
澤
、
小
畑
、
海
老
沼
、
中
野
、
山
本
、
小
林
）

第
四
回

　
二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
三
日
（
士
）
於
：
山
梨
県
立
博
物
館

　
　
　
　
　
輪
読
（
堀
内
、
金
子
、
宮
澤
、
小
畑
、
海
老
沼
、
中
野
、
山
本
、
小
林
）

第
五
回

　
二
〇
一
八
年
一
二
月
一
五
日
（
士
）
於
：
山
梨
県
立
博
物
館

　
　
　
　
　
輪
読
（
堀
内
、
金
子
、
宮
澤
、
小
畑
、
海
老
沼
、
中
野
、
山
本
、
小
林
、
亀
井
）

第
六
回

　
二
〇
一
九
年
一
月
一
九
日
（
士
）
於
：
山
梨
県
立
博
物
館

　
　
　
　
　
紀
要
掲
載
原
稿
の
確
認
、
原
本
校
正

第
七
回

　
二
〇
一
九
年
二
月
二
二
日
（
士
）
於
：
山
梨
県
立
博
物
館

　
　
　
　
　
紀
要
掲
載
原
稿
の
確
認
、
原
本
校
正

（�

山
梨
県
立
博
物
館
、
甲
府
市
教
育
委
員
会
、
山
梨
中
銀
金
融
資
料
館
、
山
梨
県
立
富
士
山

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
）
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織
と
し
て
も
、
惣
会
所
は
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
以
後
の
証
文
は
、
ま
ず
勤

番
士
が
札
差
に
対
し
て
借
金
を
申
し
込
み
、
同
額
を
借
用
す
る
旨
の
下
金
会
所
あ
て
の
札
差

の
奥
書
を
添
え
る
形
に
統
一
さ
れ
た
。
相
変
わ
ら
ず
身
分
の
差
に
苦
し
め
ら
れ
な
が
ら
も
、

札
差
た
ち
は
自
分
た
ち
の
経
営
を
守
る
べ
く
、
会
所
仕
法
の
順
守
に
つ
と
め
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。

（
二
）
森
川
新
兵
衛
一
件

　
今
回
紹
介
す
る「
会
所
日
記
」の
な
か
で
、研
究
会
の
参
加
者
に
強
い
印
象
を
残
し
た
の
が
、

森
川
新
兵
衛
が
引
き
起
こ
し
た
事
件
で
あ
る
。

　
三
月
二
七
日
、「
若
殿
様
御
稽
古
」
と
「
御
家
作
御
入
用
」
な
ど
を
理
由
に
、
森
川
新
兵
衛

は
一
五
両
の
借
金
を
申
し
込
み
、
札
差
の
月
番
二
文
字
屋
幸
兵
衛
と
市
川
屋
弁
助
が
こ
れ
を

下
金
会
所
に
取
り
次
い
だ
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
四
月
一
九
日

ま
で
に
、
森
川
は
惣
会
所
を
訪
れ
、
札
差
仲
間
の
両
人
を
屋
敷
へ
呼
び
出
そ
う
と
し
た
。
し

か
し
「
惣
仲
間
共
」
は
「
先
刻
之
御
威
光
」
を
恐
れ
、
屋
敷
に
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
通

告
し
た
の
で
あ
る
。
先
に
見
た
会
所
仕
法
で
も
、
勤
番
士
ら
の
屋
敷
へ
の
訪
問
は
し
な
い
と

定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
理
由
に
は
し
て
い
な
い
。
借
金
を
断
ら
れ
た
森
川

は
、
な
ぜ
断
っ
た
の
か
、
札
差
仲
間
二
三
人
全
員
に
問
い
た
だ
し
た
い
と
言
い
出
し
た
。
月

番
の
久
右
衛
門
が
、
そ
の
返
答
は
明
日
ま
で
待
っ
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
と
こ
ろ
、
森
川
は
帰

り
が
け
に
会
所
の
火
鉢
を
投
げ
た
た
め
、
畳
が
焦
げ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
札
差
た
ち
が
詰

め
て
い
る
部
屋
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
、
会
所
を
潰
す
の
で
残
ら
ず
立
ち
会
え
と
い
っ
た
た
め
、

そ
の
場
に
い
た
者
た
ち
が
全
員
森
川
の
前
に
出
た
と
こ
ろ
、「
種
々
御
悪
口
」
を
叫
ん
だ
の
だ

と
い
う
。
札
差
仲
間
ら
は
こ
の
事
態
に
対
し
、
た
だ
た
だ
許
し
を
乞
う
し
か
な
か
っ
た
。
四

月
二
〇
日
付
の
「
書
付
を
以
奉
申
上
候
」
か
ら
、
こ
の
件
に
つ
い
て
、
札
差
仲
間
が
酒
依
冨

五
郎
に
仲
介
を
頼
ん
だ
ら
し
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
四
月
二
一
日
に
は
、
森
川
か
ら
札
差
会
所
に
手
紙
が
届
き
、
今
日
中
に
札
差
仲
間
の
う
ち

四
人
を
屋
敷
へ
呼
び
出
そ
う
と
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
札
差
た
ち
は
「
一
昨
日
之
御
威
光
」

に
恐
れ
入
っ
た
た
め
、
屋
敷
へ
の
訪
問
は
勘
弁
し
て
ほ
し
い
、
と
返
答
し
て
い
る
。
す
る
と

即
日
森
川
か
ら
返
事
が
あ
っ
た
。
森
川
が
惣
会
所
を
訪
れ
た
際
、
札
差
仲
間
が
全
員
で
二
〇

日
の
八
つ
時
ま
で
に
屋
敷
に
罷
り
出
る
と
聞
い
た
と
し
て
、「
大
成
偽
之
義
」
と
批
判
し
、
札

差
仲
間
が
追
手
支
配
大
久
保
遠
江
守
に
願
書
を
提
出
し
た
件
で
面
談
を
し
た
い
と
い
う
。
こ

う
な
っ
た
ら
引
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
い
、
札
差
仲
間
も
挨
拶
に
来
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と

畳
み
か
け
、「
威
光
に
恐
れ
候
な
ど
と
は
、
余
り
に
押
付
け
が
ま
し
き
、
不
届
き
な
る
こ
と
」

と
厳
し
く
非
難
し
て
い
る
。
明
け
八
つ
時
に
来
る
と
い
っ
た
の
で
、挨
拶
に
来
る
の
だ
と
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
ん
な
こ
と
も
な
く
、
こ
ち
ら
か
ら
の
借
金
の
申
し
入
れ
を
法
外
な
申
し

分
と
し
て
、
そ
の
日
の
夜
に
願
書
を
提
出
し
た
の
だ
ろ
う
、
そ
の
願
書
の
内
容
通
り
に
進
ん

だ
と
し
て
も
、今
さ
ら
及
ば
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
う
え
は
ぜ
ひ
と
も
屋
敷
で
面
談
を
待
っ

て
い
る
。
も
し
来
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
見
当
た
り
次
第
に
話
を
す
る
の
で
、
早
々
に

挨
拶
に
来
い
。
威
光
に
恐
れ
た
、
と
は
あ
ま
り
馬
鹿
に
し
た
申
し
分
で
は
な
い
か
、
願
書
を

提
出
し
た
と
こ
ろ
で
こ
ち
ら
は
少
し
も
難
儀
し
な
い
。
返
事
を
待
っ
て
い
る
の
で
、
四
人
の

う
ち
か
ら
、
先
日
の
約
束
通
り
屋
敷
へ
来
い
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
札
差
仲
間
側
は
四
月
二
二
日
、
森
川
の
手
紙
の
写
し
を
添
え
て
、
下
金
会

所
に
あ
て
て
、
森
川
に
見
つ
か
れ
ば
何
を
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
た
め
、
郭
内
の
武
家
地
を

歩
く
こ
と
さ
え
で
き
な
い
と
し
、
通
行
の
安
全
を
保
障
し
て
く
れ
る
よ
う
願
い
出
て
い
る
。

今
回
翻
刻
し
た
範
囲
で
は
、
森
川
の
一
件
に
つ
い
て
の
記
述
は
こ
こ
ま
で
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
読
ん
で
い
て
背
筋
が
凍
る
よ
う
な
、
恐
ろ
し
い
文
言
が
並
ん
で
い
る
。

火
鉢
を
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
、
大
声
で
脅
さ
れ
た
う
え
で
、
町
を
歩
い
て
い
て
見
つ
け
ら
れ
た

ら
何
を
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
現
代
の
感
覚
で
い
え
ば
、
金
を
借
り
る
側
が
こ
れ
だ
け
居

丈
高
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
こ
と
自
体
極
め
て
異
様
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
理
不
尽
さ
も
、

当
時
の
時
代
状
況
を
如
実
に
反
映
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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前
戌
年
」、
す
な
わ
ち
寛
政
二
年
の
「
御
改
正
」
の
の
ち
、
江
戸
や
駿
府
に
転
勤
し
た
勤
番

士
へ
の
取
立
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
嘆
き
、「
御
威
光
を
以
」
て
そ
の
取
立
を
し
て
く

れ
る
よ
う
願
い
出
た
も
の
で
あ
る
。

　「
御
改
正
」
の
影
響
で
あ
ろ
う
か
、
先
の
願
書
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
、
一
一
月
下
旬
に
は

丸
屋
伝
十
郎
が
札
差
を
廃
業
す
る
願
書
を
提
出
し
た
。
す
る
と
伝
十
郎
の
代
理
と
し
て
丸
屋

八
郎
兵
衛
が
山
手
支
配
に
呼
び
出
さ
れ
、
吟
味
の
う
え
廃
業
を
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
際
、
勤

番
支
配
は
伝
十
郎
が
抱
え
て
い
た
「
札
旦
那
」、
す
な
わ
ち
得
意
先
の
勤
番
士
を
他
の
札
差

に
割
り
振
り
、
業
務
を
引
き
継
が
せ
て
い
る
。

　
一
二
月
に
は
、
両
替
屋
を
務
め
て
い
た
徳
左
衛
門
が
廃
業
し
、
札
差
の
鉄
屋
文
右
衛
門
が

そ
の
業
務
を
引
き
継
い
だ
。
そ
の
際
、
鉄
屋
文
右
衛
門
は
札
差
業
務
を
免
除
さ
れ
、
代
わ
り

に
井
筒
屋
七
兵
衛
が
そ
の
業
務
を
引
き
継
い
で
い
る
。
一
二
月
一
三
日
に
は
そ
の
こ
と
で
文

右
衛
門
ら
が
山
手
役
所
に
呼
び
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
前
代
未
聞
」
の
「
珍
敷
」
こ

と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
勤
番
支
配
と
し
て
は
、
両
替
屋
も
札
差
も
、
勤
番
士
の
生
活
を
守
る

た
め
に
業
務
を
行
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
り
、
欠
員
が
出
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
認
識

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
一
二
月
一
七
日
に
は
、
札
差
惣
仲
間
の
名
で
、
下
金
会
所
に
願
書
を
提
出
し
て
い
る
。
そ

こ
で
は
、
会
所
金
の
下
付
に
感
謝
し
た
う
え
で
、
札
差
仲
間
の
う
ち
に
は
、
勤
番
士
ら
へ
の

貸
付
金
が
回
収
で
き
な
い
こ
と
で
「
身
上
不
如
意
」
に
な
っ
て
家
財
を
処
分
せ
ざ
る
を
え
な

く
な
っ
て
い
る
者
が
あ
る
と
い
い
、
さ
ら
に
借
り
る
側
の
勤
番
士
ら
が
、「
御
改
正
御
仕
法
」

を
守
ら
ず
に
、
札
差
と
相
対
で
の
借
金
を
申
し
込
ん
で
く
る
の
だ
と
い
う
。
札
差
仲
間
は
改

正
仕
法
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
勤
番
士
に
よ
っ
て
札
差
の
経
営
が
危
う
く
な

れ
ば
「
難
儀
至
極
」
で
あ
り
、
会
所
に
幕
府
か
ら
渡
さ
れ
た
下
金
も
貸
し
付
け
た
が
最
後
、

回
収
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
、
そ
う
な
れ
ば
「
御
公
儀
様
」
か
ら
の
「
御
咎
」
を
受
け
る

か
も
し
れ
な
い
の
で
、
改
正
仕
法
を
守
っ
て
札
差
の
経
営
が
立
ち
行
く
よ
う
に
取
り
計
ら
っ

て
ほ
し
い
、
と
願
っ
て
い
る
。「
難
渋
之
願
書
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
願
書
を
う
け
て
、
勤
番
支

配
は
、
と
に
か
く
札
差
が
改
正
仕
法
を
守
り
さ
え
す
れ
ば
よ
い
と
し
な
が
ら
も
、
札
差
が
会

所
へ
貸
付
金
相
当
額
を
拠
出
し
た
う
え
で
、
勤
番
士
へ
の
貸
付
に
際
し
て
は
、
会
所
か
ら
札

差
が
借
り
て
用
立
て
る
よ
う
に
せ
よ
、と
命
じ
た
。
す
な
わ
ち
札
差
と
勤
番
士
の
「
逢
対
（
相

対
）」
取
引
で
は
な
く
、
会
所
か
ら
金
を
貸
し
付
け
る
形
へ
の
変
更
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

　
二
月
一
三
日
、
札
差
仲
間
の
行
事
と
惣
代
は
山
手
役
所
に
呼
び
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
勤
番

支
配
は
、
先
の
「
難
渋
之
願
書
」
の
内
容
に
疑
義
を
呈
し
、
五
〇
〇
両
の
無
利
息
の
下
金
が

あ
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
運
用
す
れ
ば
七
・
八
〇
〇
両
に
も
な
る
だ
ろ
う
と
い
い
、
こ
れ
ま

で
の
よ
う
す
か
ら
す
れ
ば
、
こ
こ
で
札
差
た
ち
が
差
加
金
を
出
し
て
も
、
ま
た
同
じ
こ
と
が

起
こ
る
、
ま
た
こ
ち
ら
か
ら
改
善
案
を
命
じ
た
と
し
て
も
、
札
差
た
ち
が
納
得
で
き
な
け
れ

ば
無
駄
な
こ
と
だ
と
し
て
、
会
所
の
経
営
が
立
ち
行
く
よ
う
な
仕
法
を
札
差
仲
間
で
検
討
し

て
提
出
せ
よ
と
命
じ
た
。

　
札
差
た
ち
は
こ
れ
を
う
け
、
下
金
会
所
か
ら
二
月
二
六
日
に
二
三
〇
〇
両
、
二
月
二
八
日

に
六
〇
〇
両
、
三
月
五
日
に
四
〇
〇
両
と
、
都
合
三
三
〇
〇
両
を
仲
間
名
義
で
借
り
て
、
札

差
惣
会
所
を
設
立
し
た
。
こ
れ
が
、
本
資
料
の
表
題
に
も
あ
る
「
会
所
」
で
あ
る
。
勤
番
支

配
か
ら
の
指
示
に
あ
っ
た
会
所
仕
法
も
、
寛
政
七
年
二
月
に
、
札
差
仲
間
二
一
人
連
印
で
作

成
さ
れ
た
。
二
一
ヶ
条
か
ら
な
る
こ
の
会
所
仕
法
で
は
、
第
二
条
で
四
人
の
「
惣
札
旦
那
方

御
対
談
人
」
の
設
置
と
当
番
の
廃
止
、
第
三
条
で
勤
番
士
ら
の
屋
敷
へ
の
訪
問
を
し
な
い
こ

と
、
第
五
条
・
第
六
条
で
営
業
時
間
や
盆
暮
の
休
業
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
の
ち
三
月
一
〇

日
に
は
勤
番
支
配
が
惣
会
所
の
設
立
を
承
認
し
、
翌
一
一
日
に
は
竪
近
習
町
の
丸
屋
伝
十
郎

宅
に
惣
会
所
を
置
く
こ
と
が
決
ま
り
、
一
三
日
に
は
会
所
開
き
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
四
日

に
仲
間
の
連
印
で
下
金
会
所
か
ら
三
二
二
二
両
三
分
と
五
四
六
両
三
分
二
朱
を
借
り
、
さ
ら

に
仲
間
か
ら
差
加
金
二
四
〇
〇
両
が
拠
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
一
五
日
に
は
三
六
八
〇
両
を
下

金
会
所
か
ら
借
用
し
、
都
合
一
万
両
を
超
え
る
資
金
を
用
意
し
て
、
惣
会
所
は
発
足
し
た
。

三
月
一
六
日
に
は
、
山
本
与
次
左
衛
門
の
用
人
が
、
以
前
と
同
じ
よ
う
な
か
た
ち
で
の
借
金

を
申
し
込
ん
で
き
た
が
、
会
所
は
こ
れ
を
断
っ
て
い
る
。
立
場
の
弱
い
札
差
た
ち
の
互
助
組

57



－ 35 －

【
解
題
】

は
じ
め
に

　
本
稿
で
は
、
二
〇
一
六
年
度
に
山
梨
県
立
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
十
一
屋
野
口
家
資
料
の

う
ち
、「
会
所
日
記
」
と
題
さ
れ
た
、
寛
政
七
年
三
月
か
ら
同
年
五
月
こ
ろ
ま
で
の
内
容
を
含

む
冊
子
を
紹
介
す
る
。
当
該
史
料
は
、
昨
年
度
の
当
館
紀
要
に
お
い
て
紹
介
し
た
「
寛
政
六

年
十
一
月

　
惣
会
所
発
端
日
記（

１
）」

に
続
く
、
二
冊
目
の
会
所
日
記
で
あ
る
。
な
お
、
史
料
群

と
し
て
の
十
一
屋
野
口
家
資
料
の
性
格
や
、
甲
府
札
差
の
経
営
状
況
な
ど
、
当
該
史
料
を
理

解
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
情
報
に
つ
い
て
は
、
前
稿
の
解
題
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
十
一
屋
野
口
家
資
料
の
活
用
を
図
る
べ
く
、
有
志
に
よ
る
研
究
会

を
継
続
的
に
実
施
し
た（

２
）。

職
員
の
異
動
や
着
任
に
よ
り
、
山
梨
県
立
博
物
館
、
甲
府
市
教
育

委
員
会
、
山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
、
山
梨
中
銀
金
融
資
料
館
か
ら
参
加
者
が

集
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
特
に
甲
府
札
差
の
経
営
に
つ
い
て
、
前
稿
と
当
該
史
料
か
ら
明
ら
か
に
な
る

こ
と
や
、
特
記
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
紹
介
し
、
史
料
を
理
解
す
る
た
め
の
一
助
と
し
た
い
。

な
お
本
解
題
の
執
筆
は
中
野
が
担
当
し
た
。

（
一
）
甲
府
札
差
惣
会
所
の
設
立

　
ま
ず
、
前
稿
の
「
惣
会
所
発
端
日
記
」
か
ら
、
資
料
の
表
題
に
あ
る
「（
惣
）
会
所
」
に

つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
な
お
前
稿
で
は
「
札
差
会
所
（
下
金
会
所
）」
な
ど
と
表
記
し
、

両
者
の
区
別
を
つ
け
て
い
な
か
っ
た
が
、
以
下
に
述
べ
る
通
り
、
札
差
会
所
・
惣
会
所
と
下

金
会
所
は
別
物
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
訂
正
す
る
。

　
享
保
九
（
一
七
二
四
）
年
八
月
、
柳
沢
吉
里
の
転
封
を
う
け
て
、
甲
府
に
は
勤
番
支
配
が

置
か
れ
、
同
年
一
二
月
に
は
甲
府
の
札
差
仲
間
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
六
〇
年
以
上
経

過
し
た
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
九
月
、
江
戸
で
い
わ
ゆ
る
棄
捐
令
が
発
令
さ
れ
、
札
差
の

債
権
破
棄
と
貸
金
仕
法
の
改
正
が
命
じ
ら
れ
た
。
や
や
遅
れ
て
翌
寛
政
二
年
四
月
、
甲
府
で

も
同
様
の
棄
捐
令
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
前
稿
の
解
題
で
も
言
及
し
た
が
、
こ
の
と
き
の
棄

捐
令
は
、
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
以
前
の
「
古
借
」
を
帳
消
し
と
し
、
天
明
五
年
正
月
以

降
の
借
金
に
つ
い
て
は
「
百
俵
三
両
済
」、
す
な
わ
ち
俸
禄
米
一
〇
〇
俵
あ
た
り
三
両
ず
つ

と
一
律
に
均
さ
れ
、
ま
た
利
息
は
金
五
〇
両
に
つ
き
金
一
歩
と
さ
れ
て
、
こ
れ
を
冬
・
春
・

夏
の
三
季
に
分
け
て
返
済
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
史
料
の
な
か
で
は
「
戌
年
御
改
正
」、
な

い
し
は
単
に
「
御
改
正
」
な
ど
と
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　
前
稿
「
惣
会
所
発
端
日
記
」
の
冒
頭
に
は
、
寛
政
六
年
一
一
月
の
井
戸
屋
元
七
を
は
じ
め

と
す
る
札
差
一
一
名
に
よ
る
下
金
会
所
宛
の
願
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
五
年
以
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資
料
紹
介
》

　
　「
寛
政
七
年
三
月
　
会
所
日
記
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵 

十
一
屋
野
口
家
資
料
の
う
ち
）

中
野
　
賢
治
・
海
老
沼
真
治
・
小
畑
　
茂
雄
・
金
子
　
誠
司
・
亀
井
　
大
輔

小
林
　
可
奈
・
堀
内
　
　
亨
・
宮
澤
富
美
恵
・
山
本
　
倫
弘
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年
ま
で
、
断
続
的
に
一
三
冊
残
さ
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
が
甲
銀
表
示
で
あ
る
。

（
29
）
天
保
一
三
年
「
村
入
用
夫
銭
御
書
上
帳
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
五
味
家
文
書
、
歴
二
〇
〇
五
―

〇
一
八
―
〇
〇
〇
三
三
二
）。

（
30
）
天
保
一
四
年
「
卯
村
入
用
夫
銭
割
合
帳
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
五
味
家
文
書
、
歴
二
〇
〇
五
―

〇
一
八
―
〇
〇
〇
三
三
九
）

（
31
）
文
化
二
年
「
村
入
用
夫
銭
帳
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
甲
州
文
庫
、
歴
二
〇
〇
五
―
〇
〇
三
―

〇
一
五
七
四
四
）。

（
32
）
慶
応
三
年
「
夫
銭
割
合
帳
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
甲
州
文
庫
、
歴
二
〇
〇
五
―
〇
〇
三
―

〇
一
六
九
八
三
）。

（
33
）
天
明
二
年
「
丑
年
村
入
用
夫
銭
帳
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
甲
州
文
庫
、
歴
二
〇
〇
五
―
〇
〇
三
―

〇
一
五
四
一
八
）。

（
34
）
宝
暦
一
〇
年
「
覚
（
村
入
用
諸
夫
銭
に
つ
き
）（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
甲
州
文
庫
、
歴
二
〇
〇
五
―

〇
〇
三
―
〇
〇
九
六
二
七
）。

（
35
）
天
保
一
〇
年
「
亥
年
村
入
用
夫
銭
帳
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
甲
州
文
庫
、
歴
二
〇
〇
五
―
〇
〇
三

―
〇
一
五
八
八
七
）。

（
36
）
こ
の
よ
う
な
甲
銀
に
よ
る
夫
銭
の
計
算
が
い
つ
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
。

確
認
で
き
る
範
囲
で
は
、
正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年
一
二
月
付
の
「
上
粟
生
野
村
御
検
地
に
付
村
入

用
夫
銭
帳
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
三
枝
家
文
書
、
歴
二
〇
〇
五
―
〇
四
七
―
〇
〇
〇
四
二
三
）
が

最
も
古
い
夫
銭
に
関
す
る
記
録
で
あ
り
、
す
べ
て
甲
銀
で
計
算
が
な
さ
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も

一
八
世
紀
前
期
の
国
中
三
郡
で
は
広
く
甲
銀
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
。

（
37
）
文
政
二
年
「
卯
年
村
入
用
夫
銭
帳
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
甲
州
文
庫
、
歴
二
〇
〇
五
―
〇
〇
三
―

〇
一
五
八
九
六
）。

（
38
）
明
和
二
年
「
申
年
村
入
用
夫
銭
帳
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
甲
州
文
庫
、
歴
二
〇
〇
五
―
〇
〇
三
―

〇
一
五
八
八
八
）、
安
永
七
年
「
酉
年
村
入
用
夫
銭
帳
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
甲
州
文
庫
、
歴

二
〇
〇
五
―
〇
〇
三
―
〇
一
五
八
八
九
）、
寛
政
一
〇
年
「
午
年
村
入
用
夫
銭
帳
」（
山
梨
県
立
博
物

館
所
蔵
甲
州
文
庫
、
歴
二
〇
〇
五
―
〇
〇
三
―
〇
一
五
八
九
〇
）、
文
化
六
年
「
辰
年
村
入
用
夫
銭
帳
」

（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
甲
州
文
庫
、
歴
二
〇
〇
五
―
〇
〇
三
―
〇
一
五
八
九
一
）、
文
化
八
年
「
午

年
村
入
用
夫
銭
帳
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
甲
州
文
庫
、
歴
二
〇
〇
五
―
〇
〇
三
―

〇
一
五
八
九
〇
）、
文
化
八
年
「
去
午
十
二
月
ゟ
当
未
村
入
用
夫
銭
帳
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
甲

州
文
庫
、
歴
二
〇
〇
五
―
〇
〇
三
―
〇
一
五
九
〇
四
）、
文
化
一
一
年
「
酉
年
村
入
用
夫
銭
帳
」（
山

梨
県
立
博
物
館
所
蔵
甲
州
文
庫
、
歴
二
〇
〇
五
―
〇
〇
三
―
〇
一
五
八
九
三
）、
文
化
一
二
年
「
戌
年

村
入
用
夫
銭
帳
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
甲
州
文
庫
、
歴
二
〇
〇
五
―
〇
〇
三
―
〇
一
五
八
九
四
）、

文
化
一
三
年
「
亥
年
村
入
用
夫
銭
帳
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
甲
州
文
庫
、
歴
二
〇
〇
五
―
〇
〇
三

―
〇
一
五
八
九
五
）
の
九
冊
。

（
39
）
文
化
一
三
年
「
村
入
用
夫
銭
帳
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
甲
州
文
庫
、
歴
二
〇
〇
五
―
〇
〇
三
―

〇
一
六
六
九
二
）。

（
40
）
文
政
四
年
「
当
巳
年
夫
銭
割
合
帳
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
渡
邉
家
文
書
、
歴
二
〇
〇
五
―
〇
八
五

―
〇
〇
三
六
四
八
）。

（
41
）
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
渡
邉
家
文
書
、
歴
二
〇
〇
五
―
〇
八
五
―
〇
〇
三
六
四
七
。

（
42
）
文
化
一
一
年
「
戌
村
入
用
夫
銭
割
賦
帳
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
甲
州
文
庫
、
歴
二
〇
〇
五
―

〇
〇
三
―
〇
一
一
四
一
三
）。

（
43
）
天
保
郡
内
騒
動
の
最
初
の
目
的
地
が
、
熊
野
堂
村
（
現
笛
吹
市
）
の
奥
右
衛
門
宅
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

郡
内
と
国
中
の
経
済
的
結
び
つ
き
の
一
つ
の
帰
結
で
あ
る
。

（
44
）
前
掲
註
（
６
）
西
脇
氏
著
書
「
第
三
章
　
江
戸
時
代
中
・
後
期
の
甲
州
金
」。

（
45
）「
甲
金
と
小
判
引
替
迷
惑
に
つ
き
嘆
願
書
」（『
山
梨
県
史 

資
料
編
一
三 

近
世
九
下
』
二
〇
〇
四
年
三

月
、
二
五
〇
号
、
六
七
ペ
ー
ジ
）

（
46
）
史
料
の
事
書
や
文
面
は
明
ら
か
に
上
申
書
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
が
、
差
出
と
宛
名
の
間
に
は
上
下

の
関
係
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
山
梨
県
史
』
掲
載
の
前
後
の
史
料
か
ら
、
彼
ら
が
さ
ま
ざ
ま

な
手
形
を
取
り
交
わ
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
本
史
料
も
そ
の
一
つ
と
し
て
、
取
り
交
わ
し

た
う
え
で
上
申
が
は
か
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
実
際
に
上
申
が
な
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
わ

か
ら
な
い
。

（
47
）
飯
田
文
彌
「
明
和
五
年
文
金
甲
金
両
替
定
式
反
対
の
訴
願
闘
争
」（『
甲
斐
路
』
第
三
三
号
、
一
九
七
八

年
一
一
月
）
な
ど
。

（
48
）
前
掲
註
（
７
）『
山
梨
県
史
』
な
ど
。

（
山
梨
県
立
博
物
館
）
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と
す
る
言
説
が
現
れ
て
く
る
の
か
、
そ
の
こ
と
と
、
甲
銀
の
使
用
開
始
時
期
と
の
間
に
関
係

が
あ
る
の
か
ど
う
か
。
存
在
し
な
い
も
の
を
追
究
す
る
と
は
、
考
え
た
だ
け
で
途
方
に
暮
れ

て
し
ま
う
が
、
今
後
様
々
な
史
料
に
触
れ
て
い
く
な
か
で
、
引
き
続
き
考
え
て
み
た
い
。

註（
１
）
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
甲
州
文
庫
、
歴
―
二
〇
〇
五
―
〇
〇
三
―
〇
〇
八
六
九
二
。

（
２
）
榎
本
宗
次
『
近
世
領
国
貨
幣
研
究
序
説
』（
一
九
七
七
年
九
月
、
東
洋
書
院
）。

（
３
）
歴
史
学
研
究
会
編
『
越
境
す
る
貨
幣
』（
一
九
九
九
年
、
青
木
書
店
）、
池
享
編
『【
も
の
】
か
ら
見
る

日
本
史 

銭
貨
―
前
近
代
日
本
の
貨
幣
と
国
家
―
』（
二
〇
〇
一
年
五
月
、
青
木
書
店
）、
鈴
木
公
雄
編

『
貨
幣
の
地
域
史 

中
世
か
ら
近
世
へ
』（
二
〇
〇
七
年
一
一
月
、
岩
波
書
店
）
な
ど
。

（
４
）
安
国
良
一
『
日
本
近
世
貨
幣
史
の
研
究
』（
二
〇
一
六
年
五
月
、
思
文
閣
出
版
）。

（
５
）
高
木
久
史
『
近
世
の
開
幕
と
貨
幣
統
合
―
三
貨
制
度
へ
の
道
程
』（
二
〇
一
七
年
八
月
、思
文
閣
出
版
）。

（
６
）
西
脇
康
『
甲
州
金
の
研
究
―
史
料
と
現
品
の
統
合
試
論
―
』（
日
本
史
史
料
研
究
会
企
画
部
、

二
〇
一
六
年
九
月
）。

（
７
）『
山
梨
県
史 

通
史
編
三 

近
世
一
』（
二
〇
〇
六
年
三
月
、
山
梨
県
）
第
二
章
第
二
節
、
西
脇
康
氏
執
筆

部
分
。

（
８
）『
甲
斐
国
志
』（
一
九
六
八
年
五
月
、
雄
山
閣
）
巻
之
二
国
法
之
部
、
一
二
〇
頁
下
段
。

（
９
）
後
で
述
べ
る
甲
州
に
お
け
る
銀
貨
鋳
造
の
動
き
は
、
い
っ
た
ん
こ
の
甲
銀
と
は
分
け
て
考
え
て
お
き

た
い
。

（
10
）
年
未
詳
「
実
父
専
蔵
殿
卒
去
記
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
古
屋
家
文
書
、
歴
二
〇
〇
五
―
〇
〇
七
―

〇
〇
〇
七
九
二
。
以
後
、
同
文
書
群
に
つ
い
て
は
番
号
の
み
を
示
す
こ
と
と
し
、
註
記
を
省
略
す
る
）

（
11
）
古
屋
織
部
の
屋
敷
跡
と
さ
れ
る
土
塁
が
、
現
在
も
笛
吹
市
一
宮
町
土
塚
に
残
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）
寛
政
九
年
正
月
「
古
屋
紋
之
助
分
地
諸
事
入
用
覚
帳
」（
歴
二
〇
〇
五
―
〇
〇
七
―
〇
〇
〇
七
九
三
）、

お
よ
び
寛
政
九
年
仲
春
（
二
月
）「
紋
之
助
普
請
見
舞
帳
」（
歴
二
〇
〇
五
―
〇
〇
七
―

〇
〇
〇
七
九
四
）
な
ど
。

（
13
）
文
化
八
年
二
月
「
文
化
七
午
年
中
紋
之
助
勘
定
出
入
目
録
手
前
扣
帳
」（
歴
二
〇
〇
五
―
〇
〇
七
―

〇
〇
〇
七
九
六
）。

（
14
）
三
井
文
庫
編
『
近
世
後
期
に
お
け
る
主
要
物
価
の
動
態
　
増
編
改
訂
版
』（
一
九
八
九
年
六
月
、
東
京

大
学
出
版
会
）
な
ど
。

（
15
）
前
掲
註
（
８
）『
甲
斐
国
志
』、
一
二
一
頁
上
段
。

（
16
）
日
付
不
明
の
「
甲
金
一
分
」、
三
月
六
日
の
「
甲
金
一
分
」、
六
月
三
日
の
「
甲
金
一
両
二
分
」、
七
月

一
三
日
の
「
甲
金
一
分
」、
一
〇
月
一
二
日
の
「
甲
金
一
分
」
で
、
合
計
二
両
二
分
と
な
る
。

（
17
）
文
化
九
年
二
月
「
文
政
八
未
年
中
紋
之
介
金
銀
遣
取
目
録
帳
」（
歴
二
〇
〇
五
―
〇
〇
七
―

〇
〇
〇
七
九
七
）。

（
18
）
た
だ
し
「
預
り
方
」
に
つ
い
て
は
、
九
月
一
五
日
の
銭
四
〇
〇
文
、
極
月
二
一
日
の
銭
四
〇
文
の
み

銀
に
換
算
し
た
数
値
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

（
19
）
六
月
二
日
の
「
甲
金
三
分
」、
八
月
一
二
日
の
「
甲
金
一
分
」、
九
月
二
三
日
の
「
甲
金
一
分
」
で
合

計
一
両
一
分
。

（
20
）
た
だ
し
、
こ
の
と
き
の
「
貸
方
」
合
計
は
帳
簿
中
で
は
二
三
一
匁
三
歩
八
厘
と
さ
れ
て
お
り
、
本
文

中
の
数
値
の
合
計
二
五
六
匁
三
歩
五
厘
五
毛
と
は
一
致
し
な
い
。
単
な
る
計
算
ミ
ス
の
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
。
た
だ
四
月
二
一
日
の
文
二
朱
を
換
算
し
た
数
値
の
末
尾
が
「
五
毛
」
と
な
っ
て
お
り
、

他
に
毛
は
登
場
し
な
い
の
で
、
何
ら
か
の
理
由
で
こ
れ
を
含
む
い
く
つ
か
の
箇
条
が
合
計
に
反
映
さ

れ
て
い
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

（
21
）
日
付
不
明
「
籾
三
俵
」
が
三
九
匁
一
歩
六
厘
、
同
じ
く
日
付
不
明
「
籾
四
俵
三
桶
」
が
六
〇
匁
四
歩

七
厘
に
そ
れ
ぞ
れ
換
算
さ
れ
て
い
る
。

（
22
）
三
月
六
日
に
は
「
よ
り
こ
代
」
も
甲
金
一
分
で
「
預
り
」
と
な
っ
て
い
る
が
、「
よ
り
こ
」
に
つ
い
て

は
不
明
で
あ
る
。
同
じ
「
よ
り
こ
代
」
が
、
別
の
と
こ
ろ
で
は
銀
六
匁
の
収
入
と
な
っ
て
い
る
箇
所

も
あ
る
。

（
23
）
表
に
は
あ
げ
て
い
な
い
が
、
文
政
七
年
の
目
録
帳
を
見
る
と
、
紋
之
助
の
年
貢
・
夫
銭
負
担
の
全
容

が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
小
切
金
納
と
し
て
文
政
小
判
二
分
（
甲
銀
二
〇
匁
二
歩
）、
大
切
金
納
と
し

て
小
判
三
分
（
甲
銀
三
〇
匁
三
歩
）、
石
代
を
小
判
三
分
と
二
分
の
二
回
に
分
け
て
納
め
、
夫
銭
は
夏

に
八
匁
八
歩
八
厘
、
冬
に
三
匁
一
歩
八
厘
を
納
め
て
い
る
。

（
24
）【
表
２
】
で
分
析
し
た
「
文
化
八
未
年
中
紋
之
介
金
銀
遣
取
目
録
帳
」
の
末
尾
に
は
、
次
の
よ
う
な
記

述
が
あ
る
。

如
斯
こ
か
ね
を
差
引
し
て
見
け
る
に
、
此
と
し
ハ
蚕
な
と
ち
か
ひ
て
何
か
と
た
ら
す
勝
な
り
け

れ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
英

た
の
め
と
も
蚕
も
宜
し
か
ら
さ
れ
は
た
ら
す
か
ち
な
る
世
渡
り
や
う
き

　
　
　
「
長
英
」
こ
と
紋
之
助
自
身
も
、
こ
の
年
の
不
振
の
原
因
が
、
蚕
の
違
作
に
よ
る
と
認
識
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

（
25
）
文
政
九
年
と
同
一
〇
年
は
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
一
七
匁
余
り
、
二
五
匁
余
り
と
と
も
に
少
な
く
、
甲
金

で
の
表
記
は
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
26
）
宝
暦
一
四
年
「
申
年
中
村
小
入
用
夫
銭
帳
」（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
太
田
家
文
書
、
歴
二
〇
〇
五
―

〇
一
九
―
〇
〇
一
六
八
四
）。

（
27
）
な
お
、「
本
途
新
田
」
七
三
二
石
九
斗
九
升
六
合
か
ら
、「
諸
引
」
二
一
石
九
斗
二
合
九
勺
を
引
く
と
、

七
一
一
石
九
升
三
合
一
勺
と
な
り
、
帳
簿
上
の
数
字
と
二
斗
の
ず
れ
が
生
じ
る
。

（
28
）こ
の
ほ
か
、太
田
家
文
書
に
は
上
野
村
の
夫
銭
帳
が
寛
保
元（
一
七
四
一
）年
か
ら
嘉
永
三（
一
八
五
〇
）
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か
ら
ず
、
銀
遣
い
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
少
額
の
甲
州
金
が
な
く
な
り
、
銀

遣
い
も
で
き
な
け
れ
ば
、
銀
を
一
匁
玉
、
二
匁
玉
と
い
っ
た
よ
う
に
、
計
数
銀
貨
と
し
て
発

行
し
て
く
れ
れ
ば
、
み
な
が
喜
ぶ
の
だ
と
い
う
。
甲
斐
国
は
諸
国
と
違
い
、
こ
れ
ま
で
甲
州

金
の
一
朱
・
二
朱
判
を
用
い
て
き
た
が
、
銀
一
匁
か
ら
五
匁
の
玉
を
発
行
し
て
く
れ
た
な
ら

ば
、
少
額
の
取
引
に
も
不
自
由
し
な
い
と
し
、
最
後
に
自
分
た
ち
に
そ
の
銀
の
発
行
を
請
け

負
わ
せ
て
ほ
し
い
と
述
べ
て
い
る（

（4
（

。
西
脇
氏
は
こ
こ
か
ら
、
元
禄
期
の
甲
斐
国
で
計
数
銀
貨

の
発
想
が
存
在
し
た
と
評
価
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
こ
で
は
「
銀
子
遣
ハ
一
切
不
仕
」
と
い
い
、
銀
遣
い
が
行

わ
れ
て
い
な
い
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
秤
量
貨
幣
で
あ
る
銀
の
取
り
扱
い
に
不
慣
れ
で

あ
る
と
し
、
そ
の
使
用
を
拒
絶
し
よ
う
と
し
て
い
る
彼
ら
が
、
こ
の
し
ば
ら
く
後
に
は
甲
銀

を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。〔
史
料
９
〕
は
、
甲
州
金
の
回
収
・
廃
止
と
い

う
幕
府
の
方
針
に
対
応
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
以
降
も
度
々
幕
府
は
甲
州

金
の
回
収
を
図
り
、
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
に
は
こ
れ
に
反
発
し
た
百
姓
た
ち
に
よ
る
騒

動
に
発
展
し
て
い
る（

（4
（

。
甲
州
金
は
享
保
期
に
吹
き
立
て
ら
れ
て
以
降
、
吹
替
や
吹
足
が
認
め

ら
れ
ず
、
次
第
に
回
収
や
退
蔵
な
ど
に
よ
っ
て
市
場
で
の
流
通
量
が
減
少
し
て
い
っ
た（

（4
（

。
そ

う
し
た
状
況
が
、
計
算
貨
幣
と
し
て
の
甲
銀
が
現
れ
る
前
提
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
利
便
性
は
銭
よ
り
低
い
が
、
単
位
あ
た
り
の
金
額
が
銭
よ
り
も
大
き
く
、
金
や
甲
金
よ
り

も
小
さ
い
、
そ
ん
な
通
貨
と
し
て
甲
銀
が
必
要
と
さ
れ
た
理
由
は
、
経
済
面
だ
け
で
は
説
明

が
つ
か
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
甲
州
金
の
流
通
が
目
に
見
え
て
減
少
す
る
な
か
で
、
小
判

と
銀
の
対
応
関
係
を
念
頭
に
甲
銀
が
案
出
さ
れ
、
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
制
度

と
し
て
の
甲
州
金
を
維
持
す
る
た
め
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
甲
州
金
と
甲
州
枡
、
そ
れ
に
大
小
切
税
法
は
、
一
八
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
廃
止

が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、「
甲
州
三
法
」
と
し
て
一
体
の
も
の
と
な
っ
て
い
く
。

し
か
し
甲
州
金
は
ご
く
限
ら
れ
た
高
額
決
済
に
の
み
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、
日

常
の
取
引
に
は
小
判
や
銭
が
用
い
ら
れ
た
。
甲
州
枡
も
、
通
常
の
枡
の
三
倍
と
換
算
さ
れ
て

普
通
に
取
引
に
用
い
ら
れ
、
計
算
の
手
間
が
一
度
増
え
る
く
ら
い
で
、
実
用
上
の
メ
リ
ッ
ト

は
さ
ほ
ど
な
い
。「
甲
州
三
法
」
の
う
ち
、
百
姓
に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
の

は
大
小
切
税
法
の
み
な
の
で
あ
る
。「
甲
州
三
法
」
が
一
体
の
も
の
と
み
な
さ
れ
、
甲
州
金
が

衰
退
し
て
い
け
ば
、
甲
州
枡
や
大
小
切
税
法
も
廃
止
さ
れ
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
甲
州
金
の
存

在
を
維
持
す
る
た
め
に
案
出
さ
れ
た
苦
肉
の
策
が
、
甲
銀
と
い
う
理
解
し
が
た
い
シ
ス
テ
ム

な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
甲
斐
国
の
人
々
が
甲
銀
を
必
要
と
し
た
そ
の
最
大
の
理
由
、
存
在
意
義
は
、「
甲
州
三
法
」

の
一
角
で
あ
る
甲
州
金
を
守
る
こ
と
で
、
大
小
切
税
法
を
守
る
た
め
で
あ
っ
た
と
、
本
稿
で

は
位
置
づ
け
て
お
き
た
い
。

お
わ
り
に

　
紋
之
助
の
帳
簿
が
示
す
よ
う
に
、
一
年
の
収
支
の
な
か
で
甲
州
金
の
占
め
る
割
合
は
さ
ほ

ど
大
き
く
は
な
く
、
本
稿
の
分
析
範
囲
で
は
、
支
出
に
関
し
て
い
え
ば
ほ
と
ん
ど
が
甲
銀
に

よ
っ
て
計
算
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
夫
銭
に
つ
い
て
は
国
中
三
郡
で
は
ほ
ぼ
す
べ
て
が
甲
銀

で
計
算
・
割
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
経
済
活
動
の
広
域
化
を
前
提
に
、
次
第
に
甲
州
金
や

甲
銀
を
用
い
て
い
な
か
っ
た
都
留
郡
に
も
波
及
し
て
い
っ
た
。
近
世
の
甲
斐
国
で
は
、
甲
州

金
よ
り
広
範
に
甲
銀
が
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
何
よ
り
甲
銀
に
は
実
体
と
し
て
の
貨
幣
が
存
在
し
な
い
。
少
な
く
と
も
、
現
時

点
で
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
右
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
帳
簿
上
で
は
盛
ん
に
用

い
ら
れ
な
が
ら
、
実
際
の
取
引
手
段
と
し
て
何
を
用
い
て
い
た
か
が
全
く
見
え
て
こ
な
い
。

古
屋
紋
之
助
は
「
甲
府
へ
買
物
」
に
行
く
と
い
っ
て
、
し
ば
し
ば
古
屋
本
家
か
ら
甲
銀
を
借

り
て
い
た
が
、
ど
ん
な
物
を
持
っ
て
甲
府
に
出
か
け
て
行
っ
た
の
か
。
帳
簿
に
出
て
く
る
甲

銀
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形
を
と
っ
て
い
た
の
か
、
残
さ
れ
た
史
料
か
ら
は
今
の
と
こ

ろ
わ
か
ら
な
い
。

　
ま
た
い
つ
ご
ろ
か
ら
「
甲
州
三
法
」
と
い
う
認
識
や
、
こ
れ
が
武
田
信
玄
の
恩
典
で
あ
る
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　〔
史
料
９
〕（

（4
（

　
　
　
　
　
　
乍
恐
奉
願
御口上
書

〻
訴〻
訟〻

一
、
今
度
甲
判
金
之
儀
、
小
判
ニ
御
引
替
被
遊
、
甲
州
之
儀
小
判
遣
ニ
被
為
仰
付
候
由

奉
承
知
候
、
然
上
ハ
、
甲
州
之
儀
小
判
并
銀
遣
仕
候
義
ニ
奉
存
候
、
甲
州
之
義
ハ
他

国
と
相
替
、
百
年
以
前
ゟ
甲
州
金
一
分
判
ハ
目
一
匁
、
二
朱
判
ハ
目
ハ
五
分
、
一
朱

判
ハ
目
二
分
五
リ
ン
ニ
而
、
先
年
ゟ
用
申
来
候
間
、
銀
子
遣
ハ
一
切
不
仕
候
、
少
分

之
差
引
も
一
朱
判
・
二
朱
判
ニ
而
指
引
埒
明
申
候
御
事

一
、
自
今
以
後
一
朱
判
・
二
朱
判
無
御
座
候
ヘ
ハ
、
縦
銭
百
文
・
二
百
文
之
指
引
ニ
も

一
分
判
を
く
つ
し
遣
申
候
ゟ
外
無
御
座
候
ヘ
ハ
、
諸
人
迷
惑
ニ
奉
存
候
、
且
又
少
分

之
義
ニ
銀
子
を
指
引
ニ
遣
申
候
ニ
も
、
新
キ
之
儀
ニ
而
御
座
候
ヘ
ハ
、
銀
子
見
知
申

候
者
も
一
円
と
無
御
座
候
、
扨
又
、
面
々
之
者
共
科
目
ニ
而
度
々
か
け
候
ヘ
而
、
指

引
致
候
義
も
為
中
之
者
ニ
而
、
殊
ニ
山
方
之
者
共
ニ
而
候
ヘ
ハ
、
は
か
り
目
も
不
存

候
ニ
付
、
新
キ
銀
遣
も
不
罷
成
迷
惑
ニ
奉
存
候
御
事

一
、
右
之
通
り
一
朱
判
・
二
朱
判
ハ
無
御
座
候
、
銀
遣
も
俄
ニ
難
成
義
ニ
奉
存
候
間
、

奉
願
候
ハ
、
銀
子
之
義
一
匁
玉
・
二
匁
玉
・
三
匁
玉
・
四
匁
玉
・
五
匁
玉
、
如
此
五

之
玉
ニ
仕
、
即
一
匁
玉
ニ
ハ
一
匁
と
、
五
匁
玉
ニ
ハ
五
匁
と
何
れ
も
目
に
お
ゝ
し
、

銀
座
ゟ
こ
ツ
く
ひ
を
打
、
右
之
銀
子
ニ
て
指
引
仕
候
へ
ハ
、
前
之
一
朱
判
・
二
朱
判

ゟ
も
能
御
座
候
而
、
目
次
第
ニ
は
か
り
ニ
も
か
け
不
申
指
引
、
諸
人
之
者
自
由
ニ
而

一
国
之
者
よ
ろ
こ
ひ
申
義
ニ
奉
存
候
御
事

一
、
甲
州
之
義
余
国
と
相
替
、
只
今
迄
一
朱
・
二
朱
判
用
候
へ
共
、
一
匁
玉
ゟ
五
匁
玉

ニ
致
、
其
目
ニ
お
ゝ
し
銀
座
ゟ
之
こ
ツ
く
い
ニ
而
指
引
仕
候
へ
ハ
、
た
と
へ
五
匁
・

十
匁
之
儀
を
も
五
里
・
十
里
之
所
へ
も
銀
子
ニ
而
持
参
申
候
ヘ
ハ
、
諸
事
か
ろ
く
埒

明
申
候
而
、
大
勢
之
者
共
如
有
之
こ
ツ
く
いニ御而〻
座〻
候〻
ニ
而
指
引
仕
度
由
奉
願
候
御
事

一
、
右
之
通
被
為
　
仰
付
被
下
置
候
ハ
ヽ
、
銀
座
ニ
而
も
目
を
か
け
い
た
て
候
ハ
、
手

間
取
可
申
と
奉
存
候
間
、
手
間
取
等
之
儀
、
銀
座
と
相
談
仕
質
銀
相
定
、
此
方
ゟ
出

し
可
申
候
事
、
若
甲
州
ニ
而
指
引
之
節
、
に
セ
銀
な
と
出
候
へ
而
も
迷
惑
可
仕
候
間
、

拙
者
共
御
請
申
上
候
上
ハ
、
甲
州
ニ
而
拙
者
共
方
ニ
而
、
一
両
ニ
而
四
分
ツ
ヽ
売
手
を

取
、
則
銀
子
ニ
拙
者
共
こ
ツ
く
い
を
打
立
遣
セ
、
若
悪
銀
な
と
有
之
候
ハ
ヽ
、
此
方

へ
返
シ
取
替
候
様
ニ
可
仕
候
間
、
以
来
迄
甲
州
へ
之
銀
之
儀
、
拙
者
共
御
請
申
売
申

度
奉
存
候
、
乍
恐
甲
州
一
国
之
者
共
よ
ろ
こ
ひ
申
義
ニ
奉
存
候
間
、
乍
憚
国
中
之
者

方
へ
御
尋
被
遊
可
被
下
候
、
願
通
り
被
為
仰
付
被
下
置
候
ハ
ヽ
、
難
有
奉
存
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
州
東
郡
栗
原
筋
勝
沼
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
尾
仁
兵
衛

　
　
　
元
禄
九
子
年
三
月
八
日
　
同
国
府
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
田
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
勝
沼
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
尾
与
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
山
之
根
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野
仁
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
　
正
徳
寺
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
小
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
八
幡
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
月
里
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参

　
ま
ず
甲
州
金
と
小
判
の
両
替
に
つ
い
て
、
甲
斐
国
で
も
小
判
や
銀
を
使
う
こ
と
を
承
知
し

た
う
え
で
、甲
州
金
の
重
量
を
述
べ
、銀
遣
い
は
一
切
し
て
お
ら
ず
、細
か
な
取
引
に
は
二
朱
・

一
朱
の
甲
州
金
を
用
い
る
と
い
う
。
こ
の
少
額
の
甲
州
金
が
な
け
れ
ば
、
た
と
え
銭
一
〇
〇

文
と
い
っ
た
少
額
の
取
引
で
も
一
分
判
を
崩
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
迷
惑
で
あ
る
と
し
、
少

額
を
銀
で
扱
う
と
し
て
も
、「
新
キ
之
儀
」
で
あ
る
の
で
、
銀
を
み
た
こ
と
が
あ
る
者
が
い
な

い
と
い
う
。
銀
の
取
引
に
は
秤
量
が
不
可
欠
だ
が
、
田
舎
者
で
あ
る
の
で
秤
の
使
い
方
も
わ
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銀
二
匁
八
歩
三
厘

　
　
　
　
四
百
七
十
六
文

一
、
十
匁
三
歩
　
　
　
　
　
川
口
屋

（
中
略
）

〆
金
六
両
一
分

　
　
銀
二
十
二
匁
一
歩
三
厘

　
　
　
銭
十
八
貫
四
百
八
十
三
文

　
為
金
八
両
一
分

　
　
　
五
貫
八
百
八
十
文

　
用
途
は
不
明
な
が
ら
、「
藪
屋
甚
右
衛
門
」
な
ど
へ
村
か
ら
銀
で
支
払
い
を
行
っ
て
い
る
様

子
が
う
か
が
え
る
。
最
終
的
に
は
金
と
銭
で
計
算
を
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
前
の
〆
と
比
較
す

る
と
、
銀
二
二
匁
余
り
と
銭
一
二
貫
六
〇
三
文
が
金
二
両
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

す
な
わ
ち
銀
一
一
匁
六
厘
五
毛
と
六
貫
三
〇
一
文
余
り
が
一
両
で
あ
る
。
こ
こ
で
使
わ
れ
て

い
る
銀
は
、
文
政
銀
な
ど
広
く
流
通
し
た
銀
だ
と
す
る
と
額
が
小
さ
い
。
仮
に
こ
の
銀
が
甲

銀
で
あ
る
と
す
る
と
、
銭
一
文
は
甲
銀
六
毛
程
度
な
の
で
、
六
貫
三
〇
一
文
余
り
は
甲
銀

三
七
匁
八
歩
九
毛
に
相
当
す
る
。
す
な
わ
ち
四
八
匁
八
歩
七
厘
四
毛
が
一
両
と
な
る
。
先
に

み
た
紋
之
助
関
係
の
帳
簿
で
は
、
金
一
両
に
対
し
て
甲
銀
は
四
三
匁
程
度
で
あ
る
の
で
、
金

に
対
し
て
や
や
甲
銀
安
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
許
容
さ
れ
る
数
値
で
あ
ろ
う
。
都
留
郡
と

い
う
甲
銀
需
要
の
少
な
い
地
域
ゆ
え
で
あ
ろ
う
か
。

　
渡
邉
家
に
は
元
禄
七
（
一
六
九
七
）
年
か
ら
断
続
的
に
夫
銭
関
係
の
帳
簿
類
が
残
さ
れ
て

い
る
が
、
銀
で
の
表
示
は
こ
れ
が
初
見
で
あ
る
。
同
じ
文
政
四
年
の
「
当
巳
夫
銭
割
合
帳（

（4
（

」

に
も
、
銀
で
の
表
示
が
み
ら
れ
る
。
加
え
て
、
都
留
郡
下
谷
村
の
も
の
と
み
ら
れ
る
夫
銭
割

賦
帳（

（4
（

も
、
銀
建
て
の
項
目
が
存
在
し
て
お
り
、
一
九
世
紀
前
半
の
都
留
郡
に
は
、
銀
建
て
の

表
記
が
入
り
込
み
つ
つ
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
事
例
が
少
な
く
、
以
上
み
て
き
た
よ

う
な
記
述
が
全
て
本
当
に
甲
銀
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
検
証
が
難
し
い
。
し
か
し
、
先
の
計

算
結
果
に
加
え
、
一
九
世
紀
前
半
に
な
っ
て
都
留
郡
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
し
か

し
さ
ほ
ど
都
留
郡
に
は
浸
透
は
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
以
降
も
し
な
い
こ
と
、
国
役
や
郡
中
割

な
ど
の
貢
租
負
担
で
は
な
く
、
商
取
引
に
関
係
す
る
と
み
ら
れ
る
も
の
が
多
い
こ
と
な
ど
の

特
徴
や
、
一
般
に
都
留
郡
は
、
相
模
国
な
ど
よ
り
も
、
八
代
郡
な
ど
国
中
地
域
と
経
済
的
な

つ
な
が
り
が
強
い
こ
と（

（4
（

な
ど
を
ふ
ま
え
、
甲
銀
で
あ
る
と
み
て
お
き
た
い
。

　
も
し
こ
れ
が
仮
に
甲
銀
で
あ
る
と
す
る
と
、
甲
斐
国
内
の
流
通
の
拡
大
な
ど
を
背
景
に
、

甲
銀
が
都
留
郡
に
入
り
込
み
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、「
甲
州
三
法
」
は
都
留
郡

に
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
慣
習
を
、
実
体
経
済
が
崩
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
三
　
甲
銀
の
存
在
意
義

　
右
に
み
た
と
お
り
、
国
中
三
郡
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
都
留
郡
で
も
甲
銀
の
使
用
と
み
ら

れ
る
事
例
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
甲
斐
国
で
甲
銀
が
広
範
に
使
用
さ
れ
る
背
景
に
は
、

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
の
か
。

　
甲
銀
の
使
用
状
況
か
ら
、
甲
銀
は
、
甲
金
・
金
・
銭
な
ど
の
異
な
る
貨
幣
を
換
算
で
き
、

す
べ
て
を
ま
と
め
て
計
算
で
き
る
貨
幣
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
指
摘
で
き
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
銭
で
も
可
能
で
あ
る
し
、
そ
の
方
が
手
間
は
少
な
い
。
単
純
に
考
え

れ
ば
、
甲
金
は
さ
て
お
き
、
日
常
の
取
引
で
や
り
取
り
す
る
金
や
銭
を
、
わ
ざ
わ
ざ
独
自
の

通
貨
で
あ
る
甲
銀
に
換
算
す
る
必
要
は
な
い
。
慣
習
的
に
甲
銀
が
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、

そ
れ
も
含
め
て
す
べ
て
を
銭
に
換
算
す
れ
ば
済
む
話
で
あ
る
し
、
現
に
都
留
郡
を
は
じ
め
と

す
る
他
地
域
で
は
そ
の
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
で
は
な
ぜ
甲
斐
国
で
は
そ
の
よ
う
な
面
倒
な
方
法
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
西
脇
氏

が
指
摘
す
る
よ
う
に（

（4
（

、
元
禄
九
（
一
六
九
六
）
年
三
月
、
元
禄
改
鋳
に
際
し
て
甲
州
金
と
小

判
の
両
替
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
際
に
、
甲
府
や
勝
沼
な
ど
の
、
お
そ
ら
く
名
主
ク
ラ
ス
の

人
物
た
ち
が
、
以
下
の
よ
う
な
口
上
書
を
取
り
交
わ
し
て
い
る
。
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是
ハ
御
役
所
御
年
始
墨
筆

紙
諸
色
入
用
払

（
中
略
）

〆
以
　
金
一
両
三
分
二
朱
与

　
　
　
銀
五
十
三
匁
五
歩

　
　
　
銭
十
四
貫
二
百
六
十
文

　
内
二
貫
四
百
文
　
か
き
や
く
引

此
銭
三
十
一
貫
五
百
八
十
文

（
後
略
）

　
こ
の
帳
簿
の
全
体
を
通
し
て
一
箇
所
の
み
で
は
あ
る
が
、
あ
ぶ
ら
や
与
兵
衛
ら
四
名
へ
の

支
払
い
分
に
つ
い
て
、
銀
と
銭
を
合
わ
せ
た
表
示
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
銀
は
最
終
的

に
は
銭
に
換
算
さ
れ
て
割
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
前
の
与
縄
村
の
夫
銭
帳
は
、
明
和

二
（
一
七
六
五
）
年
以
降
文
化
一
三
年
に
至
る
ま
で
、
断
続
的
に
九
冊
が
残
っ
て
い
る
が（

（3
（

、

そ
れ
ら
に
は
銀
で
の
表
示
は
み
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
与
縄
村
の
夫
銭
帳
に
お
い
て
、
こ

れ
が
銀
で
の
表
示
の
初
見
と
み
ら
れ
る
。

　
続
け
て
史
料
を
あ
げ
る
。
都
留
郡
十
日
市
場
村
の
夫
銭
帳
で
あ
る
。

　
〔
史
料
７
〕（

（3
（

一
、
金
一
両
一
分
　
　
　
　
郡
中
割

　
　
　
　
三
百
八
十
五
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
下

一
、
金
二
両
也
　
　
　
　
　
名
主
給

（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
油
や

一
、
金
五
両
ト
　
　
　
　
　
佐
十
郎

　
　
　
　
百
七
十
二
文

一
、
金
一
両
三
分
二
朱
　
同
人
立
替

　
　
　
銀
二
匁
八
歩
七
厘
五
毛

　
　
　
　
銭
七
百
六
十
四
文

（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
組

一
、三
貫
九
百
十
八
文
　
　
当
役
立
替

　
外
ニ
銀
八
匁
五
歩

（
後
略
）

　
油
や
佐
十
郎
の
立
替
分
と
し
て
二
匁
八
歩
七
厘
五
毛
、
上
組
の
村
役
人
の
立
替
分
の
一
部

と
し
て
八
匁
五
歩
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
で
は
後
半
の
計
算
部
分
に
欠
が
あ
る
た

め
、
銭
へ
の
換
算
過
程
を
復
元
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
最
終
的
に
は
や
は
り
こ
れ
も
銭
に

換
算
さ
れ
て
割
り
付
け
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
続
け
て
、
朝
日
馬
場
村
の
帳
簿
を
み
よ
う
。
同
村
の
名
主
を
務
め
た
渡
邉
家
に
残
さ
れ
た

文
書
で
あ
る
。

　
〔
史
料
８
〕（

（4
（

一
、
金
一
両
　
　
　
　
　
　
年
末

　
　
　
二
貫
六
百
五
十
文

一
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
国
役
金

　
　
永
二
百
六
十
四
文
六
分

一
、
金
一
分
九
十
四
文
　
　
郡
中
割

（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藪
屋

一
、
四
匁
五
歩
　
　
　
　
　
甚
右
衛
門

　
　
　
百
八
十
九
文

一
、
四
匁
五
歩
　
　
　
　
　
小
沢

一
、
金
三
分
二
朱
　
　
　
　
善
蔵
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卯
三
月

　
　
　
上
今
井
村

　
　
　
　
　
名
主

　
　
　
　
　
　
惣
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
長
百
姓

　
　
　
　
　
　
七
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
百
姓
代

　
　
　
　
　
　
伴
四
郎
（
印
）

市
川

御
役
所

　
天
保
一
四
年
の
三
月
に
、
市
川
代
官
所
か
ら
の
「
御
尋
」
に
対
し
て
上
今
井
村
の
村
役
人

が
報
告
し
た
、
過
去
の
夫
銭
に
つ
い
て
の
記
録
で
あ
る
。
わ
か
ら
な
い
、
と
し
て
い
る
箇
所

も
あ
る
が
、
総
額
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
年
に
つ
い
て
は
す
べ
て
甲
銀
で
表
記
さ
れ
て
お

り
、
割
付
も
甲
銀
を
基
準
と
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
年
に
作
成
さ
れ
た
前
年

分
の
夫
銭
の
割
付
帳
も
残
っ
て
お
り（

（3
（

、
こ
ち
ら
で
は
米
や
銭
で
の
表
示
も
み
ら
れ
る
が
、
そ

れ
ら
も
す
べ
て
甲
銀
に
換
算
さ
れ
て
お
り
、
計
算
は
甲
銀
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
他
に
も
、
史
料
の
引
用
は
省
略
す
る
が
、
山
梨
郡
山
根
村（

（3
（

、
同
郡
千
塚
村（

（3
（

、
巨
摩
郡
下

条
西
割
村（

（3
（

、
同
郡
大
師
村（

（3
（

、
八
代
郡
十
嶋
村（

（3
（

な
ど
、
甲
斐
国
で
も
山
梨
・
八
代
・
巨
摩
郡
の

い
わ
ゆ
る
国
中
三
郡
で
は
、
甲
銀
に
よ
る
夫
銭
の
計
算
と
そ
れ
に
基
づ
く
負
担
の
割
付
が
広

く
行
わ
れ
て
い
た（

（3
（

。

　
（
二
）
都
留
郡
で
の
甲
銀
使
用
例

　
そ
れ
で
は
、
都
留
郡
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
一
般
に
、
甲
金
な
ど
の
「
甲
州
三
法
」
は
、

国
中
三
郡
独
自
の
制
度
と
さ
れ
、
都
留
郡
で
は
確
認
さ
れ
な
い
。
甲
金
の
「
補
助
貨
幣
」
で

あ
る
甲
銀
の
使
用
も
、
都
留
郡
で
は
さ
ほ
ど
広
く
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、
次
に
み
る

都
留
郡
与
縄
村
の
夫
銭
帳
に
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
銀
で
の
表
示
が
確
認
さ
れ
る
。

　
〔
史
料
６
〕（

（3
（

　
　
　
　
　
　
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
役
人

一
、
金
一
両
三
分
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
給
分

一
、
一
貫
八
百
　
　
　
御
役
所

　
　
　
六
十
文
　
　
　
　
年
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
屋
三
軒

一
、
一
貫
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
も
の

一
、
銀
五
十
三
匁
五
歩

　
　
　
銭
二
貫
九
百
文

　
　
　
　
　
あ
ぶ
ら
や

　
　
　
　
　
　
　
　
与
兵
衛

　
　
　
　
　
松
坂
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
治
右
衛
門

　
　
　
　
　
い
つ
み
や

　
　
　
　
　
　
　
　
半
右
衛
門

　
　
　
　
　
大
坂
や

　
　
　
　
　
　
　
　
武
左
衛
門
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一
、
百
三
十
八
匁
七
歩
五
厘

　
　
　
是
ハ
郡
中
一
統
御
頼
ニ
付
石
和
御
役
所
へ
上
納

（
中
略
）

惣（
割
印
）銀

合
一
貫
九
百
九
十
匁
九
歩
七
厘

　
　
此
掛
高

高
七
百
三
十
二
石
九
斗
九
升
六
合
本
途

新
田

（
中
略
）

　
小
以
二
十
一
石
九
斗
二
合
九
勺
　
諸
引

残
高
七
百
十
石
八
斗
九
升
三
合
一
勺

　
　
　
此
割

高
五
百
八
十
八
石
一
斗
九
升
八
号
六
勺
　
居
村

　
　
　
高
一
石
ニ
付

　
　
　
　
二
匁
四
歩
九
厘
宛

高
百
二
十
二
石
六
斗
九
升
四
合
五
勺
　
入
作

　
　
　
高
一
石
ニ
付

　
　
　
　
四
匁
二
歩
九
厘
宛

（
後
略
）

　
こ
れ
も
さ
き
に
見
た
紋
之
助
の
帳
簿
と
同
様
、
す
べ
て
の
項
目
を
甲
銀
に
合
算
し
て
示
し

て
い
る（

（2
（

。
さ
ら
に
、
村
で
の
夫
銭
の
割
付
に
あ
た
っ
て
も
、
甲
銀
が
計
算
の
基
礎
と
さ
れ
て

お
り
、
甲
銀
を
基
礎
的
な
単
位
と
し
て
使
用
し
て
い
る
状
況
が
確
認
さ
れ
る（

（2
（

。
ま
た
、

一
〇
〇
匁
を
超
え
る
よ
う
な
高
額
に
な
っ
て
も
甲
金
な
ど
へ
の
換
算
は
せ
ず
、
甲
銀
で
の
計

算
を
徹
底
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
よ
う
。

　
巨
摩
郡
上
今
井
村
の
五
味
家
文
書
に
も
、
い
く
つ
か
夫
銭
帳
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う

ち
、
寛
政
九
年
か
ら
天
保
一
三
年
ま
で
の
夫
銭
を
市
川
代
官
所
か
ら
尋
ね
ら
れ
た
際
に
作
成

さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
帳
簿
を
み
て
み
よ
う
。

　
〔
史
料
５
〕（

（2
（

一
、
寛
政
九
巳
年

　
　
　
是
者
相
知
不
申
候

（
中
略
）

文
政
元
寅
年

一
、
甲
銀
一
貫
二
十
二
匁
九
歩
五
厘

　
割
高
二
百
十
四
石
四
斗

　
　
高
一
石
ニ
付

　
　
銀
四
匁
七
歩
七
厘
一
毛

一
、
文
政
二
卯
年

　
　
　
是
ハ
相
知
不
申
候

文
政
三
辰
年

一
、
甲
銀
九
百
四
十
匁
一
歩
七
厘

　
割
高
二
百
十
四
石
四
斗

　
　
高
一
石
ニ
付

　
　
四
匁
三
歩
八
厘
五
毛

天
保
元
寅
年

一
、
同
一
貫
二
十
二
匁
六
歩
九
厘

　
割
高
二
百
十
四
石
四
石
四
斗

　
　
高
一
石
ニ
付

　
　
銀
四
匁
七
歩
七
厘

（
中
略
）

右
者
御
尋
ニ
付
書
面
通
（
衍
カ
）之

通
リ
取
調
奉
書
上
候
、
以
上

天
保
十
四
年
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甲
銀
四
八
匁
を
甲
金
一
両
に
換
算
し
て
、
甲
金
と
甲
銀
と
で
表
記
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の

後
は
甲
金
を
用
い
た
表
記
が
中
心
に
な
る
が
、文
化
一
四
年
、文
政
二
年
、同
三
年
、同
九
年
、

同
一
〇
年
は
甲
銀
の
み
の
数
値
が
示
さ
れ
る（

（2
（

。
こ
れ
に
つ
い
て
も
法
則
性
は
み
ら
れ
な
い
。

　
な
お
、よ
く
わ
か
ら
な
い
の
が
、銭
と
甲
銀
の
換
算
相
場
で
あ
る
。
近
接
す
る
日
付
で
あ
っ

て
も
、
数
値
が
異
な
る
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
文
化
七
年
の
三
月
二
二
日
に
紋
之
助
は

塩
を
買
う
た
め
に
四
〇
〇
文
を
借
り
て
お
り
、
こ
れ
は
甲
銀
換
算
で
二
匁
四
歩
三
厘
、
一
匁

あ
た
り
一
六
四
・
六
〇
九
一
文
で
あ
る
。
一
方
、
そ
の
六
日
後
の
二
八
日
に
用
途
は
不
明
だ

が
二
〇
〇
文
を
借
り
て
、
甲
銀
で
は
一
匁
二
歩
二
厘
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
匁
あ
た
り

一
六
三
・
九
三
四
四
文
と
な
る
。
わ
ず
か
六
日
の
間
に
、
銭
の
価
値
が
ほ
ん
の
少
し
上
が
っ

て
い
る
の
だ
。

　
他
に
も
、
文
政
元
年
九
月
一
四
日
に
は
、
祭
り
の
酒
代
と
し
て
五
六
文
が
、
同
じ
く
肴
代

と
し
て
同
日
に
六
四
文
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。
甲
銀
の
換
算
値
は
前
者
が
三
歩
六
厘
、
後
者

が
四
歩
一
厘
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
匁
あ
た
り
一
五
五
・
五
五
五
六
文
と
一
五
六
・
〇
九
七
六
文

に
あ
た
り
、
同
じ
日
に
約
〇
・
五
文
の
違
い
が
出
て
い
る
。

　
逆
に
一
致
す
る
事
例
と
し
て
、
文
政
三
年
を
と
り
あ
げ
た
い
。
三
月
一
四
日
に
貸
し
付
け

ら
れ
た
銭
二
〇
〇
文
は
一
匁
二
歩
三
厘
、
同
一
七
日
に
貸
し
付
け
ら
え
た
銭
四
〇
〇
文
は
甲

銀
二
匁
四
歩
六
厘
で
、
い
ず
れ
も
一
匁
あ
た
り
一
六
二
文
余
り
で
あ
る
。
四
月
七
日
、
同

二
七
日
、
六
月
一
七
日
、
同
二
五
日
に
は
銭
一
〇
〇
文
を
借
り
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
甲
銀
六
歩
二
厘
で
あ
っ
た
。
上
記
の
相
場
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
こ
は
六
歩
一
厘
五
毛
の
は

ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
帳
簿
で
は
、
甲
銀
へ
の
換
算
に
あ
た
っ
て
、
端
数
を
切
り
上

げ
て
処
理
を
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
同
じ
時
期
の
換
算
で
あ
っ
て
も
、
数

値
に
ず
れ
が
出
て
き
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
、
一
見
い
い
加
減
に

み
え
る
運
用
が
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
理
屈
で
理
解
さ
れ
て
い
た
の
か
、
手
が
か
り
は
な

い
。

　
銭
と
甲
銀
と
の
換
算
に
は
、
何
か
他
の
係
数
が
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
数
値
の
か
ら
く
り

は
今
も
っ
て
不
明
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
、
お
お
よ
そ
一
匁
あ
た
り
一
六
〇
文
程
度
、
一

文
あ
た
り
六
毛
程
度
と
幅
を
持
っ
た
数
値
で
と
ら
え
て
お
く
よ
り
な
い
。

　
二
　
甲
銀
使
用
の
広
ま
り

　
（
一
）
国
中
三
郡
で
の
甲
銀
使
用
例

　
八
代
郡
土
塚
村
の
古
屋
家
で
は
、
日
常
的
に
多
様
な
場
面
で
甲
銀
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

で
は
、
こ
れ
は
八
代
郡
の
一
地
域
で
の
み
み
ら
れ
る
状
況
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
甲

斐
国
内
で
の
甲
銀
使
用
の
一
般
性
を
確
認
す
る
た
め
、
国
内
他
地
域
で
の
使
用
事
例
を
集
め

て
み
る
。
た
だ
し
、
古
屋
家
の
よ
う
に
こ
う
し
た
分
析
に
適
し
た
史
料
が
ま
と
ま
っ
て
残
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
く
、
ま
た
使
用
状
況
を
み
る
と
い
っ
て
も
、
国
内
各
地
域
の
領
収

書
の
一
枚
一
枚
を
す
べ
て
分
析
す
る
こ
と
は
直
ち
に
は
で
き
な
い
。

　
そ
こ
で
、
古
屋
家
の
事
例
の
な
か
で
、
毎
年
甲
銀
が
用
い
ら
れ
て
い
た
夫
銭
に
つ
い
て
み

て
い
き
た
い
。
夫
銭
で
あ
れ
ば
、
お
よ
そ
甲
斐
国
内
の
各
地
域
の
状
況
を
概
観
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
甲
斐
国
内
の
い
く
つ
か
の
村
に
つ
い
て
、
夫
銭
の
書
き
上

げ
や
勘
定
帳
を
み
る
こ
と
で
、
甲
銀
の
使
用
状
況
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
土
塚
村
と
同
じ
八
代
郡
の
上
野
村
の
夫
銭
帳
を
見
て
み
よ
う
。

　
〔
史
料
４
〕（

（2
（

十
二
月
十
三
日

一
、
十
三
匁

　
　
　
是
ハ
免
割
之
節
仲
間
并
猟
師
元
〆
賄
代

同
十
四
日

一
、
十
五
匁
六
歩

　
　
　
是
ハ
御
年
貢
取
立
御
両
人
様
御
泊
り
会
所
諸
入
用

（
中
略
）

　
同
（
六
月
三
日
）日
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月 日 金額 甲銀換算 内容 備考
貸方
１月 10日 銭100文 伊勢御初穂
１月 11日 銭200文 才吉婚姻ニ付若衆祝儀として差出ス
１月 12日 銭193文 神沢紺屋染代払、但冬払之分
１月 28日 銭800文 かし
３月 ５日 銭616文 かし 割印あり
３月 15日 銭32文 かいのむきみ買代
３月 15日 銭12文 切元詰半把代かし
３月 21日 銀４匁 川田塩買代かし
３月 26日 銭100文 おゑつとの法事、香奠
３月 28日 銭300文 桶くれ代
４月 １日 甲金１分 かし、才吉甲府紺屋染賃
４月 ５日 銭200文 国分不幸香奠ニ遣ス
４月 19日 銀３匁 筵買代
４月 21日 銀１匁 桶や払かし
５月 18日 銀２歩５厘 茶買代
６月 ４日 甲金１分 是ハ彦六夏羽織買代払
７月 ５日 銭100文 墓参り入用かし
７月 ９日 銭100文 かし
７月 12日 銀６匁８歩２厘 夏夫銭、名主前納取越かし
７月 12日 文２朱 此銀５匁５厘 酒や払かし
７月 13日 銀８歩 長六へかし、又右衛門鎌代払
７月 15日 銭40文 小遣、かし 割印あり
７月 28日 銭200文 河口行入用
８月 ４日 銭69文 神沢紺や染代払かし
８月 25日 銭12文 砂糖買代かし
９月 ５日 銭200文 真綿惣ちんかし
９月 ８日 銀５匁８厘 旦紙一束代
９月 23日 銀３匁５歩 桶屋払
９月 24日 銭79文 清岩寺参内帰寺ニ付雑事入用かし
９月 26日 銭60文 油絞賃かし
10月 ２日 文２朱 塩買代かし
10月 13日 銭800文 此銀４匁９歩２厘 糸染代かし
12月 28日 銀５匁 旦紙一束代かし
大晦日 銀６匁７歩４厘 かし
大晦日 銀65匁５歩７厘 巳年御年貢・夫銭惣出方取越納

〆 甲金２分
銭３貫429文 此銀21匁１分
銀42匁２歩１厘
銀65匁５歩７厘 御年貢・夫銭取越かし 印あり

惣〆 甲金３両
銀10匁９歩１厘

従是預り方
正月 18日 文２両 此銀80匁４歩 山毛生代金預り 割印あり
不明 籾43桶 此米４斗８升４合 四月中旬米ニ仕立、吉右衛門小作納籾預、去辰年分御年貢

代銀62匁７歩９厘 預り、但し三斗七升替
５月 26日 甲金３両 蛹売代金預り
５月 26日 銭１貫200文 此銀７匁３歩８厘 預り
11月 ９日 文１分 此銀10匁１歩５厘 梯代、預り
不明 銀７匁２歩 是ハ龍兵衛ゟ半蔵売上ケ候田地代金、甲一両之利足

〆 甲金３両
銀167匁９歩２厘

前条貸方与預り方差引 銀156匁９歩９厘 預り過
内 甲金２両 要蔵ゟ畑請返し金取越かし引
引而 銀60匁９歩９厘 去巳年紋之助貸与預りとを差引、是丈まハり金、惣兵衛預り

又右之内ニ而
銀23匁４歩６厘 大キ田畑小作年貢、去巳年分
銭100文 才吉内恵林寺参詣小遣
銭114文 才吉へかし

銭二口合 銭214文 此銀１匁３歩２厘
都合 銀24匁７歩８厘 引
残而 銀36匁１歩１厘 ■預り過預り
外ニ 銀７匁２歩 預り、但蛹代金預り候利足、但シ七月ゟ利廻シニ致内、十月迄四ヶ月分

預〆 銀48匁４歩１厘

【表４】文政４年紋之助金銀遣取目録帳の内容
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月 日 金額 甲銀換算 内容 備考
貸方
正月 21日 文２朱 此銀５匁４歩２厘５毛 甲府江行とて
正月 ６日 銭300文 （不明）
正月 21日 銀３匁 （不明）
２月 朔日 銭100文 （不明）
２月 15日 文２朱 此銀５匁４歩５厘 是ハ薬礼遣スよし
２月 27日 文２朱 是ハ若松おくの屋縁談ニ付餞別につかハすとて
２月 29日 銭200文 （不明）
２月 27日 銭100文 是ハ海福院入院見舞
３月 ２日 銭400文 是ハ八千蔵村勘之丞殿死去ニ付香奠ニつかハすよし
４月 ３日 文２朱 此銀５匁５歩 甲府江行とて
４月 ３日 銭300文 甲府ニて糸染代之由
５月 朔日 銭200文 此銀１匁２歩６厘 大工払之由
６月 17日 銀４歩 井戸鉤代府中買取越かし
６月 17日 銭12文 にんしん種代取越かし
６月 25日 銀１匁２厘 才吉墨筆誂代取越かし
６月 23日 銀２匁 甲府諸買物
６月 17日 銭48文 伽羅油一棹代取越かし
６月 24日 銭100文 （不明）
７月 13日 銀４匁２歩６厘 是ハ源次右衛門殿酒代払自分ゟ使之人江直ニ相払申候
７月 21日 銀14匁１歩１厘 夏夫銭名主前取越納
７月 29日 銭200文 此銀１匁２歩６厘 専左衛門殿死去香奠ニ遣スよし
８月 15日 銭100文 （不明）
９月 11日 文２朱 此銀５匁３歩７厘５毛 是ハ川田江塩買ニ行とて
９月 28日 銭200文 新八殿江産屋明之祝儀
９月 30日 甲金１分２朱 是ハ専左衛門死去期無尽発記半口分加入、但シ取越懸ケ申候
10月 10日 銀１匁２厘 是ハ梯代金之返し遣スよし、是ハ心得違ニ而書付候ニ付渡し申候
10月 10日 銭200文 是も同断
10月 10日 銀１匁２厘 桶屋払のよし
10月 ４日 銀１匁３歩５厘 甲府和田平紺屋糸染代払いかし
11月 23日 銭１貫800文 此銀11匁８歩４厘 八幡江畳表買ニ行とて
11月 23日 銭50文 油一棹府中買取越かし
11月 27日 銭200文 府中行之節かし
11月 28日 銭500文 畳屋払にとて
閏11月 12日 銭100文 （不明）
不明 銀１匁９歩 炭代取越かし、帳順前後
閏11月 26日 銭100文 伊勢御初穂に上ルとて
極月 12日 文２朱 此銀５匁４歩２厘５毛 甲府買物
10月 13日 文２両 此銀87匁２歩 御年貢納
11月 23日 銀14匁５歩３厘 同断
11月 23日 銀14匁２歩６厘 冬夫銭

〆 銀210匁２厘
銭３貫12文 此銀19匁２歩８厘

合 銀229匁３歩 取越貸方

預方
正月 21日 甲金１両３分３朱 寄沢口山毛生売代預り
２月 24日 銀２匁 真綿売代預り
不明 銭50文 塩誂代かり
不明 銭50文 同断
不明 籾９俵５桶 代銀113匁１歩４厘 申ノ秋小作籾并手作、此米九斗九升也、但甲一両ニ付四斗二升替
６月 ８日 銀２匁 桑売代預り
６月 ８日 甲金１両３分３朱 蛹代金預り
６月 ８日 銭１貫200文 此銀７匁５歩８厘 同断
７月 15日 甲金1分２朱 車屋敷地年貢古未進預り
10月 10日 銀11匁 梯代預り
11月 22日 銀２匁５歩 八幡表代かり
11月 銀３匁 糸売代預り、上矢作利右衛門ニ売ル
不明 銀６匁 畳屋仕賃払かり
極月 25日 甲金1分２朱 神沢直右衛門腰巻小作田地荒役之内取則預り
預り〆 甲金４両也

銀149匁８歩２厘也
銭96文也 此銀６歩４厘

右金銀合 甲金７両
銀６匁４歩６厘

前条貸方与差引 銀112匁1歩6厘 預り過 印あり

【表３】文化10年紋之助金銀遣取目録帳の内容



文
化
八
年
の
三
分
と
比
べ
れ
ば
実
に
一
二
倍
に
達
し
て
い
る
。
古
屋
家
が
所
在
し
た
八
代
郡

は
養
蚕
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
地
域
で
あ
り
、
そ
の
成
否
が
家
の
経
営
そ
の
も
の
を
大
き
く
左

右
し
て
い
た
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
る（

（2
（

。
そ
の
よ
う
な
目
で
見
る
と
、
文
政
八
年
に
桑
代

が
大
き
な
支
出
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
納
得
で
き
る
。

　
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
れ
ら
繭
の
売
却
代
金
が
甲
金
で
表
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ

は
今
回
扱
っ
て
い
る
帳
簿
で
一
貫
し
て
い
る
。
繭
も
高
額
商
品
の
一
種
と
し
て
、
あ
る
程
度

ま
と
ま
っ
た
量
で
取
引
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
っ
ぽ
う
で
山
繭
に
つ
い
て
は
、
甲
金

で
表
記
さ
れ
る
年
と
、
金
で
表
記
さ
れ
る
年
が
あ
り
、
一
定
し
て
い
な
い
。
他
に
も
無
尽
の

掛
金
や
、
紺
屋
の
染
賃
な
ど
、
甲
金
で
表
記
さ
れ
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
と
が
あ
る
費

目
が
確
認
さ
れ
る
。
ほ
ぼ
す
べ
て
が
甲
金
で
表
示
さ
れ
て
い
る
土
地
の
購
入
代
金
や
繭
の
売

却
代
金
は
、
こ
う
し
た
日
常
的
な
出
費
と
は
あ
る
程
度
区
別
さ
れ
る
、
大
き
な
取
引
で
あ
っ

た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
（
三
）
甲
銀
使
用
の
特
徴

　
先
に
費
目
に
よ
っ
て
甲
金
だ
け
で
表
記
さ
れ
る
も
の
、
甲
金
で
表
記
さ
れ
る
と
は
限
ら
な

い
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
よ
う
な
帳
簿
の
記
述
上
の
特
徴
は
、
他
に
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　
個
別
の
費
目
に
銀
に
換
算
し
た
数
値
を
示
す
か
ど
う
か
は
、
年
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。

文
化
七
年
の
よ
う
に
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
金
や
銭
を
甲
銀
に
換
算
し
て
示
す
年
も
あ
れ
ば
、
文

化
九
年
に
は
銭
の
銀
へ
の
換
算
値
は
示
さ
れ
ず
、
金
の
換
算
値
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
文
化

一
一
年
の
帳
簿
で
は
ほ
ぼ
銀
に
換
算
し
た
数
値
が
示
さ
れ
な
く
な
る
が
、
文
化
一
三
年
に
は

ま
た
ほ
ぼ
す
べ
て
銀
で
の
値
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
費
目
ご
と
に
銀
の
値
を
示
す
か

ど
う
か
は
年
に
よ
っ
て
異
な
り
、
特
段
の
法
則
性
は
見
出
さ
れ
な
い
。

　
総
額
表
示
は
、
文
化
七
年
か
ら
九
年
ま
で
は
甲
金
も
す
べ
て
甲
銀
に
換
算
し
て
合
算
さ
れ

て
い
る
。
文
化
一
〇
年
に
は
、「
預
り
方
」
に
つ
い
て
は
総
額
を
甲
銀
で
合
算
し
た
う
え
で
、
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月 日 金額 甲銀換算 内容 備考
貸方
正月 ３日 銀５匁 秋葉懸銭取越かし
不明 銭60文 此銀３歩８厘 正二月日懸取越かし
正月 22日 銭200文 此銀１匁２歩１厘 かし
２月 15日 銭200文 此銀１匁２歩１厘 かし
不明 銭８文 此銀５厘 去々午年名主寄集銭入落
不明 銀１匁５歩 去々午春籾七俵半ひき賃入落、但一俵ニ付二歩かかり
不明 銀１匁５歩 去未年春籾七俵四桶ひき賃払かし
３月 15日 銭300文 此銀１匁８歩４厘 かし
３月 16日 銭24文 此銀１歩１厘 おしけ丈へ渡かし
４月 ３日 銀９歩 笠代かし
４月 銀93匁９歩２厘 桑代取越かし
７月 ４日 甲金１分 府中へ行とてかし
不明 銀７匁９歩９厘 未ノ夏夫名主前不納かし
不明 銭184文 此銀１匁１歩５厘 閏二月ゟ七月迄六ヶ月分日懸取越納かし
８月 20日 銀４匁２歩 五兵衛塩買代払ニとてかし
９月 15日 銭400文 草津飛脚江遣スとてかし
極月 ４日 銭124文 此銀７歩７厘 伊勢御初穂取越かし
極月 13日 銭75文 此銀４歩８厘 薬代取越かし
不明 銀140匁８厘 極月廿一日迄追々、未年惣御年貢・夫銭名主前出方取越納かし
極月 21日 銭124文 此銀７歩７厘 日懸ケ四ヶ月分名主前取越納かし
極月 21日 銭40文 風祭り集銭雑事二度分、名主前出金取越かし
極月 23日 銀６匁２歩７厘 節買物取越かし
極月 大晦日 甲金２分 北条畑買代金取越かし
右貸方〆 銀305匁４歩 新屋年中惣諸入用出方也 印あり

預り方
不明 籾７俵４桶 代99匁７歩８厘 去々午年直右衛門小作年貢籾并手作籾籾共、右米ニ積りて六俵与一升
閏２月 ８日 銭100文 此銀６歩１厘 甲府買物代かり
６月 ２日 甲金３分 蛹代金預り
７月 ３日 銀３匁２分 府中買物代かり
不明 銭72文 此銀４歩６厘 塩あつらへ代かり
８月 12日 甲金１分 車屋四郎兵衛ゟ年貢之由預り
不明 銭40文 此銀２歩６厘 かうじ代かり
９月 23日 甲金１分 梯代預り
右預り〆 銀164匁３歩１厘 印あり
前貸方差引 銀141匁９厘 入金不足貸シ

【表２】文化８年紋之助金銀遣取目録帳の内容



を
眺
め
る
と
、
額
の
大
き
な
も
の
と
し
て
、
四
月
条
の
「
桑
代
」
九
三
匁
余
り
と
日
付
不
明

の
「
未
年
惣
御
年
貢
・
夫
銭
」
の
一
四
〇
匁
余
り
が
目
に
付
く
。
そ
れ
ぞ
れ
の
数
値
が
ど
の

よ
う
な
意
味
を
持
つ
か
は
、
他
の
年
と
比
較
す
る
な
か
で
検
討
し
よ
う
。

　【
表
３
】
の
文
化
一
〇
年
は
一
一
三
匁
余
り
の
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
年
で
あ
る
。
文
化
八
年

に
最
大
の
支
出
と
な
っ
た
年
貢
と
夫
銭
に
つ
い
て
、
こ
の
年
は
一
〇
月
一
三
日
に
年
貢
と
し

て
文
二
両
（
銀
八
七
匁
二
歩
）、
同
じ
く
年
貢
と
し
て
一
一
月
二
三
日
に
一
四
匁
余
り
、
夫

銭
と
し
て
夏
と
冬
に
一
四
匁
余
り
を
支
出
し
て
お
り
、
足
し
合
わ
せ
る
と
一
三
〇
匁
余
り
と

な
る
。
先
の
文
化
八
年
の
年
貢
・
夫
銭
の
負
担
に
は
や
や
足
ら
な
い
が
、
ほ
ぼ
同
様
の
負
担

で
あ
っ
た
と
み
て
お
き
た
い（

（2
（

。
そ
れ
を
除
く
と
こ
の
年
に
は
大
き
な
支
出
は
見
当
た
ら
な
い
。

　
続
け
て
収
入
を
見
比
べ
よ
う
。
額
が
大
き
い
の
は
「
小
作
籾
并
手
作
」
の
籾
で
あ
る
。
米

の
豊
凶
や
相
場
に
よ
っ
て
大
き
く
高
下
が
あ
る
が
、
お
よ
そ
一
〇
〇
匁
前
後
の
収
入
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
先
の
年
貢
や
夫
銭
と
同
様
、
毎
年
あ
る
程
度
の
額
に
な
る
も

の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
、年
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
も
の
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
文
化
一
〇
年
の
「
預

り
方
」
で
目
に
付
く
の
が
、「
寄
沢
口
山
毛
生
売
代
」
と
蛹
代
で
あ
る
。
こ
の
蛹
は
蚕
の
繭
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
繭
代
に
つ
い
て
は
、
文
化
八
年
に
甲
金
三
分
で
あ
っ
た
も
の
が
、
文
化

一
〇
年
に
は
甲
金
一
両
三
分
三
朱
と
倍
以
上
に
増
え
て
い
る
。「
山
毛
生
」
は
お
そ
ら
く
山
繭

（
天
蚕
）
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
も
養
蚕
の
稼
ぎ
と
み
て
よ
い
。
こ
の
年
は
養
蚕
の
当

た
り
年
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
収
入
が
大
き
く
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
続
け
て
【
表
４
】
の
文
政
四
年
を
み
て
い
く
。
こ
の
年
は
期
間
を
通
じ
て
最
大
の
黒
字
と

な
っ
た
。

　
支
出
の
面
で
は
、
特
に
大
き
な
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
年
貢
・
夫
銭
も
大
晦
日
に
六
五

匁
余
り
を
計
上
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
文
化
一
〇
年
の
そ
れ
の
お
よ
そ
半
額
で

あ
り
、
何
ら
か
の
理
由
で
半
分
の
み
を
古
屋
本
家
か
ら
借
り
て
調
達
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
収
入
で
目
を
引
く
の
は
、や
は
り
蛹（
繭
）の
売
却
金
が
三
両
と
極
め
て
大
き
い
点
で
あ
る
。
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和暦 西暦 貸方〆 預り方〆 差引
文化７ 1810 231匁３歩８厘 259匁５歩１厘 ＋28匁１歩３厘
文化８ 1811 305匁４歩 164匁３歩１厘 −141匁９厘
文化９ 1812 213匁５歩４厘 206匁１歩３厘 −７匁４歩１厘
文化10 1813 229匁３歩 ７両・６匁４歩６厘 ＋113匁１歩６厘
文化11 1814 ５両１分２朱・５歩３厘 ３両３分・２匁４歩９厘 −76匁４厘
文化12 1815 ５両２分・２匁３歩４厘 ５両３分２朱・１匁５歩２厘 ＋17匁４歩８厘
文化13 1816 ５両２朱・10匁２歩３厘 ３両３分・４匁２厘 −72匁３厘
文化14 1817 205匁２歩７厘 ２両２朱・157匁６歩５厘 ＋54匁３歩８厘
文政元 1818 ５両１分２朱・銀２匁９歩６厘 ５両３朱・７歩１厘 −11匁１歩９厘
文政２ 1819 237匁２歩１厘 235匁２歩７厘 −１匁９歩４厘
文政３ 1820 270匁５歩５厘７毛 ３両１分・85匁６歩４厘 −28匁９歩１厘７毛
文政４ 1821 ３両・10匁９歩１厘 ３両・167匁９歩２厘 ＋157匁１厘
文政５ 1822 ７両１分・２匁４歩８厘 ６両３分２朱・５匁５歩１厘５毛 −14匁９歩６厘５毛
文政６ 1823 ４両・５匁７毛５才 ４両１分・７歩 ＋６匁９歩５厘
文政７ 1824 ２分・212匁５歩４厘 １両２分２朱・104匁８厘 −53匁７歩４厘
文政８ 1825 230匁６歩９厘 361匁９歩４厘 ＋131匁２歩５厘
文政９ 1826 17匁２歩３厘 119匁７歩６厘 ＋102匁５歩３厘
文政10 1827 25匁８歩 25匁２歩 −６歩

史料にみえる「貸方〆」と「預り方〆」を甲銀に換算し、「差引」を算出した。そのため、史料の差引勘定とは数
値が異なる年がある。甲金の換算は、１両＝48匁、１分＝12匁、１朱＝３匁とした。

【表１】文化７年から文政10年までの紋之助の「貸方〆」と「預り方〆」
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に
現
れ
る
甲
金
は
合
計
一
両
一
分
で
あ
り（

（1
（

、
そ
の
ほ
か
の
数
値
を
銀
で
足
し
合
わ
せ
る
と

一
〇
四
匁
三
歩
一
厘
と
な
る
。
帳
簿
内
に
示
さ
れ
た
「
貸
方
」
の
合
計
値
、
銀
一
六
四
匁
三

歩
一
厘
か
ら
こ
れ
を
引
く
と
ち
ょ
う
ど
六
〇
匁
と
な
り
、
こ
れ
が
甲
金
一
両
一
分
に
相
当
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
甲
金
一
両
あ
た
り
四
八
匁
と
い
う
相
場
に
合
致
す
る
。

　
す
な
わ
ち
こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
銀
は
、
す
べ
て
甲
銀
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら

の
帳
簿
で
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
貨
幣
な
ど
が
甲
銀
に
換
算
さ
れ
た
う
え
、
甲
銀
で
収
支
計
算

が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
そ
の
割
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
再
び
〔
史
料
３
〕
の
典
拠
と
な
る
「
文
化
七
年

紋
之
介
金
銀
遣
取
目
録
帳
」
を
み
よ
う
。「
貸
方
」
に
記
さ
れ
た
数
値
に
つ
い
て
、
銀
で
示
さ

れ
た
も
の
は
合
計
二
五
七
匁
一
歩
三
厘
、
文
政
小
判
で
示
さ
れ
た
も
の
を
銀
に
換
算
し
た
数

値
は
合
計
二
六
匁
四
歩
二
厘
五
毛
、
同
じ
く
銭
は
一
一
匁
二
歩
七
厘
と
な
る
。
圧
倒
的
に
銀

で
の
取
引
が
多
く
、
全
体
の
七
割
を
超
え
る（

（2
（

。
い
っ
ぽ
う
で
「
預
り
方
」
に
つ
い
て
は
、
先

に
み
た
よ
う
に
総
額
二
五
九
匁
余
り
の
う
ち
一
一
九
匁
が
甲
金
で
の
収
入
と
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
に
続
い
て
籾
が
銀
で
換
算
し
て
九
九
匁
余
り
と
な
っ
て
い
る（

（2
（

の
に
対
し
、
銀
で
の
収
入

は
二
三
匁
四
歩
、
銭
で
の
収
入
は
一
貫
七
八
文
、
銀
換
算
で
七
匁
一
歩
二
厘
に
と
ど
ま
る
。

　
す
な
わ
ち
紋
之
助
の
支
出
（「
貸
方
」）
は
甲
銀
の
比
率
が
高
く
、
収
入
に
相
当
す
る
「
預

り
方
」
は
甲
金
の
比
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
違
い
が

生
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
費
目
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

　
ま
ず
支
出
に
つ
い
て
、
単
に
「
か
し
（
貸
し
）」
と
あ
る
だ
け
で
用
途
が
明
ら
か
で
な
い

支
出
も
多
い
が
、
目
立
つ
の
は
日
付
不
明
の
「
御
年
貢
惣
出
方
」
銀
一
二
〇
匁
七
歩
二
厘
で

あ
り
、
実
に
総
支
出
の
半
額
近
く
を
占
め
て
い
る
。
翌
八
年
に
は
「
惣
御
年
貢
・
夫
銭
」
と

し
て
銀
一
四
〇
匁
余
り
が
支
出
さ
れ
て
お
り
、
続
く
文
政
九
年
に
も
、「
大
小
切
石
代
」
と
し

て
文
政
小
判
二
両
一
分
、
銀
に
換
算
し
て
九
八
匁
一
歩
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。
他
の
年
も
、

お
お
よ
そ
支
出
の
半
分
程
度
は
こ
う
し
た
租
税
関
係
（
特
に
夫
銭
）
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
費

目
に
特
に
銀
で
の
高
額
支
出
が
目
立
つ
。
そ
の
ほ
か
は
布
や
桶
、
筵
な
ど
、
日
用
品
の
購
入

に
際
し
て
紋
之
助
に
銀
が
貸
し
付
け
ら
れ
て
お
り
、
時
折
高
額
な
も
の
も
み
ら
れ
る
が
、
お

お
よ
そ
二
〇
匁
以
内
の
取
引
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
収
入
に
つ
い
て
は
、
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
銀
の
割
合
は
少
な
く
、
甲
金
の
割
合
が
高
い
。

そ
の
内
訳
は
、
こ
れ
も
単
に
「
預
り
」
と
さ
れ
て
不
明
な
も
の
も
多
い
が
、
桑
や
蛹
の
売
却

代
金
な
ど
、
あ
る
程
度
の
規
模
の
商
取
引
の
よ
う
で
あ
る（

（2
（

。
銀
で
の
収
入
と
な
っ
た
も
の
は
、

大
豆
代
八
匁
、
桑
「
二
し
よ
い
」
代
七
匁
な
ど
、
少
額
の
取
引
が
多
か
っ
た
。

　
一
般
に
甲
金
の
用
途
と
し
て
は
、
年
貢
上
納
や
土
地
の
取
引
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
い
ず

れ
も
高
額
取
引
で
あ
り
、
甲
金
は
日
常
的
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
紋
之
助
の
家
の
よ
う
に
、
家
産
に
恵
ま
れ
た
家
で
は
、
大
規
模
な
取

引
を
甲
金
で
、
小
規
模
で
日
常
的
な
取
引
を
甲
銀
で
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

年
貢
以
外
に
さ
ほ
ど
大
き
な
支
出
が
な
い
「
貸
方
」
は
甲
銀
が
多
く
、「
預
り
方
」
は
甲
金
が

多
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
二
）
帳
簿
の
費
目
と
甲
金
・
甲
銀

　
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
紋
之
助
の
収
支
記
録
は
十
数
年
に
わ
た
っ
て
連
続
し
て
残
さ
れ

て
い
る
。こ
れ
を
通
し
て
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。そ
れ
ぞ
れ
の
年
の
総
額
を
示
す
と
、【
表

１
】
の
通
り
で
あ
る
。

　
収
支
は
年
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、「
預
り
方
」
が
「
貸
方
」
を
上
回
っ
た
年
、
す
な
わ
ち
紋

之
助
の
収
支
が
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
年
は
一
八
年
間
の
う
ち
八
年
分
で
あ
り
、
あ
と
は
マ
イ
ナ

ス
で
あ
っ
た
。
文
政
四
年
の
一
五
七
匁
一
厘
の
プ
ラ
ス
が
最
高
で
、
最
低
は
文
化
八
年
の

一
四
一
匁
九
厘
の
マ
イ
ナ
ス
と
、
振
れ
幅
が
非
常
に
大
き
い
。
こ
の
よ
う
な
経
営
の
不
安
定

さ
は
、
い
っ
た
い
何
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
具
体
的
に
個
別
の
年
を
み
て
い
こ
う
。
特

に
収
支
の
幅
の
大
き
い
文
化
八
年
、
同
一
〇
年
、
文
政
四
年
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
た
い
。

　
【
表
２
】
の
よ
う
に
、
文
化
八
年
は
一
四
一
匁
九
厘
と
、
史
料
が
残
っ
て
い
る
期
間
を
通

じ
て
最
大
の
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
た
。
こ
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。「
貸
方
」（
支
出
）
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一
、
甲
金
一
分
　
　
　
　
　
　
　
去
々
巳
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
田
ニ
而
買
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
候
桑
代

二
月
晦
日

　
一
、
銀
八
匁
　
　
　
　
　
　
　
　
大
豆
代
預
り

　
一
、
同
六
匁
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り
こ
代
預
り

　
一
、
籾
三
俵
　
　
　
　
　
　
　
　
預
り

　
　
　
此
米
三
斗

　
　
　
　
代
三
十
九
匁
一
歩
六
厘

三
月
六
日

　
一
、
甲
金
一
分
　
　
　
　
　
　
　
よ
り
こ
代
預
り

（
中
略
）

右
預
り
〆

　
銀
二
百
五
十
九
匁
五
歩
一
厘

　
　
前
貸
方
差
引

　
　
廿
八
匁
一
歩
三
厘

　
　
　
外
ニ
五
歩
種
蛹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
預
り
と
成
申
候

　
　
　
不
足
之
分
加
入

　
是
丈
新
屋
去
年
身
上
ま
ハ
り
金
也

　
前
半
の
「
貸
方
」
は
、
古
屋
本
家
か
ら
紋
之
助
が
借
り
た
金
銭
、
後
半
の
「
預
り
方
」
は

古
屋
本
家
が
紋
之
助
か
ら
預
か
っ
た
（
借
り
た
）
金
銭
を
書
き
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

が
紋
之
助
の
家
の
全
収
支
を
示
す
と
は
い
え
な
い
点
に
は
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
の
「
貸
方
」
は
紋
之
助
の
支
出
、「
預
り
方
」
は
収
入
と
読
み
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
読
し
て
気
づ
く
よ
う
に
、
紋
之
助
の
支
出
と
収
入
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
す
べ
て
が
銀
で
表

記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
甲
金
」
に
は
み
ら
れ
な
い
が
、「
文
」
こ
と
文
政
小
判
で
あ
ろ

う
金
や
、
銭
に
つ
い
て
も
銀
に
換
算
し
た
数
値
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
貸
方
・

預
方
と
も
銀
で
合
計
値
が
出
さ
れ
、
差
引
が
行
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
、
収
支

計
算
が
す
べ
て
銀
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
銀
は
、〔
史
料
３
〕
の
三
月
六
日
条
で
、
文
一
分
二
朱
が
一
五
匁
七
歩
五
厘
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
金
一
両
あ
た
り
四
二
匁
と
な
る
。
同
様
に
四
月
二
一
日
条
で
は
文
二
朱
が

五
匁
二
歩
七
厘
五
毛
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
両
あ
た
り
に
直
す
と
四
二
匁
二
分
と
な
る
。

極
月
二
九
日
条
で
は
、
文
二
朱
が
五
匁
四
歩
と
な
っ
て
お
り
、
一
両
あ
た
り
は
四
三
匁
二
分

と
な
る
。
一
般
に
文
政
小
判
の
銀
相
場
は
六
〇
匁
強
と
さ
れ
て
い
る（

（1
（

の
で
、
こ
の
銀
が
一
般

に
用
い
ら
れ
た
銀
だ
と
す
る
と
、
ず
い
ぶ
ん
銀
高
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
い
っ
ぽ
う
、

『
甲
斐
国
志
』
に
は
、

　
〔
史
料
４
〕（

（1
（

（
甲
銀
を
、
引
用
者
註
）
甲
金
ニ
両
替
ス
ル
ニ
、
文
金
十
両
ニ
甲
金
九
両
替
ナ
ラ
バ
、

金
一
両
四
十
三
匁
二
分
ト
ス

と
あ
り
、
先
に
見
た
帳
簿
の
数
値
と
一
致
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
銀
は
、
甲
銀
と
考
え
ら

れ
る
。

　
〔
史
料
３
〕
の
帳
簿
で
、
甲
金
が
現
れ
る
の
は
「
預
り
方
」
の
五
か
所
の
み
で
あ
る
。
そ

の
合
計
は
二
両
二
分
で（

（1
（

、
そ
の
ほ
か
を
銀
に
換
算
し
た
数
値
を
足
し
合
わ
せ
る
と
、
一
四
〇

匁
五
厘
と
な
る
。
帳
簿
の
末
尾
に
示
さ
れ
た
「
預
り
方
」
の
合
計
は
、
銀
で
二
五
九
匁
五
歩

一
厘
と
さ
れ
て
お
り
、
先
の
甲
金
以
外
の
数
値
を
こ
こ
か
ら
引
く
と
、
一
一
九
匁
四
歩
六
厘

と
な
る
。
こ
れ
が
二
両
二
分
に
相
当
す
る
銀
の
数
値
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
一
両
あ
た

り
の
数
値
に
直
す
と
、
四
七
匁
七
歩
八
厘
四
毛
と
な
る
。
先
学
の
指
摘
す
る
、
甲
金
一
両
が

甲
銀
四
八
匁
と
い
う
甲
銀
相
場
に
近
似
し
て
い
る
。

　
も
う
一
例
検
討
し
よ
う
。〔
史
料
３
〕
の
翌
年
、
文
政
八
年
の
帳
簿（

（1
（

で
も
、「
貸
方
」
に
現

れ
る
甲
金
以
外
の
文
政
小
判
や
銭
な
ど
は
す
べ
て
銀
に
換
算
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
こ
で
「
貸
方
」
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一
　
甲
銀
の
使
用
実
態

　
（
一
）「
紋
之
助
金
銀
貸
与
預
り
仕
訳
目
録
帳
」

　
甲
斐
国
に
お
け
る
日
常
的
な
貨
幣
の
使
用
状
況
を
知
る
た
め
、
八
代
郡
土
塚
村
（
現
笛
吹

市
）
の
名
主
を
務
め
た
古
屋
家
に
伝
わ
っ
た
古
文
書
か
ら
、
あ
る
帳
簿
を
み
て
い
き
た
い
。

　
家
伝（

（1
（

に
よ
れ
ば
、
古
屋
惣
兵
衛
専
蔵
は
武
田
家
臣
で
あ
っ
た
古
屋
織
部（

（1
（

か
ら
七
代
の
子
孫

と
い
い
、
元
文
三
（
一
七
三
八
）
年
の
春
に
生
ま
れ
、
文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
一
〇
月
に

没
し
た
ら
し
い
。
長
男
定
次
郎
、
次
男
紋
之
助
を
は
じ
め
と
す
る
男
女
九
人
の
子
供
に
恵
ま

れ
た
。
惣
兵
衛
が
家
督
を
継
承
し
た
時
点
で
は
さ
ほ
ど
裕
福
で
は
な
か
っ
た
と
い
い
、
江
戸

と
の
商
い
に
成
功
し
、
家
の
経
営
を
安
定
さ
せ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
古
屋
家
で
は
、
惣
兵
衛
の
次
男
紋
之
助
（
紋
之
介
と
も
）
が
、
父
の
惣
兵
衛
お
よ
び
兄
定

次
郎
（
の
ち
の
惣
兵
衛
）、
す
な
わ
ち
古
屋
本
家
と
の
間
で
金
銭
や
米
な
ど
の
品
物
を
や
り

と
り
し
た
帳
簿
が
、
文
化
七
年
か
ら
文
政
一
〇
（
一
八
二
七
）
年
ま
で
の
一
八
年
分
、
連
続

し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
紋
之
助
は
、
寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
頃
に
本
家
か
ら
独
立
し
て
生

計
を
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
み
ら
れ（

（1
（

、
資
料
中
で
は
「
新
屋
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ

と
も
あ
る
。

　
さ
て
そ
の
紋
之
助
と
古
屋
本
家
が
や
り
取
り
し
た
金
銭
に
つ
い
て
、
史
料
に
は
次
の
よ
う

に
あ
ら
わ
れ
る
。

　
〔
史
料
３
〕（

（1
（

　
　
　
貸
方

三
月
六
日

　
一
、
銀
六
匁
八
歩
　
　
　
　
　
　
嶋
布
一
反
代

三
月
十
六
日

　
一
、
文
一
分
二
朱
　
　
　
　
　
　
黒
鍬
普
請

　
　
　
此
銀
十
五
匁
七
歩
五
厘
　
　
作
料
払
と
て
か
し

三
月
廿
二
日

　
一
、
銭
四
百
文
　
　
　
　
　
　
　
川
田
江
塩
買
ニ

　
　
　
此
銀
二
匁
四
歩
三
厘
　
　
　
行
と
て
か
し

三
月
廿
八
日

　
一
、
同
二
百
文
　
　
　
　
　
　
　
か
し

　
　
　
此
銀
一
匁
二
歩
二
厘

四
月
三
日

　
一
、
銀
七
匁
七
歩
五
厘
　
　
　
　
府
中
諸
買

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
ニ
と
て
か
し

四
月
十
三
日

　
一
、
同
一
匁
二
歩
　
　
　
　
　
　
桶
屋
払
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
て
か
し

四
月
十
九
日

　
一
、
銭
百
文
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し

　
　
　
此
銀
六
歩
一
厘

四
月
二
十
一
日

　
一
、
文
二
朱
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
づ
き
買
ニ

　
　
　
此
銀
五
匁
二
歩
七
厘
五
毛
　
行
と
て
か
し

（
中
略
）

右
貸
方
〆

　
銀
二
百
三
十
一
匁
三
歩
八
厘

　
　
年
中
新
屋
惣
諸
入
用
方
也

　
預
り
方

巳
年
勘
定
入
落
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榎
本
宗
次
氏（
２
）の

先
駆
的
業
績
が
あ
る
。
榎
本
氏
は
、
津
軽
藩
・
加
賀
藩
な
ど
を
例
に
、
領
国

貨
幣
の
使
用
実
態
と
、
そ
れ
が
幕
府
金
銀
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
く
過
程
を
分
析
し
た
。
こ

れ
ま
で
近
世
の
貨
幣
に
関
し
て
は
、
様
々
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
が（
３
）、

そ
の
多
く
は
銭
貨
を
中

心
に
中
世
と
の
比
較
や
そ
の
連
続
性
を
述
べ
る
も
の
が
多
く
、
甲
州
金
の
よ
う
に
、
近
世
の

特
定
地
域
に
お
け
る
多
様
な
貨
幣
流
通
を
と
ら
え
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、
安
国
良

一
氏（
４
）や
高
木
久
史
氏（
５
）は
、
地
域
に
即
し
て
中
世
末
期
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
金
銀
、
そ
し
て

銭
の
使
用
実
態
の
変
遷
を
示
し
、
近
世
的
な
貨
幣
制
度
の
確
立
過
程
を
示
し
た
。
た
だ
し
こ

れ
ら
の
先
行
研
究
は
、
全
国
的
な
貨
幣
制
度
の
統
一
に
帰
結
し
て
い
き
、
特
に
近
世
中
後
期

に
は
、
そ
こ
か
ら
漏
れ
た
領
国
貨
幣
は
、
あ
た
か
も
存
在
し
な
い
か
の
よ
う
な
感
さ
え
う
け

る
。

　
そ
の
な
か
で
、
近
世
の
甲
斐
国
独
特
の
幣
制
で
あ
る
甲
州
金
に
つ
い
て
分
析
し
た
西
脇
康

氏
の
一
連
の
業
績（
６
）は

、
文
献
史
料
に
基
づ
く
甲
州
金
研
究
の
最
先
端
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
西

脇
氏
は
、
残
存
す
る
甲
州
金
の
実
物
と
文
献
史
料
か
ら
、
戦
国
期
か
ら
近
世
末
期
ま
で
の
甲

州
金
の
使
用
に
つ
い
て
見
通
し
て
み
せ
た
。「
地
方
凡
例
録
」
な
ど
に
よ
り
、
存
在
だ
け
が
広

く
認
識
さ
れ
て
い
た
甲
州
金
に
つ
い
て
、
西
脇
氏
は
そ
の
実
態
を
総
合
的
に
示
し
て
み
せ
た

の
で
あ
る
。『
山
梨
県
史
』
の
近
世
の
甲
州
金
に
関
す
る
記
述（
７
）も
、
西
脇
氏
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
端
的
に
甲
州
金
の
成
立
か
ら
廃
止
に
至
る
過
程
に
つ
い
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
本
稿
で
扱
う
甲
銀
に
つ
い
て
は
、「
近
世
甲
州
の
金
融
慣
行
と
し
て
「
甲
銀
」
な

る
表
現
が
証
文
類
に
散
見
さ
れ
る
」、「
甲
州
金
に
換
算
し
た
銀
建
て
表
示
」
と
し
、『
甲
斐
国

志
』
に
示
さ
れ
た
甲
金
と
の
換
算
相
場
を
示
す
の
み
で
、
そ
の
使
用
の
状
況
に
つ
い
て
は
触

れ
ら
れ
て
い
な
い
。
た
し
か
に
、『
甲
斐
国
志
』
に
は
、
甲
金
と
銀
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

　
〔
史
料
２
〕
（
８
）

本
州
ハ
銀
子
ノ
通
用
ナ
シ
、
自
リレ
古
銀
鉱
ナ
キ
故
也
ト
云
フ
、
甲
金
一
両
ヲ
銀
四
十
八

匁
ト
定
ム
、
前
ニ
云
フ
、
一
貫
文
ニ
籾
八
斗
也
、
六
合
摺
ニ
テ
米
四
斗
八
升
ニ
ナ
ル
、

此
割
合
ヨ
リ
出
ヅ
ト
云
フ
、
十
二
匁
ヲ
一
分
ト
シ
、
六
匁
ヲ
二
朱
、
三
匁
ヲ
一
銖
、
一

匁
五
分
ヲ
銖
中
、
七
分
五
厘
ヲ
糸
目
、
三
分
七
厘
五
毛
ヲ
小
糸
目
ト
云
フ
、
小
糸
目
中

ト
云
フ
事
モ
ア
リ
、
小
判
ニ
モ
同
ジ
ク
言
フレ
之
ヲ
、
元
禄
以
前
ノ
書
類
ニ
ハ
間
々
見
エ

タ
リ
、
今
ハ
糸
目
ト
云
ハ
ズ
、
専
端
銀
ヲ
通
称
ス

　
甲
斐
国
で
は
銀
が
使
用
さ
れ
な
い
と
し
、
甲
金
一
両
を
銀
四
八
匁
と
し
た
の
は
、
一
貫
文

に
相
当
す
る
米
の
割
合
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
一
二
匁
を
一
分
と
す
る
以
下
の
金
の

単
位
と
の
換
算
値
を
示
し
、『
甲
斐
国
志
』
が
編
ま
れ
た
時
点
で
は
、
糸
目
と
い
う
呼
称
を
用

い
ず
、
端
銀
を
糸
目
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
こ
こ
を
含
め
、『
甲
斐
国
志
』
の

甲
州
金
を
扱
っ
た
箇
所
に
は
、
甲
銀
に
つ
い
て
の
記
述
は
み
ら
れ
な
い
。

　
さ
き
に
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
近
世
中
後
期
の
領
国
貨
幣
が
存
在
し
な
い
か
の
よ
う

で
あ
る
、
と
述
べ
た
が
、
貨
幣
と
し
て
の
甲
銀
は
、
実
物
が
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
文
字
通

り
存
在
し
な
い
。
お
そ
ら
く
実
物
貨
幣
を
伴
わ
な
い
、
計
算
貨
幣
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の

な
の
で
あ
ろ
う（
９
）。

し
か
し
な
が
ら
、
文
献
上
に
し
き
り
に
現
れ
る
甲
銀
を
ど
の
よ
う
に
考
え

れ
ば
よ
い
の
か
、
と
い
う
の
が
、
本
稿
の
出
発
点
で
あ
る
。
甲
銀
が
用
い
ら
れ
る
事
例
は
数

多
く
、
近
世
甲
斐
国
の
貨
幣
制
度
を
考
え
る
う
え
で
、
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
地
理
的
に
江
戸
に
近
接
し
た
「
金
遣
い
」
の
地
域
で
あ
り
、
な
お
か
つ
甲
州
金

と
い
う
独
自
の
通
貨
を
持
つ
甲
斐
国
に
お
い
て
、
な
ぜ
銀
建
て
の
価
格
表
記
が
行
わ
れ
、
ま

た
実
物
と
し
て
の
貨
幣
を
伴
わ
な
い
独
自
の
甲
銀
が
用
い
ら
れ
た
の
か
。
こ
こ
か
ら
、
江
戸

時
代
に
お
け
る
貨
幣
や
通
貨
の
存
在
を
考
え
直
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ

こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
着
目
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
甲
銀
の
使
用
状
況
を
史
料
か

ら
読
み
取
っ
て
い
く
。
そ
の
う
え
で
、
そ
の
用
途
や
使
用
さ
れ
る
範
囲
を
あ
る
程
度
示
し
、

今
後
の
甲
銀
研
究
、
ひ
い
て
は
幣
制
研
究
の
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
た
い
。
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は
じ
め
に

　
江
戸
時
代
の
甲
斐
国
に
関
す
る
古
文
書
を
見
て
い
る
と
、
時
折
、
甲
銀
に
よ
る
取
引
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
〔
史
料
１
〕
（
１
）

　
　
　
　
　
　
　
売
渡
申
畑
之
事

　
　
　
場
所
山
田
　
　
　
　
　
　
　
手
作
太
郎
右
衛
門
分

　
　
　
　
一
、
中
畑
一
畝
十
二
歩
　
　
分
米
二
斗
一
升

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
印
）

　
　
　
　
　
此
代
金
甲
銀
十
三
匁
六
歩
也

　
　
　
　
右
者
当
戌
御
年
貢
ニ
差
詰
リ
申
ニ
付
、
書
面
之

　
　
　
　
代
銀
慥
ニ
請
取
、
畑
売
渡
申
所
実
正
ニ
御
座
候
、
但
シ
年

　
　
　
　
季
之
儀
者
、
当
戌
暮
ゟ
子
暮
迄
、
三
年
季
ニ
相
定

　
　
　
　
申
候
、
此
畑
ニ
付
、
村
中
親
類
誰
人
成
共
少
茂
構
無
御
座
候
、

　
　
　
　
若
六
ヶ
敷
儀
出
来
仕
候
ハ
ヽ
、
売
主
・
証
人
罷
出
、

　
　
　
　
急
度
埒
明
、
貴
殿
ヘ
少
茂
御
苦
労
を
掛
申
間
敷
候
、

　
　
　
　
右
之
年
季
過
、
地
代
銀
返
金
仕
候
ハ
ヽ
、
無
相

　
　
　
　
違
畑
御
返
し
可
被
下
候
、
為
後
日
証
文
仍
而
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
岩
崎
村

　
　
　
　
文
化
十
一
年
戌
十
二
月
廿
五
日
　
売
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
郎
左
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
証
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
友
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
郎
左
衛
門
尉
殿

　
　
「（
裏
書
）表

書
之
通
リ
少
茂
相
違（「
無
」脱
）御座

候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
右
衛
門
（
印
）」

　
一
見
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う
な
、
ふ
つ
う
の
土
地
売
買
の
証
文
で
あ
る
が
、
こ
の
と
き

の
代
金
は
甲
銀
一
三
匁
余
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
甲
銀
と
は
、
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。

　
一
般
に
江
戸
時
代
の
貨
幣
制
度
は
、
金
・
銀
・
銭
の
い
わ
ゆ
る
「
三
貨
制
度
」
に
よ
っ
て

説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
俗
に「
江
戸
の
金
遣
い
、大
坂
の
銀
遣
い
」な
ど
と
言
わ
れ
、

そ
の
流
通
に
は
地
域
差
が
あ
っ
た
。
こ
こ
ま
で
は
高
等
学
校
の
教
科
書
な
ど
に
も
記
さ
れ
て

い
る
基
本
的
な
知
識
で
あ
る
。

　
し
か
し
実
際
に
は
、
元
禄
期
ま
で
、
全
国
各
地
で
幕
府
が
発
行
し
た
以
外
の
通
貨
が
使
用

さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
先
行
研
究
で
は
領
国
貨
幣
と
呼
ん
で
い
る
。
領
国
貨
幣
に
つ
い
て
は
、
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一
九
世
紀
甲
斐
国
に
お
け
る
甲
銀
の
使
用
実
態
と
存
在
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
「
甲
州
三
法
」
に
関
す
る
基
礎
的
考
察 

―

中
　
野
　
賢
　
治
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し
た
稀
有
な
事
業
家
・
早
川
徳
次
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
礎
と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
明

ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

註（
１
）
当
初
は
常
務
取
締
役
。
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
第
四
代
社
長
に
就
任
。

（
２
）
東
京
地
下
鉄
道
株
式
会
社
発
行
『
東
京
地
下
鉄
道
史
　
乾
』
一
九
三
四

（
３
）『
東
京
地
下
鉄
道
史
　
乾
』
一
八
頁

（
４
）『
東
京
地
下
鉄
道
史
　
乾
』
一
七
頁

（
５
）『
東
京
地
下
鉄
道
史
　
乾
』
一
四
頁
に
あ
る
よ
う
に
、
高
野
登
山
鉄
道
を
退
い
た
早
川
が
訪
れ
た
大
阪

築
港
が
、
有
用
に
活
用
さ
れ
ず
に
「
閑
人
の
魚
釣
り
場
」
と
化
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
鉄
道
と
港
湾

に
関
す
る
交
通
シ
ス
テ
ム
の
研
究
を
行
う
こ
と
が
早
川
の
当
初
の
目
的
だ
っ
た
。

（
６
）
当
時
の
英
仏
か
ら
日
本
へ
の
国
際
郵
便
は
、
到
着
ま
で
お
よ
そ
一
か
月
を
要
し
た
。

（
７
）
第
二
次
大
隈
重
信
内
閣
（
大
正
三
年
四
月
十
六
日
発
足
～
大
正
五
年
十
月
九
日
総
辞
職
）

（
８
）
こ
の
年
の
二
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
ド
イ
ツ
軍
潜
水
艦
に
よ
る
無
差
別
攻
撃
が
行
わ
れ
、
英
客
船
ル

シ
タ
ニ
ア
号
を
は
じ
め
、
多
く
の
民
間
船
乗
客
の
犠
牲
者
が
発
生
し
て
い
た
。（

山
梨
県
立
博
物
館
）

（図表14）早川徳次が洋行時に使用したトランク
蓋上面には「NIPPON YUSEN KAISHA S.S.（船名）MARU.」
と入ったラベルが入っており、船名は薄く手書きの「KAMO」
と思われる表記がみえる。

（図表15）トランクのラベル

月　日 場　　　所 動　　　　　向 出　　典
大正３年（1914）
８月12日 山梨県庁 海外旅券下付 パスポート

８月 出発 日本郵船加茂丸乗船か 履歴書（昭和15年）
10月24日 （マルセーユ） 寄港地 徳次から軻母子への手紙
10月30日 ロンドン ロンドン到着 10月31日付書簡記載
10月31日 Durley Road, Stamford Hill Mrs.Summers方に下宿 徳次から軻母子への手紙
11月３日 兄富平からの手紙
11月14日 サンマー夫人に妻への手紙を出すよう忠告される。 徳次から軻母子への手紙

不明 サンマー夫人の手ほどきで英会話に励む。 徳次から軻母子宛てか？
12月 兄富平からの手紙

12月15日 Parliament Hill, Hampstead Mrs. Morgan方に下宿（日付は未詳） 徳次から軻母子への手紙

大正４年（1915）
１月１日 ロンドン 父常富・兄富平からの手紙
１月18日 兄富平からの手紙
２月１日 宇佐美からの手紙
２月２日 友人からの手紙
２月20日 兄富平からの手紙
２月27日 兄富平からの手紙
３月28日 徳次から軻母子への手紙
４月12日 滞英感想録の刊行を構想する。 徳次から軻母子への手紙
４月15日 兄富平からの手紙
４月27日 兄富平からの手紙
５月16日 父常富・兄富平からの手紙
６月５日 ドイツ軍の飛行船に脅威を感じる。 徳次から軻母子への絵葉書
７月12日 兄富平からの手紙
７月19日 新たな「処世の方針」を決意する。 徳次から軻母子への手紙
８月27日 妻軻母子・兄富平からの手紙
８月31日 駐ロンドン日本総領事館 スコットランド・アイルランド視察旅行 パスポート
９月24日 ニューカッスル（英） パスポート
９月25日 エディンバラ（英） パスポート
10月６日 グラスゴー（蘇） パスポート
10月10日 パスポート
10月11日 兄富平・小松導平からの手紙
10月14日 軽度の疲労も不退転の決意を示す。 徳次から軻母子への手紙
10月17日 ホーリーヘッド（威） パスポート
10月1■日 ベルファスト（愛） パスポート

10月 兄富平からの手紙
11月７日 ロンドン ロンドンへ帰還 11月9日の手紙より
11月９日 視察旅行のまとめに取り掛かる。 徳次から軻母子への絵葉書
11月10日 兄富平からの手紙

大正５年（1916）
１月12日 ロンドン 兄富平からの手紙
１月14日 兄富平からの手紙
２月20日 兄富平からの手紙
２月29日 兄富平からの手紙
３月４日 在ロンドン日本総領事館 仏・伊・瑞・米への渡航許可 パスポート
３月6日 ロンドン 滞英感想録の原稿を妻の元に送る。 徳次から軻母子への手紙
３月８日 在ロンドン仏総領事館 パスポート
３月８日 ロンドン パスポート
３月８日 パスポート2
３月８日 フランスへ出発 ３月6日付書簡に記載
３月９日 パスポート
３月10日 フォークストン（英） ドーバー海峡を渡る パスポート
３月10日 パスポート
３月10日 フォークストン（英） パスポート2
３月10日 パスポート2
３月15日 在パリ日本大使館 パスポート
３月17日 パリ パスポート
３月18日 パスポート
３月20日 ベレガルデ駅（仏か） フランス出国 パスポート
３月20日 ジュネーブ・コルナバン駅（瑞） スイス入国 パスポート
３月26日 パスポート
３月28日 兄富平からの手紙
３月29日 チューリッヒ（瑞） パスポート
３月31日 ベルン（瑞） パスポート
３月31日 在ベルン英国領事館 スイス出国 パスポート
４月１日 ベレガルデ駅（仏か） フランス入国 パスポート
４月３日 在パリ日本大使館 イケダヤスオとの英国渡航許可 パスポート３
４月３日 パリ パスポート
４月３日 パスポート
４月３日 在パリ日本大使館 パスポート
４月４日 パスポート
４月５日 フォークストン（英） ドーバー海峡を渡る パスポート
４月５日 フォークストン（英） パスポート2
４月10日 ロンドン 兄富平からの手紙
４月19日 帰国と滞英感想録出版の見通しを語る。 徳次から軻母子への手紙
５月1■日 ロンドン（ハムステッド） 滞英感想録の校正を指示する。 徳次から軻母子へのはがき
５月29日 校正と渡米の見通しを語る。 徳次から軻母子へのはがき
６月５日 駐ロンドン総領事館 米・加渡航への旅券適用 パスポート
６月10日 ロンドン（ハムステッド） 渡米の準備に多忙を極める。 徳次から軻母子への絵葉書
６月23日 リバプール 英国リバプール（カナダ出国か） パスポート
７月４日 オタワ（加） オタワ到着、明後日のニューヨーク入りの見通し。 徳次から軻母子への絵葉書
７月８日 ニューヨーク 高層ビル群に感嘆する。 徳次から軻母子への絵葉書
7月18日 滞英感想録の校正を指示する。 徳次から軻母子への絵葉書

９月 帰国 履歴書（昭和15年）

（図表13）早川徳次洋行日程表
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五
、
早
川
徳
次
の
海
外
視
察
の
概
要

　
以
上
の
よ
う
に
、
早
川
家
資
料
の
う
ち
、
早
川
徳
次
と
そ
の
家
族
と
の
往
復
書
簡
や
海
外

旅
券
、
早
川
が
収
集
し
た
海
外
地
下
鉄
関
係
資
料
を
精
査
す
る
こ
と
で
、
早
川
の
英
国
を
中

心
と
し
た
海
外
視
察
旅
行
の
概
要
が
見
え
て
き
た
。

　
全
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
動
向
に
つ
い
て
は
、
本
稿
末
尾
の
表
に
記
し
た
通
り
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
資
料
か
ら
み
え
る
早
川
の
具
体
的
な
関
心
事
に
つ
い
て
は
、
表
面
的
に
は
そ
の

編
集
に
妻
軻
母
子
や
兄
富
平
の
協
力
を
仰
い
だ
滞
英
感
想
録
の
刊
行
が
中
心
と
な
っ
て
お

り
、
海
外
か
ら
早
川
が
書
き
送
っ
た
も
の
に
「
地
下
鉄
」
の
三
文
字
を
見
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
と
は
い
え
書
簡
に
見
え
る
早
川
の
決
意
の
吐
露
な
ど
か
ら
、大
正
四
年（
一
九
一
五
）

の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
地
下
鉄
の
東
京
で
の
実
現
を
生
涯
の
仕
事
と
す
る
と
い
う
、
彼
自

身
の
「
処
世
の
方
針
」、
つ
ま
り
生
涯
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
決
す
る
体
験
や
思
索
が
あ
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
早
川
は
具
体
的
な
地
下
鉄
の
調
査
・
研
究
活
動
へ
と
移
り
、

ロ
ン
ド
ン
で
あ
る
程
度
の
蓄
積
を
経
た
の
ち
に
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
地
下
鉄
視
察
を
目
的
と
し

た
同
年
秋
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
視
察
旅
行
、
大
正
五
年
春
の
フ
ラ
ン
ス
・

ス
イ
ス
視
察
旅
行
、
海
外
視
察
の
締
め
く
く
り
と
な
る
同
年
夏
の
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
へ
の

渡
航
と
進
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
帰
国
後
に
精
力
的
に
地
下
鉄
実
現
へ
の
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
く
早
川
徳
次
で
あ
る
が
、

そ
の
原
動
力
や
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な
る
知
識
や
経
験
を
得
た
で
あ
ろ
う
こ
の
海
外
視
察
に
つ

い
て
は
、
本
稿
に
お
い
て
は
ま
だ
そ
の
概
要
程
度
し
か
知
る
こ
と
を
得
な
か
っ
た
。
今
後
、

早
川
と
政
財
官
界
と
の
後
援
・
協
力
関
係
や
、
本
稿
で
も
明
ら
か
に
し
つ
つ
あ
る
妻
軻
母
子

を
は
じ
め
と
し
た
家
族
の
支
援
な
ど
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
に
ま
つ
わ
る
幅
広
い
資
料
や
、

今
回
精
査
し
得
な
か
っ
た
兄
富
平
を
は
じ
め
と
す
る
家
族
側
か
ら
早
川
に
送
っ
た
書
簡
の
分

析
な
ど
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
こ
う
し
た
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
困
難
と

言
わ
れ
た
東
京
の
地
下
鉄
事
業
を
、
固
有
の
財
政
・
政
治
的
基
盤
を
有
さ
ず
に
実
現
を
果
た

（
早
川
の
書
き
込
み
）

テ
ゥ
ー
ブ
直
径
十
一
呎

フ
ィ
ー
ト八

吋イ
ン
チ、

曲
線
ニ
於
テ

十
二
呎
七
吋
停
車
場
二
十
一
呎
―
二
十
三
呎

➡
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（図表10）イーストリバートンネルの断面図

（図表12）各国の地下鉄写真 （図表11）パリの地下鉄地図
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・
早
川
徳
次
差
出
同
軻
母
子
宛
書
簡
（
絵
葉
書
　
大
正
五
年
七
月
八
日
付
）

米
国
と
は
こ
ん
な
高
き
建
築
物
の
あ
る
処
に
御
坐
候
、
而
し
て
紐
育
の
日
本
化
さ
れ
居

る
こ
と
は
、
倫
敦
又
は
巴パ

リ里
以
上
に
御
坐
候
、
眼
の
方
は
段
々
良
き
方
に
向
い
居
り
候
　

敬
具

七
月
八
日
　
早
川
徳
次

　
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
、
摩
天
楼
へ
の
驚
き
を
記
し
た
書
簡
で
、
裏
面
は
高
層
ビ
ル
の

写
真
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
早
川
の
言
う「
日
本
化
」や
眼
に
つ
い
て
の
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

・
早
川
徳
次
差
出
同
軻
母
子
宛
書
簡
（
絵
葉
書
　
大
正
五
年
七
月
十
八
日
付
）

本
日
は
ハ
ト
ソ
ン
川
を
遡
上
り
申
候
、
表
記
の
学
校
は
紐
育
を
去
ル
四
十
哩
の
ハ
ト
ソ

ン
川
の
沿
岸
に
あ
る
中
学
校
に
て
大
山
捨
松
。
鳩
山
春
子
等
は
か
の
学
校
に
学
ひ
た
る

も
の
に
て
候
、

書
物
の
奥
付
の
処
の
版
権
所
有
と
云
ふ
処
に
殊
更
に
左
の
様
翻
訳
転
載
を
禁
す
と
記
入

れ
る
様
兄
様
に
御
話
被
下
度
候
、

書
物
の
こ
と
に
関
し
何
等
の
報
告
な
き
儀
不
安
に
不
堪
候
、
小
生
は
九
月
上
旬
帰
郷
仕

り
候
間
、
そ
れ
以
前
に
是
非
出
版
す
る
様
ご
配
慮
を
願
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
一

　
早
川
が
海
外
か
ら
出
し
た
最
後
の
書
簡
。
裏
面
は
大
山
捨
松
が
留
学
し
た
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
大

学
の
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
（
鳩
山
春
子
の
留
学
は
不
明
）。
こ
こ
で
も
滞
英
感
想
録
の
版

権
表
示
な
ど
の
体
裁
に
つ
い
て
の
指
示
が
記
さ
れ
、
九
月
中
の
帰
国
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

・
大
正
五
年
に
訪
れ
た
都
市
の
地
下
鉄
資
料

　
海
外
視
察
最
終
年
の
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）、
早
川
は
春
に
フ
ラ
ン
ス
や
ス
イ
ス
、
夏

に
カ
ナ
ダ
と
ア
メ
リ
カ
を
訪
問
し
、
パ
リ
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
い
っ
た
都
市
の
地
下
鉄
に
つ

い
て
の
見
聞
を
深
め
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
早
川
の
残
し
た
資
料
に
は
、
こ
う
し
た

都
市
の
地
下
鉄
に
関
す
る
地
図
や
写
真
、
図
面
な
ど
の
資
料
が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
精

力
的
に
情
報
収
集
に
あ
た
っ
た
早
川
の
取
り
組
み
が
偲
ば
れ
る
。

（図表９）�版権所有等の表示
を記した早川のメ
モと記載内容

翻
訳等
一
切

転載
を 禁 ず

版
権

所
有
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（図表８）�絵葉書に収められたニューヨーク
の高層ビル



－ 13 －

小
生
は
明
後
日
仏
蘭
西
瑞ス
イ
ス西

の
方
に
旅
行
致
し
、
二
三
週
間
後
に
帰
英
可
仕
候
、
ト
オ

ハ
ー
ン
海
峡
は
日
中
に
渡
航
可
致
候
間
、
御
心
配
御
無
用
に
候
、
御
体
は
十
分
大
切
に

可
被
成
候
、
小
生
は
八
月
迄
に
帰
朝
可
仕
候
、

手
紙
は
全
部
到
着
致
居
る
様
と
存
候
間
、
御
懸
念
な
く
御
書
送
り
被
下
度
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

　
校
正
要
項
は
略
し
て
い
る
が
、
か
な
り
事
細
か
な
指
示
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
早
川
の
動

向
に
つ
い
て
は
、
二
日
後
の
渡
仏
、
さ
ら
に
ス
イ
ス
へ
の
訪
問
と
、
二
・
三
週
間
の
旅
程
を

想
定
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
戦
時
下
に
お
け
る
英
仏
間
の「
ト
オ
ハ
ー
ン（
ド
ー

バ
ー
）
海
峡
」
の
渡
航
の
危
険
性
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
文
末
で
は
帰
国

の
日
程
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
、八
月
ま
で
の
帰
国
を
伝
え
て
い
る
（
実
際
の
帰
国
は
九
月
）。

な
お
、
本
書
簡
は
封
筒
が
な
く
年
代
が
不
明
で
あ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
・
ス
イ
ス
行
き
に
つ

い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
海
外
旅
券
に
よ
り
判
明
し
た
行
程
と
照
合
し
た
結
果
、

大
正
五
年
の
も
の
と
判
明
し
た
。

・
早
川
徳
次
差
出
同
軻
母
子
宛
書
簡
（
大
正
五
年
四
月
十
九
日
付
）
※
後
半
省
略

　
　
　
　
　
　
　
　
倫
敦
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
川
徳
次

　
　
　
四
月
十
九
日

　
　
　
　
　
か
も
子
様

拝
啓
最
早
三
四
月
後
に
は
親
敷
御
目
に
掛
り
洋
行
中
の
物
語
可
致
と
楽
み
居
り
候
、
却

説
先
便
に
て
申
上
候
今
度
の
出
版
権
は
、
小
生
か
帰
朝
前
に
是
非
共
出
版
致
置
度
候
間
、

そ
の
積
り
に
て
兄
上
様
の
命
に
従
ひ
、
全
身
全
力
を
御
傾
注
被
成
下
度
候
、
猶
ほ
同
書

は
英
国
に
て
も
翻
訳
出
版
致
た
し
と
の
希
望
者
も
有
之
候
間
、
日
本
に
て
出
版
後
日
本

の
輿
論
を
問
ひ
て
然
る
後
に
決
定
致
度
と
存
じ
候
間
、

（
略
）

　
帰
国
日
程
と
と
も
に
、
滞
英
感
想
録
の
自
身
の
帰
国
前
出
版
お
よ
び
英
国
で
の
出
版

に
つ
い
て
の
希
望
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
書
籍

中
に
自
身
の
花
押
を
象
っ
た
紋
章
を
入
れ
る
こ
と

も
希
望
し
て
お
り
、
詳
細
な
デ
ザ
イ
ン
の
指
示
に

つ
い
て
も
書
き
送
っ
て
い
る
。
本
書
簡
も
封
筒
が

な
く
、
帰
国
日
程
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、

帰
国
後
の
著
書
刊
行
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
大
正
五
年
の
も
の
と
判
別
し
た
。

・
早
川
徳
次
差
出
同
軻
母
子
宛
書
簡
（
葉
書
　
大
正
五
年
五
月
付
）

・
早
川
徳
次
差
出
同
軻
母
子
宛
書
簡
（
葉
書
　
大
正
五
年
五
月
二
十
九
日
付
）

・
早
川
徳
次
差
出
同
軻
母
子
宛
書
簡
（
絵
葉
書
　
大
正
五
年
六
月
十
日
付
）

　
こ
れ
ら
書
簡
は
い
ず
れ
も
滞
英
感
想
録
の
校
正
指
示
の
み
の
内
容
で
、
五
月
二
十
九
日
付

書
簡
に
は
「
小
生
は
廿
四
日
頃
の
船
に
て
渡
米
の
心
算
に
御
坐
候
」
と
、
六
月
末
の
渡
米
に

つ
い
て
の
見
通
し
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
六
月
十
日
付
書
簡
に
は
「
渡
米
の
準
備

に
て
ボ
ツ
〳
〵
多
忙
と
な
り
申
候
」
と
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
書
簡
は
、ハ
ム
ス
テ
ッ

ド
の
放
牧
風
景
（
巻
頭
図
版
２
）
を
写
し
た
写
真
が
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
早
川
が
イ

ギ
リ
ス
か
ら
家
族
に
宛
て
た
最
後
の
書
簡
と
な
っ
た
。

・
早
川
徳
次
差
出
同
軻
母
子
宛
書
簡
（
絵
葉
書
　
大
正
五
年
七
月
四
日
付
）

本
日
「
オ
ツ
タ
ワ
」
に
参
り
候
、
明
後
日
あ
た
り
は
紐
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
に
参
る
積
り
に
御
坐
候
、
何

れ
紐
育
よ
り
詳
細
な
る
手
紙
発
状
可
仕
候
へ
共
、
十
月
中
旬
頃
帰
朝
の
こ
と
ゝ
し
て
萬

事
御
準
備
被
成
下
度
候

　
カ
ナ
ダ
の
オ
タ
ワ
へ
の
到
着
を
知
ら
せ
る
書
簡
。
引
き
続
き
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
れ
る
こ

と
と
、
帰
国
日
程
が
十
月
に
ず
れ
込
む
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
る
。

（図表７）早川の花押入り紋章デザイン案
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・
大
正
四
年
に
訪
れ
た
都
市
の
地
下
鉄
資
料

　
こ
の
年
に
訪
れ
た
都
市
の
地
下
鉄
関
係
資
料
と
し
て
は
、
多
数
の
文
献
類
の
ほ
か
、
ロ
ン

ド
ン
や
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
地
下
鉄
マ
ッ
プ
類
が
残
さ
れ
て
い
る
（
図
表
５
・
６
）。
こ
れ
ら
の
う

ち
、
倫
敦
の
地
下
鉄
マ
ッ
プ
で
あ
る
「TH

E U
N

D
ERG

RO
U

N
D

 M
AP O

F LO
N

D
O

N

」

に
は
、
早
川
の
筆
跡
に
よ
る
赤
文
字
の
書
き
込
み
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　「1.C
ITY&

SO
U

TH
 LO

N
D

O
N

 RLY

（Railw
ay

）1890

　2.W
ATERLO

O
&

C
ITY 

RLY 1898

　3.CEN
TRAL LO

N
D

O
N

 RLY 1900

　4.G
T N

O
RTH

ERN
&

CITY RLY 

1904

　5.M
ETRO

PO
LITA

N
 RLY 1905

　6.D
ISTRIC

T RLY 1905

　7.LO
N

D
O

N
 

ELECTRIC RAILW
AY 1906

（
開
通
順
位
と
開
通
年
代
の
み
早
川
の
書
き
込
み
）」
と
い
っ

た
各
線
区
の
開
通
年
次
を
は
じ
め
、

　
・
亘こ
う
ち
ょ
う長百

二
十
二
哩マ
イ
ル一

（
七
十
九
哩
　
※
黒
字
：
後
記
の
東
京
市
街
鉄
道
の
数
値
か
）　

　
・
延
長
二
百
五
十
三
哩
一

（
百
五
十
九
哩
　
※
黒
字
）

　
・
建
設
費
四
億
五
千
九
百

五
十
四
万
八
千
八
百
八
十
円

　
・
運
転
車
輌
数
千
八
百
八

十
九
輌

　
・
東
京
市
街
鉄
道
運
転
車

輌
平
均
九
百
八
十
二
輌
（
※

黒
字
）

　
・
猶
ほ
倫
敦
地
下
鉄
道
ハ

市
外
ニ
於
テ
六
十
四
哩
こ
の

間
に
百
七
十
五
ノ
停
車
場
ア

リと
い
っ
た
、
ロ
ン
ド
ン
の
地

下
鉄
の
諸
元
に
つ
い
て
、
比

較
と
な
る
東
京
市
街
鉄
道
（
東
京
市
電
か
）
の
デ
ー
タ
と
と
も
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

　
大
正
四
年
の
早
川
の
動
向
と
し
て
は
、
同
年
春
頃
に
地
下
鉄
へ
の
取
り
組
み
方
針
が
固
め

ら
れ
た
様
子
が
う
か
が
え
、
秋
に
は
戦
時
中
の
海
上
交
通
の
危
険
を
冒
し
て
ま
で
、
各
国
の

地
下
鉄
や
鉄
道
事
情
の
視
察
へ
と
乗
り
出
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
早
川
が
直
接
地

下
鉄
か
ら
感
じ
た
イ
ン
パ
ク
ト
や
、
胸
中
の
青
写
真
を
語
る
よ
う
な
こ
と
は
各
書
簡
か
ら
は

見
ら
れ
な
い
が
、
明
確
な
意
志
を
持
ち
、
各
国
の
地
下
鉄
の
視
察
旅
行
へ
取
り
組
む
と
い
っ

た
、
具
体
的
な
行
動
へ
進
ん
で
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
大
正
五
年
の
早
川
徳
次
の
動
向

　
大
正
五
年
に
入
る
と
、
早
川
は
英
国
以
外
の
地
下
鉄
の
調
査
に
取
り
組
み
始
め
る
と
と
も

に
、
滞
英
中
の
早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
滞
英
感
想
録
の
編
集
や
校
正
に
つ
い
て
の
や
り

取
り
が
目
立
ち
始
め
る
。
こ
の
年
に
交
わ
さ
れ
た
書
簡
は
十
四
通
あ
り
、
そ
の
う
ち
八
通
が

徳
次
か
ら
妻
軻
母
子
に
宛
て
た
も
の
で
、
現
地
の
様
子
を
知
ら
せ
た
り
家
族
の
状
況
に
つ
い

て
を
問
い
合
わ
せ
る
も
の
と
、
滞
英
感
想
録
に
つ
い
て
の
連
絡
と
が
相
半
ば
し
て
い
る
。

・
早
川
徳
次
差
出
同
軻
母
子
宛
書
簡
（
大
正
五
年
三
月
六
日
付
）
※
一
部
省
略

　
　
　
　
　
　
　
　
倫
敦
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
川
徳
次

　
三
月
六
日

　
　
軻
母
子
様

父
上
様
宛
書
中
に
記
載
致
置
候
通
り
、
遠
藤
氏
に
托
し
著
書
の
原
稿
御
送
附
申
上
候
間
、

「
ペ
ン
」
に
て
も
引
用
紙
に
て
も
何
に
て
も
其
許
が
最
も
迅
速
且
明
瞭
に
書
き
得
る
も

の
に
訂
正
の
出
来
得
る
様
、
渾
身
の
努
力
を
以
て
御
写
取
り
被
下
度
し
、
然
し
て
そ
の

写
取
り
に
関
し
て
注
意
す
べ
き
事
項
は
左
に

（
校
正
要
項
略
）

（図表６）早川の書き込み入りのロンドン地下鉄マップ
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る
様
に
、
一
寸
し
た
故
障
機
械
全
部
の
運
転
を
止
む
る
こ
と
有
之
候
間
、
世
か
進
み
生

存
競
争
か
甚
た
し
く
な
る
に
つ
け
、
そ
れ
丈
け
吾
人
は
周
到
な
る
注
意
を
萬
事
に
払
ね

は
な
ら
ず
候
、
西
洋
に
来
シ
実
感
益
々
深
き
も
の
有
之
候
、
従
て
そ
の
許
が
一
挙
一
働

は
皆
兄
上
様
の
指
揮
を
得
候
上
に
な
さ
る
べ
く
、
否
覚
な
必
要
は
そ
う
可
無
之
と
存
じ

候（
略
）

　
恐
ら
く
大
正
四
年
の
春
頃
に
、
欧
米
諸
国
の
視
察
目
的
や
帰
朝
後
の
事
業
を
地
下
鉄
に
定

め
た
早
川
の
調
査
活
動
の
状
況
を
示
す
書
簡
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
不
眠
を
訴
え
つ
つ
も
、
自

己
の
状
況
を
健
康
や
愉
快
と
表
現
し
て
い
た
早
川
が
、こ
こ
で
は
健
康
で
は
あ
る
も
の
の
「
労

れ
果
て
ゝ
（
疲
れ
果
て
て
）
帰
宅
後
は
何
に
す
る
も
も
の
う
く
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
一

方
で
、
こ
こ
で
は
「
記
憶
力
の
増
進
」
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、「
物
忘
れ
の
名
人
」

と
自
ら
を
評
す
る
こ
と
の
あ
る
早
川
の
充
実
ぶ
り
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
う
し
た
疲
労
も
重
な
る
ほ
ど
ロ
ン
ド
ン
で
の
地
下
鉄
の
調
査
研
究
が
進
ん
だ
の
か
、
こ

の
大
正
四
年
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
・
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
へ
の
視
察
旅
行
に
進
ん
で
お
り
、
本
書
簡
は
そ
の
出
発
時
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
第
一
次
世
界
大
戦
の
最
中
で
あ
り
、
こ
の
年
か
ら
翌
年
に
か
け
、
ド
イ
ツ
軍
の
無
制

限
潜
水
艦
戦（
８
）が
断
続
的
に
実
施
さ
れ
、
こ
の
時
期
の
海
上
交
通
は
危
険
を
伴
う
も
の
で
あ
っ

た
。
早
川
も
懸
念
を
示
し
て
は
い
る
も
の
の
、「
小
生
に
は
仏
様
か
常
に
加
護
し
被
下
居
る
様

に
感
候
」
と
の
自
信
を
見
せ
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
先
は
人
の
力
が
お
よ
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
と

も
記
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
書
簡
の
後
半
で
は
、
早
川
の
洋
行
費
に
関
し
て
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く

妻
の
軻
母
子
が
懸
念
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
、
そ
の
費
用
は
必
ず
し
も
潤
沢

で
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

・
早
川
徳
次
差
出
同
軻
母
子
宛
書
簡
（
絵
葉
書
　
大
正
四
年
十
一
月
九
日
付
）

（
表
面
）

拝
啓
其
後
御
病
気
も
余
り
に
は
か
〴
〵
し
か
ら
す
と
の
御
事
、
詳
細
な
る
ご
病
状
御
知

せ
被
下
度
候
、
小
生
は
不
相
変
の
頑
健
に
て
、
先
便
に
て
申
上
候
通
り
昨
今
は
記
憶
力

等
も
多
少
増
進
せ
る
様
に
て
喜
ひ
居
り
候
始
末
に
御
座
候
。
一
昨
日
漸
く
帰
倫
致
、
目

下
旅
行
中
の
処
見
認
め
中
に
御
座
候
、
兄
上
様
に
は
明
日
中
に
詳
細
な
る
手
紙
発
状
の

心
算
に
御
座
候
間
、
そ
の
旨
御
伝
言
被
下
度
候
、
体
の
悪
き
時
は
不
遠
慮
休
養
被
成
候

　
不
一

（
裏
面
　「Trossachs Pier. Loch Katrine

（
ト
ロ
サ
ッ
ク
ス
・
ピ
ア
、
ロ
ッ
ホ
・
カ

ト
リ
ー
ヌ
）」
の
景
色
の
写
真
）

コ
レ
ハ
。
エ
デ
ン
バ
ラ
市
ヨ
リ
グ
ラ
ス
ゴ
ー
市
に
行
く
途
中
ノ
湖
水
ナ
リ

十
一
月
九
日

倫
敦
に
て

　
　
　
早
川
生

　
早
川
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
な
ど

の
視
察
旅
行
後
に
認
め
ら
れ
た
も

の
で
、文
中
に「
一
昨
日
漸
く
帰
倫
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
一
月
七
日

に
ロ
ン
ド
ン
に
戻
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。「
目
下
旅
行
中
の
処
見
認
め

中
」
と
あ
る
よ
う
に
、
英
国
内
に

お
け
る
地
下
鉄
の
状
況
に
つ
い
て

の
情
報
整
理
に
取
り
組
み
始
め
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

（図表５）早川が収集したグラスゴーの地下鉄マップ
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り
現
内
閣
の
存
在
中
に
帰
朝
致
候
方
、
小
生
の
為
め
得
策
か
と
存
じ
候
故
に
御
座
候
、

（
略
）

小
生
は
近
来
余
程
太
り
候
様
存
じ
、
友
達
な
ど
も
そ
う
申
し
候
、
先
日
写
真
御
送
附
申

上
候
か
御
受
取
被
下
候
や
御
報
被
下
度
候
、

（
略
）　
敬
具

　
早
川
か
ら
家
族
に
宛
て
た
書
簡
の
う
ち
、
地
下
鉄
事
業
を
視
察
の
主
対
象
に
す
る
と

い
う
、
彼
の
事
業
上
の
思
考
の
転
回
を
示
唆
し
て
い
る
唯
一
の
も
の
が
本
書
簡
で
あ
る
。

冒
頭
で
妻
・
軻
母
子
の
体
調
を
気
遣
っ
た
の
ち
に
、「
小
生
も
今
度
は
ほ
ん
と
の
真
剣
に

て
、
小
生
の
運
命
の
開
発
は
こ
の
一
挙
に
あ
り
と
も
存
じ
候
」（
傍
線
部
）
と
述
べ
、
後

半
に
入
る
と
「
実
は
小
生
渡
英
以
来
殊
に
近
来
小
生
が
処
世
の
方
針
に
大
変
化
を
来
し
」

（
同
）
と
そ
の
理
由
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
「
処
世
の
方
針
」
が
、
従

来
は
「
鉄
道
と
港
湾
」
で
あ
っ
た
も
の
が
、「
地
下
鉄
」
へ
と
「
大
変
化
」
し
、
心
中
に

定
ま
っ
た
の
が
こ
の
書
簡
の
時
期
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、文
中
に
「
現
内
閣
の
存
在
中
に
帰
朝
致
候
方
、小
生
の
為
め
得
策
か
と
存
じ
候
」

（
傍
線
部
）
と
い
う
と
こ
ろ
も
興
味
深
い
。
こ
の
当
時
の
「
現
内
閣
」
は
第
二
次
大
隈

重
信
内
閣
で
あ
り
、
大
隈
は
言
う
ま
で
も
な
く
早
川
の
属
す
る
早
稲
田
閥
の
総
帥
で
あ

り
、
早
川
の
渡
欧
へ
の
支
援
や
帰
国
後
の
事
業
へ
の
協
力
な
ど
と
い
っ
た
関
係
性
が
垣

間
見
え
る
。
結
果
的
に
、
早
川
の
二
年
に
お
よ
ぶ
海
外
視
察
旅
行
は
、
第
二
次
大
隈
内

閣
の
成
立
期
間（
７
）の
な
か
に
す
っ
ぽ
り
収
ま
る
も
の
と
な
り
、
早
川
が
述
べ
て
い
た
現
内

閣
の
存
在
中
の
帰
朝
が
実
現
し
て
い
る
。

・
早
川
徳
次
差
出
同
軻
母
子
宛
書
簡
（
大
正
四
年
十
月
十
四
日
付
）
※
一
部
略

　
　
　
　
　
　
　
　
英
国
に
て

十
月
十
四
日
　
　
　
　
　
　
早
川
徳
次

　
　
　
　
軻
母
子
様

保
養
の
旅
行
と
異
り
視
察
の
旅
行
、
殊
に
言
葉
の
十
分
に
通
せ
さ
る
旅
行
程
骨
折
れ
候

も
の
は
無
之
、
従
て
そ
の
許
に
も
非
常
の
御
無
沙
汰
致
し
嘸
か
し
御
恨
の
事
と
存
じ
候

か
、
恨
ま
れ
に
小
生
も
毎
日
〳
〵
殆
と
労
れ
果
て
ゝ
帰
宅
後
は
何
に
す
る
も
も
の
う
く

唯
馬
鹿
話
や
視
察
談
に
日
を
暮
し
居
り
候
、
此
体
は
非
常
に
健
康
に
て
頭
の
具
合
も
近

来
は
少
し
宜
敷
記
憶
力
も
多
少
増
進
せ
る
様
思
は
れ
候
、
そ
の
許
も
近
来
達
者
に
て
御

働
き
の
由
何
よ
り
目
出
度
こ
と
に
御
座
候
、
逐
々
と
寒
気
に
相
向
ひ
本
便
着
致
候
頃
あ

い
に
は
多
少
の
氷
を
見
る
こ
と
も
可
有
之
と
存
じ
候
間
、
十
分
の
御
撫
養
願
上
候
、
冷

る
様
な
ら
何
等
の
遠
慮
も
不
要
候
間
出
来
得
る
限
り
「
コ
タ
ツ
」
へ
で
も
辿
（
マ
マ
）入

て
居
る

こ
と
か
最
も
宜
敷
か
る
べ
く
と
存
し
候
、
小
生
は
本
日
こ
れ
よ
り
愛ア
イ
ル
ラ
ン
ド

蘭
土
に
渡
る
所
存

に
御
座
候
所
、
戦
時
の
海
上
故
危
険
一
と
し
き
り
な
り
と
存
じ
候
が
、
人
生
は
皆
危
険

釈
尊
を
し
て
言
は
し
む
れ
は
無
常
が
人
の
常
に
候
間
、
そ
う
危
険
の
み
気
に
し
て
は
何

事
も
な
せ
不
申
、
従
て
危
険
を
犯
し
て
愛
蘭
土
に
渡
る
次
第
に
御
座
候
、
兄
様
宛
の
手

紙
に
も
認
め
置
き
候
様
小
生
に
は
仏
様
か
常
に
加
護
し
被
下
居
る
様
に
感
候
間
、
仏
に

し
て
小
生
を
見
放
さ
ゞ
る
上
小
生
は
生
存
す
べ
く
、
仏
に
し
て
若
し
小
生
を
見
放
し
候

は
ゞ
そ
れ
は
そ
れ
迄
に
て
、
人
力
の
如
何
と
も
す
る
能
は
さ
る
処
に
御
座
候
、
唯
小
生

は
危
険
の
地
を
航
海
す
る
事
故
十
分
の
注
意
は
払
ふ
べ
く
候
間
御
安
心
被
下
度
く
、
愛

蘭
土
着
致
候
は
ゞ
直
に
発
状
可
仕
候
、
然
し
郵
便
の
都
合
に
て
一
週
間
や
二
週
間
相
遅

れ
候
事
と
有
之
べ
く
と
存
じ
候
間
、
萬
一
愛
蘭
土
よ
り
の
書
状
相
遅
れ
候
と
て
心
配
な

さ
る
間
敷
候
、
こ
の
事
は
父
様
に
は
御
話
被
下
間
敷
候
、

（
略
）

小
生
の
洋
行
費
に
関
し
種
々
御
心
配
の
御
書
状
拝
見
致
候
、
先
の
先
迄
案
す
る
そ
の
許

と
し
て
は
無
理
か
ら
ぬ
事
に
候
が
、
人
生
の
萬
事
に
思
い
掛
け
ぬ
処
に
思
い
掛
け
ぬ
故

障
を
生
ず
る
も
の
に
御
坐
候
間
、
一
々
兄
上
様
の
指
揮
を
受
け
た
る
上
な
れ
ば
彼
是
と

な
さ
る
間
敷
候
、
目
下
の
処
は
金
を
得
れ
は
耳
能
ク
様
に
候
が
、
人
は
過
去
の
経
験
よ

り
現
在
を
処
置
し
現
在
を
処
置
す
る
上
に
は
将
来
の
こ
と
を
よ
く
〳
〵
考
へ
た
上
な
ら

て
は
何
事
も
な
し
申
せ
ず
、
世
が
進
歩
す
れ
は
諸
々
の
機
械
が
愈
々
精
巧
に
緻
密
に
な
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・�

早
川
徳
次
差
出
同
軻
母
子
宛
書
簡
（
絵

葉
書
　
大
正
四
年
六
月
五
日
付
）

（
表
面
）

拝
啓
兼
て
日
本
の
新
聞
に
て
御
承
知
の
事

と
存
じ
候
か
、
一
昨
夜
よ
り
独
逸
飛
行
船

当
地
を
急
襲
人
心
恟
き
ょ
う
き
ょ
う々た

る
も
の
有
之
候
、

幸
当
地
処
に
は
飛
行
船
射
撃
砲
の
設
備
有

之
候
間
、
小
生
の
宿
の
附
近
は
安
全
の
こ

と
ゝ
存
じ
候
　
敬
具

（
裏
面
）

現
時
使
用
し
居
る
飛
行
船
は
こ
ん
な
も
の

に
候

六
月
五
日
出

　
本
書
簡
は
現
存
し
て
い
る
な
か
で
は
最
初
の
絵
葉
書
に
よ
る
も
の
で
、
以
後
多
用
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
裏
面
の
絵
柄
は
英
軍
の
飛
行
船
や
複
葉
飛
行
機
の
写
真
で
、
早
川
の
コ

メ
ン
ト
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
表
面
に
記
さ
れ
た
ド
イ
ツ
軍
の
飛
行
船
の
襲
来
な
ど
、
第
一

次
世
界
大
戦
下
に
お
け
る
状
況
が
垣
間
見
え
る
書
簡
と
な
っ
て
い
る
。

・
早
川
徳
次
差
出
同
軻
母
子
宛
書
簡
（
絵
葉
書
　
大
正
四
年
七
月
十
九
日
付
）

　
　
　
　
　
　
　
　
倫
敦
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
川
徳
次

　
　
　
七
月
十
九
日

　
　
　
　
　
軻
母
子
ど
の

六
月
廿
二
日
出
し
御
細
々
と
の
御
書
状
拝
見
仕
り
候
、
そ
の
許
に
も
御
無
事
に
て
御
立

働
の
由
何
よ
り
の
事
に
御
坐
候
、
唯
時
々
労つ
か

れ
を
覚
え
候
と
労
れ
た
る
時
は
遠
慮
な
く

休
息
し
、
体
の
保
養
な
さ
る
べ
く
候
、
長
き
間
の
留
守
居
故
そ
う
〳
〵
気
苦
労
の
み
致

候
て
は
、
仰
の
通
り
小
さ
き
体
は
愈
々
小
さ
く
な
り
、
小
生
の
帰
朝
迄
に
は
「
シ
ナ
ビ
」

て
仕
舞
不
申
も
不
計
候
、
十
分
御
気
を
付
け
ら
れ
度
候
、
殊
に
小
生
帰
朝
後
は
層
一
層

忙
敷
相
成
べ
く
、
従
て
御
身
か
内
助
を
要
す
る
こ
と
も
一
層
重
且
大
な
る
も
の
あ
る
べ

け
れ
は
、
十
分
の
御
保
養
あ
り
度
、
重
て
希
望
仕
り
候
、
小
生
は
不
相
変
の
頑
健
に
て

日
々
愉
快
に
視
察
罷
在
候
、
小
生
も
今
度
は
ほ
ん
と
の
真
剣
に
て
、
小
生
の
運
命
の
開

発
は
こ
の
一
挙
に
あ
り
と
も
存
じ
候
間
、
小
生
の
健
康
を
損
せ
さ
る
範
囲
に
於
て
ハ

■（
黒
塗
り
）

■■■
力
の
限
り
を
尽
し
て
勉
強
罷
在
候
間
、
乍
憚
御
安
心
被
下
度
候
、

（
略
）

根
津
氏
の
高
野
株
の
券
こ
と
は
、
鎮
目
氏
た
か
須
田
氏
だ
か
に
話
し
置
き
払
込
み
呉

る
ゝ
様
申
さ
れ
候
様
記
憶
致
居
り
候
、
尤
も
金
の
事
故
小
生
余
り
に
大
多
く
を
言
ふ
を

欲
せ
さ
り
し
故
、
あ
い
ま
い
に
な
り
居
り
候
も
、
家
兄
よ
り
須
田
氏
な
り
鎮
目
氏
な
り

に
言
ひ
伝
り
し
と
の
事
に
候
へ
バ
、
必
す
や
払
込
呉
る
ゝ
こ
と
ゝ
存
じ
候
、
猶
小
生
よ

り
も
本
日
根
津
須
田
両
氏
に
向
け
発
状
可
致
候
、

村
上
よ
り
は
例
の
事
業
の
こ
と
は
、
到
底
自
己
の
手
丈
け
に
て
は
な
し
と
げ
得
す
、
又

多
大
の
費
用
を
要
す
る
故
中
止
し
て
は
如
何
と
申
来
り
候
間
、
小
生
も
や
ゝ
賛
同
の
意

を
表
し
置
候
、
実
は
小
生
渡
英
以
来
殊
に
近
来
小
生
が
処
世
の
方
針
に
大
変
化
を
来
し
、

少
し
真
面
目
な
る
勉
強
を
し
て
帰
朝
致
候
方
、
少
し
計
り
の
金
を
護
て
帰
る
よ
り
、
小

生
将
来
の
発
展
上
反
て
得
策
か
と
存
じ
、
前
段
に
も
申
上
候
通
り
目
下
真
面
目
に
勉
強

致
居
り
候
間
故
に
御
座
候
、
因
て
其
許
も
そ
の
積
り
に
て
帰
朝
後
は
一
層
の
困
難
と
生

活
難
と
に
戦
は
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
し
て
覚
悟
あ
り
度
、
決
し
て
女
の
虚
栄
に
か
ら

る
ゝ
様
な
浮
た
考
は
な
さ
る
間
敷
候
、

滞
英
の
期
間
は
予
定
よ
り
長
引
き
申
べ
く
候
、
そ
れ
は
欧
州
大
陸
が
戦
乱
の
為
め
予
定

通
り
の
視
察
出
来
さ
る
故
、
そ
の
出
来
ざ
る
期
間
丈
け
滞
英
期
間
を
延
す
積
り
に
御
座

候
、
然
し
全
体
の
洋
行
期
間
は
今
の
処
延
長
せ
さ
る
考
に
御
座
候
、
そ
は
御
申
出
の
通

－ 9 －

（図表４）大正４年６月５日付書簡の裏面写真
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旅
券
の
検
証
に
よ
っ
て
、
早
川
は
ス
イ
ス
に
滞
在
中
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
た
め
、

冒
頭
に「
倫
敦
に
て
」と
記
し
て
い
る
本
書
簡
は
、大
正
四
年
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

・
早
川
徳
次
差
出
同
軻
母
子
宛
書
簡
（
大
正
四
年
四
月
十
二
日
付
）

　
　
　
　
　
　
倫
敦
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
川
徳
次

四
月
十
二
日

　
か
も
子
ど
の

拝
啓
二
月
二
十
七
日
出
し
の
御
手
紙
拝
見
仕
り
候
、
そ
の
許
に
は
何
等
の
異
状
無
之
由

安
心
致
候
、
小
生
の
不
眠
症
は
漸
次
に
回
復
目
下
は
殆
ん
と
全
癒
の
有
様
に
候
へ
共
、

内
地
に
居
り
し
時
の
様
に
は
ど
う
し
て
も
よ
く
眠
れ
不
申
候
、
然
し
外
国
に
て
病
気
に

罹
て
は
多
大
の
費
用
を
要
す
る
は
勿
論
、
自
身
の
困
難
と
戚
（
マ
マ
）莫

と
も
一
方
な
ら
す
候
間
、

出
来
得
る
限
り
摂
生
致
居
り
候
間
、
御
安
心
被
下
度
候
、
昨
年
末
よ
り
滞
英
感
想
録
を

日
本
に
て
出
版
せ
ん
と
思
い
、
毎
日
一
題
目
丈
け
も
の
し
居
り
候
、
最
早
菊
版
に
し
て

三
百
六
十
頁
位
の
も
の
に
は
可
相
成
と
存
じ
候
、
こ
れ
は
滞
英
の
日
本
人
に
こ
の
感
想

録
を
時
々
読
み
き
か
せ
候
が
、
皆
な
小
生
の
感
想
に
同
意
を
表
し
候
間
、
出
版
の
暁
に

は
多
少
洋
行
せ
ざ
る
日
本
人
を
益
し
得
る
こ
と
な
ら
ん
と
存
じ
候
、
然
し
ま
た
確
然
と

出
版
の
事
決
定
せ
る
訳
に
は
無
之
候
間
、
他
人
に
は
御
話
し
被
下
間
敷
候
、
望
月
氏
も

今
度
は
当
撰
せ
る
由
、
本
人
の
本
懐
嘸さ
ぞ

か
し
と
存
じ
候
、
希
く
は
今
後
と
も
余
り
人
気

を
落
さ
ぬ
様
致
度
も
の
に
御
坐
候
、
根
津
氏
も
当
撰
せ
る
由
に
候
間
、
早
速
御
祝
詞
差

上
け
置
候
、根
津
の
奥
様
へ
は
そ
の
許
よ
り
時
に
発
状
致
候
や
、若
し
発
状
せ
ず
は
時
々

発
状
可
仕
候
、

英
国
は
冬
余
り
寒
く
な
い
代
り
、
春
な
と
は
早
く
暖
く
な
り
不
申
、
今
の
処
日
本
の
四

月
初
日
位
の
気
候
に
候
、
小
生
に
は
御
承
知
の
通
り
寒
よ
り
夏
の
方
体
具
合
宜
敷
候
間
、

暖
か
く
な
る
こ
と
は
何
よ
り
う
れ
敷
候
、
御
身
御
大
切
な
さ
る
べ
く
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

　
こ
の
書
簡
で
は
、
今
後
の
主
要
な
話
題
に
も
な
る
滞
英
感
想
録
の
刊
行
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
早
川
が
日
記
的
に
滞
英
中
の
見
聞
や
考
え
を
記
し
た
も
の
で
、
最
終

的
に
自
著
『
大
英
国
の
表
裏
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
に
至
る
。
こ
の
滞
英
感
想
録
に
つ
い
て
、

早
川
は
自
分
の
帰
国
前
に
刊
行
し
た
か
っ
た
よ
う
で
、
滞
欧
中
の
間
か
ら
妻
の
も
と
に
原
稿

を
送
り
、
た
び
た
び
の
校
正
依
頼
を
行
っ
て
い
る
が
、
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
早
川
が
帰

国
後
の
大
正
五
年
十
二
月
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
書
簡
の
後
半
で
は
、
根
津
（
嘉
一
郎
）、
望
月
（
小
太
郎
）
と
い
っ
た
早
川
夫
妻
の
恩
人

や
親
戚
の
選
挙
結
果
（
い
ず
れ
も
当
選
）
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
書
簡
も
封
筒

が
無
い
も
の
の
、
第
十
二
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
大
正
四
年
三
月
二
十
五
日
実
施
）
を
受

け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

－ 8 －

（図表３）早川徳次著『大英国の表裏』
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・
早
川
徳
次
差
出
同
軻
母
子
宛
書
簡
（
大
正
三
年
十
二
月
十
五
日
）
※
部
分
抜
萃

（
冒
頭
部
省
略
）

却
説
今
回
政
治
上
之
論
議
よ
り
主
婦
の
態
度
甚
た
面
白
か
ら
ず
候
間
、
当
家
止
宿
の
日

本
人
（
一
名
長
崎
高
等
商
業
の
教
授
）
は
転
宿
す
る
こ
と
ゝ
相
成
り
、
小
生
は
左
記
之

処
に
移
転
仕
り
候
、
今
度
の
下
宿
は
一
週
十
五
志
シ
リ
ン
グに

て
相
当
の
資
産
家
に
候
間
、
部
屋

と
言
ひ
食
物
と
言
ひ
前
下
宿
と
は
雲
泥
の
差
有
之
候
、因
て
今
の
処
に
て
は
政
治
上
（
の

論
議
（
英
国
の
婦
人
は
政
治
上
の
論
議
を
尽
に
な
す
、
前
下
宿
の
妻
君
は
婦
人
参
政
権

論
者
な
り
）
は
反
て
天
祐
的
結
果
を
貢
し
居
り
候
、
本
便
着
致
候
得
は
正
月
の
中
頃
に

て
御
地
の
寒
気
最
も
甚
敷
時
に
御
坐
候
間
、
弥
増
し
て
の
御
注
意
専
一
と
願
上
候
、
小

生
は
不
相
変
健
康
に
候
も
、
十
分
の
安
眠
を
取
り
得
さ
る
に
は
閉
口
罷
在
候
、
逐
々
英

国
の
事
情
に
も
通
し
候
様
相
成
り
候
間
、
茲こ
こ

三
ヶ
月
も
経
過
致
候
ハ
ヾ
一
働
き
致
度
と

存
じ
居
り
候
も
、
村
上
よ
り
何
等
の
た
よ
り
な
き
に
は
閉
口
罷
在
候
、
英
国
人
は
一
般

に
深
（
マ
マ
）切

に
御
坐
候
間
、
甚
た
愉
快
に
暮
し
居
り
候
も
女
子
の
権
利
余
り
に
増
大
し
時
に

は
男
子
を
奴
隷
の
如
く
使
役
し
駆
馳
し
居
る
に
は
些
か
感
不
快
の
感
有
之
候

（
略
）

　
同
宿
人
の
女
性
参
政
権
を
め
ぐ
る
議
論
か
ら
、
下
宿
を
移
る
事
に
な
っ
た
こ
と
を
伝
え
る

興
味
深
い
書
簡
で
あ
る
。
巻
き
添
え
を
食
っ
た
早
川
は
、
新
下
宿
は
部
屋
も
食
事
も
良
い
の

で
「
天
祐
的
結
果
」
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
政
治
的
な
議
論
も
活
発
に
行
う
英
国
の

女
性
像
に
対
し
て
、
理
解
が
お
よ
ば
な
い
当
時
の
日
本
人
男
性
像
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い

る
。
早
川
は
省
略
部
分
の
後
半
に
お
い
て
、
当
地
の
女
性
の
貞
操
観
念
の
低
さ
に
つ
い
て
批

判
を
し
つ
つ
も
、「（
英
国
の
）
婦
人
の
学
術
の
進
歩
せ
る
に
は
羨
望
に
堪
へ
不
申
候
」
と
し
、

一
見
識
を
有
す
る
女
性
の
多
さ
に
感
嘆
し
て
い
る
。

　
こ
の
書
簡
も
封
筒
を
有
さ
な
い
が
、
転
居
し
た
こ
と
（
早
川
の
滞
英
中
の
二
回
の
転
居
は

い
ず
れ
も
十
二
月
ご
ろ
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
記
述
内
容
な
ど
か
ら
も
、
こ
こ
で
は
最
初
の
転

居
と
考
え
ら
れ
る
）
な
ど
か
ら
大
正
三
年
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
転
居
に
よ
っ
て
、
早

川
は
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
ヒ
ル
、
ダ
ー
レ
イ
ロ
ー
ド
の
サ
ン
マ
ー
邸
か
ら
、
同
じ
ロ
ン
ド
ン
の

ハ
ム
ス
テ
ッ
ド
、
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
ヒ
ル
の
モ
ー
ガ
ン
邸
に
移
る
こ
と
に
な
る
。

　
文
中
に
「
逐
々
英
国
の
事
情
に
も
通
し
候
様
相
成
り
候
間
、
茲
三
ヶ
月
も
経
過
致
候
ハ
ヾ

一
働
き
致
度
と
存
じ
居
り
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
早
川
の
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
大
正
三
年
の

日
々
は
、
お
お
む
ね
ロ
ン
ド
ン
で
の
新
た
な
生
活
に
慣
れ
、
英
語
を
習
得
す
る
と
い
っ
た
、

今
後
の
活
動
に
対
す
る
準
備
に
費
や
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三
、
大
正
四
年
の
早
川
徳
次
の
動
向

　
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
の
往
復
書
簡
は
二
十
通
あ
り
、
そ
の
う
ち
早
川
が
差
出
の
も
の

六
通
で
あ
る
。

・
早
川
徳
次
差
出
同
軻
母
子
宛
書
簡
（
大
正
四
年
三
月
二
十
八
日
付
）
※
部
分
抜
萃

（
略
）

先
頃
も
申
上
候
通
り
県
病
院
に
て
も
相
当
の
医
師
居
り
候
間
、
何
も
東
京
迄
態
々
診
断

に
行
く
要
は
可
無
之
と
存
候
、
病
院
に
入
院
致
度
候
は
ゞ
精
美
氏
に
申
出
で
山
中
氏
よ

り
受
取
る
金
の
内
に
て
入
用
丈
け
貰
ひ
受
け
、
県
病
院
に
入
院
可
被
成
候
、
最
も
看
護

の
都
合
等
も
有
之
候
事
故
、
養
蚕
時
以
外
の
時
に
入
院
可
被
成
候
、
小
生
は
不
相
そ
の

後
は
健
康
も
増
進
致
候
間
、
昨
今
に
て
は
何
等
の
故
障
な
く
愉
快
に
視
察
罷
在
候

（
略
）

　
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
最
初
の
書
簡
は
、
概
ね
妻
軻
母
子
の
体
調
や
病
状
を
気
遣
う
内

容
と
な
っ
て
い
る
。
興
味
を
引
く
の
は
軻
母
子
の
県
病
院
の
入
院
に
つ
い
て
は
、
多
忙
と
な

る
「
養
蚕
時
以
外
の
時
」
に
入
院
す
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
山
梨
県

内
有
数
の
養
蚕
地
域
で
あ
る
峡
東
地
域
の
地
域
性
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
書
簡
も
封
筒
は
現

存
し
な
い
が
、
海
外
視
察
中
に
迎
え
た
三
月
二
十
八
日
の
う
ち
、
大
正
五
年
の
同
日
は
海
外

－ 7 －86



本
便
着
致
候
頃
は
極
寒
の
候
と
相
成
り
、
殊
に
山
梨
東
京
よ
り
寒
く
候
間
、
十
分
の
御

摂
養
務
（
マ
マ
）て

病
気
の
こ
と
に
関
し
て
は
兄
に
も
前
便
申
送
り
置
候
間
、
十
分
御
相
談
な
さ

る
べ
く
候

（
略
）

　
ど
う
や
ら
、
欧
州
到
着
最
初
の
書
簡
の
や
り
取
り
で
の
行
き
違
い
が
燻
っ
て
い
た
よ
う
で
、

早
川
は
返
信
を
書
く
こ
と
を
た
め
ら
い
、「
そ
の
儘
荏じ
ん
ぜ
ん苒
致
居
り
」（
省
略
部
分
）
い
た
と
こ
ろ

に
、下
宿
の
主
で
あ
る
サ
ン
マ
ー
夫
人
に
連
日
発
破
を
か
け
ら
れ
、手
紙
を
書
く
次
第
と
な
っ

た
と
述
べ
て
い
る
。
あ
る
い
は
早
川
自
身
が
「
手
厳
し
き
英
国
夫
人
様
」
サ
ン
マ
ー
夫
人
を

ダ
シ
に
し
て
、
手
紙
を
書
く
口
実
に
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
妻
に
は
出
来
る
だ
け
前

向
き
に
暮
ら
す
こ
と
を
薦
め
、
そ
う
す
れ
ば
「
此
世
は
生
れ
な
か
ら
の
極
楽
浄
土
」
と
な
る

の
で
、
自
分
の
不
在
の
二
年
間
を
愉
快
に
過
ご
し
て
欲
し
い
と
述
べ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
渡
英
早
々
の
交
際
状
況
や
語
学
へ
の
取
り
組
み
、
若
干
の
不
眠
を
訴
え
た
の

ち
、
寒
さ
に
向
か
う
山
梨
の
家
族
を
案
じ
て
筆
を
擱
い
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
書
簡
は
封
筒

が
な
い
が
、
年
代
は
内
容
か
ら
大
正
三
年
の
渡
英
早
々
と
断
定
し
た
。

・
早
川
徳
次
差
出
同
軻
母
子
宛
書
簡
（
大
正
三
年
冬
頃
）
※
前
半
省
略

（
略
）

今
度
下
宿
致
候
処
の
夫
人
は
な
か
〳
〵
深
（
マ
マ
）切
の
方
の
な
る
に
総
て
加
へ
て
家
具
等
の
装

飾
等
一
切
日
本
の
物
を
使
用
被
致
居
り
候
間
、
日
本
に
居
る
様
の
心
地
被
致
候
、
常
に

居
心
地
善
く
候
、
夫
は
牧
師
に
て
温
厚
の
君
子
人
の
如
き
人
に
候
、
夫
人
か
毎
日
小
生

に
会
話
読
書
等
を
教
へ
呉
れ
る
申
し
居
ら
れ
候
、
猶
同
夫
人
は
三
月
こ
ろ
は
立
派
に
英

語
の
会
話
か
出
来
る
様
に
す
る
と
申
し
居
ら
れ
候
、
小
生
も
御
身
の
手
紙
に
も
あ
る
通

り
父
兄
の
待（
マ
マ
）期

も
有
之
、
且
渡
欧
致
し
候
上
は
一
角
の
人
間
に
は
な
る
積
り
に
御
坐
候

間
、
精
々
勉
強
も
可
仕
候
間
、
三
ヶ
月
位
に
立
派
に
話
し
得
る
様
に
な
し
度
も
の
に
御

坐
候
、
然
し
て
一
年
半
位
に
て
一
切
の
視
察
と
金
も
を
け
し
か
を
終
へ
帰
朝
致
度
も
の

に
候
、

（
略
）

航
海
中
各
所
を
見
物
し
各
種
の
人
間
に
接
し
候
も
、
や
は
り
英
国
人
が
一
番
よ
き
国
民

の
様
被
感
候
、
昨
日
午
後
着
致
昨
夜
は
大
に
疲
労
せ
る
為
め
手
紙
さ
へ
書
く
能
は
す
、

本
日
も
未
た
疲
労
十
分
に
回
復
せ
ず
苦
困
り
居
り
候
、
本
日
は
正
金
銀
行
に
為
替
を
取

り
に
参
り
候
処
、
正
金
銀
行
は
倫
敦
の
道
中
に
て
繁
華
の
地
に
有
之
候
間
、
な
か
〳
〵

に
見
付
ら
ず
数
回
尋
ね
候
揚
句
通
行
人
に
正
金
の
存
在
を
尋
ね
居
り
候
処
、
正
金
に
居

る
日
本
人
か
正
金
は
「
コ
コ
」
で
す
と
言
は
れ
、
正
金
銀
行
の
前
に
て
正
金
銀
行
を
尋

ね
居
る
有
様
田
舎
も
の
ゝ
も
丁
度
東
京
に
出
で
た
り
を
少
し
も
異
な
ら
ず
候
、
又
本
日

は
正
金
に
行
く
べ
く
鉄
道
に
も
ノ
り
ハ
ー
プ
ル
停
車
場
に
到
り
候
処
、
リ
パ
ー
フ
ル
停

車
場
な
る
こ
と
を
知
ら
ざ
り
し
為
、
逆
走
さ
れ
し
様
の
滑
稽
を
演
し
申
候
、
倫
敦
の
市

街
は
流
石
に
世
界
の
都
で
あ
る
か
の
感
被
致
候
、
本
日
オ
ハ
ー
コ
ー
ト
や
モ
ー
ニ
ン
グ

を
誂
へ
申
候
、
倫
敦
に
来
り
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
を
作
ら
ん
と
せ
し
処
、
倫
敦
に
て
は
フ

ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
は
昨
今
■
■
の
外
着
る
も
の
な
し
皆
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ト
の
に
シ
ル
ク

ハ
ツ
ト
な
り
と
の
事
に
て
遂
モ
ー
ニ
ン
グ
を
作
り
申
候
、
然
し
倫
敦
と
て
決
し
て
安
き

処
に
無
之
、
且
費
用
の
な
か
〳
〵
に
嵩
む
に
付
閉
口
仕
り
候
、
兄
宛
の
手
紙
に
て
他
の

こ
と
御
書
き
申
候
間
、
こ
れ
に
て
擱
筆
仕
り
候
か
呉
れ
〳
〵
も
気
を
呑
気
に
持
ち
、
小

生
帰
朝
の
暁
十
分
に
内
助
の
功
を
尽
さ
る
ゝ
様
御
自
愛
願
上
候
　
敬
具

　
前
半
は
妻
・
軻
母
子
の
体
調
を
案
じ
る
内
容
で
あ
り
省
略
し
た
。
中
盤
は
、
下
宿
の
サ
ン

マ
ー
夫
人
に
よ
る
語
学
レ
ッ
ス
ン
と
、
語
学
習
得
の
見
込
み
の
ほ
か
、
こ
の
海
外
視
察
で
の

目
標
と
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
も
「
一
角
の
人
間
に
は
な
る
積
り
」
な
ど
と
述
べ
て
い
る
。

後
半
は
渡
英
早
々
の
コ
ミ
カ
ル
な
自
身
の
失
敗
談
に
関
す
る
ふ
た
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ

れ
、
故
郷
の
妻
を
笑
わ
せ
よ
う
と
す
る
早
川
の
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
書
簡
に
つ
い
て

も
封
筒
が
現
存
し
て
お
ら
ず
、
一
連
の
妻
・
軻
母
子
と
の
や
り
と
り
や
、
渡
英
早
々
の
失
敗

談
と
い
う
内
容
か
ら
、
年
代
を
大
正
三
年
の
冬
頃
と
断
定
し
た
。
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と
思
い
十
分
に
孝
養
尽
さ
る
べ
く
候
、

取
り
急
き
候
ま
ゝ
に
こ
ゝ
ら
あ
た
り
に
て
擱
筆
仕
り
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

別
紙
絵
端
書
に
も
の
る
様
に
、
仏
蘭
西
に
到
れ
は
美
術
と
は
着
服
悉
く
裸
体
と
申
し
て

も
差
支
な
き
程
に
御
坐
候
、

此
人
な
と
は
戦
争
の
時
な
り
と
雖い
え
ども

極
め
て
呑
気
の
も
の
に
て
、
夜
間
の
如
き
十
人
中

三
人
位
迄
は
婦
人
と
手
を
携
へ
て
散
歩
な
し
居
り
候
、
こ
れ
に
て
は
仏
軍
の
勝
利
や
如

何
と
疑
れ
候

　
内
容
と
し
て
は
、
航
路
中
の
寄
港
地
で
の
港
湾
の
調
査
や
見
物
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の
建
築
の

高
層
ぶ
り
と
壮
麗
さ
、
西
洋
文
化
と
対
峙
し
た
う
え
で
の
感
想
が
書
き
連
ね
ら
れ
、
家
族
や

妻
を
気
遣
う
内
容
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

　
早
川
か
ら
の
第
二
信
は
、
ロ
ン
ド
ン
で
の
下
宿
生
活
の
開
始
を
告
げ
る
も
の
で
あ
る
。

・
早
川
徳
次
差
出
同
軻
母
子
宛
書
簡
（
大
正
三
年
十
月
三
十
一
日
付
）
※
冒
頭
部
分

十
月
丗
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
早
川
徳
次

　
　
　
　
　
軻
母
子
様

長
き
〳
〵
航
海
を
終
へ
昨
日
午
後
に
当
地
に
着
仕
り
候
間
、
過
去
約
二
ヶ
月
間
御
身
よ

り
の
た
よ
り
に
接
せ
ず
候
間
、
御
身
に
は
如
何
に
暮
し
居
ら
る
ゝ
に
や
、
又
父
上
兄
上

姉
上
等
は
如
何
に
や
と
そ
れ
の
み
楽
み
に
永
井
氏
紹
介
の
サ
ン
マ
ー
氏
を
訪
問
致
し

種
々
雑
談
の
後
、
サ
ン
マ
ー
夫
人
よ
り
二
通
の
手
紙
と
新
聞
と
を
渡
さ
れ
候
間
（
後
略
）

　
早
川
も「
長
き
長
き
航
海
」と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、当
時
の
日
本
か
ら
欧
州
へ
の
航
路
は
、

イ
ン
ド
洋
・
ス
エ
ズ
運
河
・
地
中
海
を
経
由
す
る
も
の
で
、
連
絡
に
一
か
月
以
上
も
要
し
て

い
た
。
そ
れ
だ
け
早
川
も
家
族
か
ら
の
便
り
を
待
ち
焦
が
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
が
、

ど
う
や
ら
妻
・
軻
母
子
か
ら
の
書
簡
は
夫
の
長
期
不
在
を
嘆
く
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
後

略
部
分
に
は
「
待
ち
こ
か
れ
た
る
御
身
よ
り
の
手
紙
は
全
紙
皆
是
れ
憂
愁
の
雲
を
以
て
奪
は

れ
た
か
如
き
手
紙
」
と
評
す
る
と
と
も
に
、
妻
を
叱
責
し
つ
つ
慰
め
る
か
の
よ
う
な
内
容
が

綴
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
昨
日
午
後
に
当
地
に
着
仕
り
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
早
川
の
英
国

ロ
ン
ド
ン
到
着
は
、
大
正
三
年
十
月
三
十
日
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ロ
ン
ド
ン
に
お
い

て
、
早
川
は
三
か
所
の
下
宿
に
住
ま
う
こ
と
に
な
る
が
、
最
初
の
下
宿
の
大
家
で
あ
る
サ
ン

マ
ー
（
サ
マ
ー
・Sum

m
er

）
夫
人
が
登
場
し
て
い
る
。

　
そ
の
サ
ン
マ
ー
夫
人
が
再
び
登
場
す
る
の
が
、
次
の
書
簡
で
あ
る
。

・
早
川
徳
次
差
出
同
軻
母
子
宛
書
簡
（
大
正
三
年
十
一
月
十
四
日
付
）
※
部
分
抜
萃

（
冒
頭
部
略
）

当
家
の
サ
ン
マ
ー
夫
人
か
毎
日
の
様
に
御
身
に
手
紙
を
出
し
た
か
出
し
た
か
と
問
は
れ

候
間
、
マ
タ
出
さ
ぬ
〳
〵
と
答
へ
候
処
、
そ
れ
て
は
「
イ
カ
ヌ
」
必
す
一
週
二
回
は
妻

君
に
向
て
発
状
す
べ
し
と
の
手
厳
き
命
英
国
婦
人
様
の
命
令
通
に
執
筆
仕
り
候
、

（
略
）

世
の
物
事
に
は
総
て
善
悪
伴
い
居
り
候
間
、
悪
方
面
の
み
見
れ
は
此
世
は
全
部
悪
し
見

へ
、
善
方
面
の
み
見
れ
は
此
世
は
生
れ
な
か
ら
の
極
楽
浄
土
と
化
し
申
候
、
さ
れ
は
御

身
に
は
出
来
得
る
丈
け
善
方
面
を
の
み
見
、
又
考
へ
愉
快
な
る
二
年
の
日
月
を
送
ら

る
ゝ
様
希
望
仕
り
候
、

小
生
は
不
相
変
語
学
の
研
究
に
時
日
を
費
し
居
り
候
、
日
本
人
と
交
際
致
候
ヘ
バ
自
然

「
タ
ヤ
ス
キ
」
日
本
語
に
て
物
語
り
候
様
に
相
成
り
、
英
語
の
発
展
上
障
碍
と
な
り
得

べ
し
と
存
し
、
目
下
日
本
人
他
誰
人
も
訪
い
不
仕
候
、

（
略
）

着
後
三
四
日
は
安
眠
出
来
不
申
困
り
入
り
候
へ
共
、
其
あ
と
漸
次
に
安
眠
も
出
来
目
下

の
処
に
て
は
睡
眠
不
足
と
言
ふ
程
に
は
無
之
候
も
、
十
分
の
安
眠
も
出
来
不
申
閉
口
仕

り
候
、

（
略
）

88



　
〇
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）

　
　
・
八
月
　
日
本
出
国
（
後
述
理
由
か
ら
日
本
郵
船
・
加
茂
丸
乗
船
か
）

　
　
・
十
月
　
英
国
到
着
、
ロ
ン
ド
ン
に
下
宿

　
〇
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）

　
　
・
九
月
　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
視
察

　
　
・
十
月
　
ウ
ェ
ー
ル
ズ
か
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
へ
渡
る（
ロ
ン
ド
ン
へ
の
戻
り
時
期
は
後
述
）

　
〇
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）

　
　
・
三
月
　
フ
ラ
ン
ス
視
察

　
　
・
四
月
　
ス
イ
ス
視
察
か
ら
ロ
ン
ド
ン
へ
戻
る
。

　
　
・
　
　
　
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
視
察

　
　
・
九
月
　
帰
国

　　
こ
の
よ
う
に
、
早
川
は
大
正
四
年
秋
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
お
よ
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
へ
、
大

正
五
年
春
に
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ス
イ
ス
へ
と
渡
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
（
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
や
パ
リ
の
地
下
鉄
視
察
を
目
的
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
同
五
年
三
月

の
旅
券
上
の
記
載
に
は
、
旅
行
目
的
を
「studying railw

ay affairs
（
鉄
道
事
情
の
調
査
）」

と
記
し
て
お
り
、
同
四
年
の
夏
に
は
、
ロ
ン
ド
ン
を
対
象
と
し
た
地
下
鉄
事
情
の
調
査
は
ひ

と
段
落
し
、
そ
の
他
各
国
主
要
都
市
に
お
け
る
地
下
鉄
の
調
査
へ
と
、
対
象
が
移
っ
て
い
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
、
早
川
の
海
外
旅
券
か
ら
そ
の
行
程
を
あ
る
程
度
特
定
し
た
が
、
次
項
か
ら
は
当
該

期
間
に
早
川
家
内
で
交
わ
さ
れ
た
往
復
書
簡
か
ら
、
海
外
滞
在
中
の
早
川
の
動
向
や
地
下
鉄

事
業
へ
の
思
考
過
程
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

二
、
大
正
三
年
の
早
川
徳
次
の
動
向

　
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
夏
に
日
本
を
発
っ
た
早
川
徳
次
で
あ
る
が
、
そ
の
旅
程
で
の
も

の
を
含
む
、
早
川
家
資
料
に
現
存
す
る
こ
の
年
の
書
簡
は
七
通
で
あ
る
。
内
訳
は
早
川
か
ら

家
族
に
宛
て
た
も
の
が
五
通
、
家
族
か
ら
早
川
宛
の
も
の
が
二
通
で
あ
る
。
家
族
か
ら
の
も

の
は
、
後
掲
の
表
で
到
着
日
時
等
の
み
示
す
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
早
川
差
出
の
書
簡
を
時

系
列
順
に
追
っ
て
い
き
た
い
。
早
川
か
ら
の
最
初
の
書
簡
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ル
セ
イ
ユ
か

ら
妻
軻
母
子
に
宛
て
た
書
簡
で
あ
る
。
使
用
さ
れ
て
い
る
便
箋
が
「N

ippon Yusen Kaisha

　S. S. "KA
M

O
 M

A
RU."

」
と
刷
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
郵
船
欧
州
航
路
就
航

中
の
加
茂
丸
に
乗
船
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
な
お
、
本
書
状
は
封
筒
が
欠
落
し
て

い
る
が
、
次
掲
の
書
簡
の
本
文
中
の
日
付
が
十
月
三
十
一
日
で
あ
り
な
が
ら
、
封
筒
に
捺
さ

れ
た
マ
ル
セ
イ
ユ
の
消
印
が
「
2
■- 

10 

14
（
一
九
一
四
年
十
月
二
十
■
日
）」
と
な
っ
て

い
る
（
封
筒
も
日
本
郵
船
の
も
の
）
こ
と
か
ら
、
本
書
状
と
封
筒
が
取
り
違
え
ら
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

・
早
川
徳
次
差
出
同
軻
母
子
宛
書
簡
（
大
正
三
年
十
月
二
十
四
日
付
）

十
月
廿
四
日
　
　
　
早
川
徳
次

　
か
も
ど
の

今
日
一
日
当
地
に
滞
在
の
こ
と
く
聞
き
居
り
候
間
、
呑
気
に
か
ま
へ
港
湾
の
調
査
や
見

物
を
な
し
居
り
候
処
、
突
然
出
発
の
こ
と
く
確
定
被
致
候
間
、
取
急
き
御
報
申
上
候
、

本
船
は
途
中
何
等
の
危
険
も
な
く
如
愁
う
か
の
風
波
に
も
接
せ
ず
、
四
海
波
穏
か
に
当

地
に
着
仕
候
、
当
地
ハ
仏フ
ラ
ン
ス

蘭
西
第
二
の
都
会
と
も
申
す
処
故
、
市
街
の
建
築
等
は
皆
五

層
乃な
い
し至
七
層
楼
に
て
、
市
街
の
整
備
た
ゝ
驚
く
計
り
に
候
、

や
は
り
欧
州
は
日
本
の
兄
と
も
言
ふ
べ
く
何
か
ら
何
迄
行
届
き
居
事
に
は
感
心
仕
り

候
、
然
し
欧
州
に
感
心
せ
る
部
分
は
物
質
的
文
明
に
の
み
に
し
て
、
精
神
的
方
面
は
欧

州
人
に
接
す
れ
は
接
す
る
程
イ
ヤ
に
な
り
申
候
、

御
父
上
様
の
事
や
兄
姉
様
の
事
や
御
身
の
こ
と
な
ど
如
何
か
と
気
遣
れ
候
間
、
時
々
御

発
状
被
下
度
候
、
本
便
着
致
候
得
は
、
本
年
の
暮（
６
）に

し
気
候
は
寒
く
な
し
、
忙
く
は
な

る
時
に
候
間
御
身
御
大
切
に
可
被
成
候
、
猶
父
上
姉
兄
上
に
対
し
て
ハ
小
生
の
身
代
り
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を
証
し
た
も
の
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

This Passport is good for the U
nited Kingdom

. D
ated at the Japanese 

Consulate-G
eneral in London, the 31st. August, 1915.

（
署
名
）for Acting 

Consul-G
eneral.

This passport is good for France, Italy, Sw
itzerland and U

nited States of 

Am
erica. London, the 4th of M

arch 1916.

（
署
名
）FO

R ACTIN
G

 CO
N

SU
L 

G
EN

ERAL O
F JAPAN

 IN
 LO

N
D

O
N.

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
前
者
は
大
正
四
年
秋
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
お
よ

び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
へ
の
視
察
旅
行
を
、
後
者
は
大
正
五
年
春
の
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ス
イ
ス
へ

の
視
察
旅
行
と
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
渡
航
を
踏
ま
え
た
手
続
き
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

具
体
的
な
記
述
の
ほ
か
、
Ｂ
面
全
体
に
捺
さ
れ
た
ス
タ
ン
プ
類
な
ど
の
解
読
に
よ
っ
て
、
図

表
２
の
通
り
早
川
の
滞
欧
中
の
お
お
ま
か
な
動
向
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
そ
の
他
の
海
外
旅
券
の
関
係
書
類
か
ら
み
る
こ
と
が
で
き
る
、
早
川
の

イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
し
た
海
外
で
の
滞
在
状
況
が
、
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

－ 3 －

月　日 記載内容 場所 出典 記述場所

大正３年（1914）

８月12日 海外旅券下付 山梨県庁 パスポート A−Ⅰ・Ⅱ

大正４年（1915）

８月31日 連合王国へのパスポート適用 駐ロンドン日本総領事館（英） パスポート B−Ⅲ

９月24日 在留スタンプ ニューカッスル（英） パスポート B−Ⅱ

９月25日 在留スタンプ エディンバラ（蘇） パスポート B−Ⅱ

10月６日 在留スタンプ グラスゴー（蘇） パスポート B−Ⅱ

10月10日 　 不明 パスポート B−Ⅱ

10月17日 在留スタンプ ホーリーヘッド（威） パスポート B−Ⅱ

10月1■日 　 ベルファスト（愛） パスポート B−Ⅱ

大正５年（1916）

３月４日 仏・伊・瑞・米への渡航許可 在ロンドン日本総領事館（英） パスポート B−Ⅲ

３月８日 フランス入国関係 在ロンドン仏総領事館（英） パスポート B−Ⅱ

３月８日 フランス入国関係 ロンドン（英） パスポート B−Ⅱ

３月８日 フランス入国関係 ロンドン（英） パスポート2 −

３月９日 スイス入国関係 ロンドン（英） パスポート B−Ⅱ

３月10日 在留スタンプ フォークストン（英） パスポート B−Ⅱ

３月10日 　 　 パスポート B−Ⅲ

３月10日 在留スタンプ フォークストン（英） パスポート2 −

３月10日 　 　 パスポート2 −

３月15日 フランス出国関係 在パリ日本大使館 パスポート B−Ⅱ

３月17日 　 パリ（仏） パスポート B−Ⅲ

３月18日 　 　 パスポート B−Ⅲ

３月20日 フランス出国 ベレガルデ駅（仏か） パスポート B−Ⅲ

３月20日 在留スタンプ ジュネーブ・コルナバン駅（瑞） パスポート B−Ⅱ

３月26日 　 　 パスポート B−Ⅲ

３月29日 フランス入国関係 チューリッヒ（瑞） パスポート B−Ⅱ

３月31日 フランス入国関係 ベルン（瑞） パスポート B−Ⅰ

３月31日 イギリス入国関係 在ベルン英国領事館（瑞） パスポート B−Ⅰ

４月１日 フランス入国 ベレガルデ駅（仏か） パスポート B−Ⅰ

４月３日 イケダヤスオとの英国渡航許可 在パリ日本大使館（仏） パスポート3 −

４月３日 イギリス入国関係 パリ（仏） パスポート B−Ⅰ

４月３日 　 パリ（仏） パスポート B−Ⅰ

４月３日 パリ滞在関係 在パリ日本大使館（仏） パスポート B−Ⅰ

４月４日 　 不明 パスポート B−Ⅰ

４月５日 ドーバー海峡を渡る フォークストン（英） パスポート B−Ⅰ

４月５日 　 フォークストン（英） パスポート2 −

６月５日 米・加渡航への旅券適用 駐ロンドン総領事館（英） パスポート A−Ⅲ

６月23日 リバプール滞在関係 リバプール（英） パスポート A−Ⅲ

※出典欄は、本稿で紹介している海外旅券を「パスポート」とし、対象の記述
箇所をAおよびBのⅠ～Ⅲで表記し、その他の早川家資料に含まれる海外旅券
書類を「パスポート2」および「パスポート3」とした。

※国名については、
　イギリス（イングランド）…（英）　スコットランド…（蘇）　ウェールズ…（威）
　アイルランド…（愛）　フランス…（仏）　スイス…（瑞）と略記。

（図表２）早川徳次海外旅券記載内容
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さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
と
言
え
る
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
早
川
の
海
外
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
の
記
載
や
、
家
族
と
の
往
復
書

簡
に
よ
っ
て
、
早
川
の
欧
米
で
の
行
程
や
関
心
事
と
い
っ
た
動
向
を
明
ら
か
に
し
、
彼
が
地

下
鉄
事
業
へ
と
邁
進
し
て
い
く
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
お
も
な
調

査
対
象
は
、
早
川
家
資
料
の
う
ち
、
大
正
初
年
の
早
川
の
海
外
旅
券
、
早
川
と
実
家
・
御
代

咲
村
の
父
常
富
・
兄
富
平
、
さ
ら
に
妻
軻か

も

こ
母
子
と
の
往
復
書
簡
で
あ
る
。

一
、
海
外
旅
券
に
み
る
早
川
徳
次
の
欧
州
視
察

　
早
川
徳
次
の
海
外
旅
券
は
巻
頭
図
版
１
お
よ
び
図
表
１
の
通
り
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
日

本
語
で
早
川
の
本
籍
や
姓
名
、
生
年
月
日
の
表
記
に
続
き
、
そ
の
海
外
旅
行
の
目
的
が
「
鉄

道
並
ニ
港
湾
調
査
ノ
為
メ
英イ
ギ
リ
ス

吉
利
ニ
ノ
ミ
」
赴
く
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
と
、
大
正
三
年
八

月
十
二
日
付
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
海
外
旅
券
は
三
ツ
折
両
面
六
頁
か
ら
な
っ
て
お
り
、

表
面
（
Ａ
面
）
に
は
こ
の
よ
う
な
券
面
の
表
紙
を
な
す
記
載
（
Ａ
面
Ⅱ
頁
）
の
ほ
か
、
英
語

の
同
内
容
の
頁
が
あ
り
、そ
こ
に
も
「O

nly England

」
と
目
的
地
が
記
さ
れ
（
Ａ
面
Ⅰ
頁
）、

も
う
ひ
と
つ
の
頁
（
Ａ
面
Ⅲ
頁
）
に
は
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
六
月
五
日
付
け
で
次
の

よ
う
な
海
外
旅
券
の
カ
ナ
ダ
と
ア
メ
リ
カ
渡
航
へ
の
適
用
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

This passport is good for U
nited States of A

m
erica and D

om
inion of 

Canada. G
iven at the Consulate-G

eneral of Japan in London, the 5th of 

June 1916.

　
　
裏
面
（
Ｂ
面
）
に
は
、
Ⅰ
・
Ⅱ
面
に
各
国
へ
の
出
入
国
に
関
す
る
領
事
館
等
の
ス
タ
ン

プ
類
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
Ⅲ
面
に
は
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
八
月
三
十
一
日
付
の
駐
英
日

本
大
使
館
に
よ
る
パ
ス
ポ
ー
ト
の
連
合
王
国
へ
の
適
用
を
証
し
た
も
の
、
同
五
年

（
一
九
一
六
）
三
月
四
日
付
で
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
適
用

－ 2 －

（図表１）早川徳次の海外旅券

【A-Ⅰ】　　　　　　　【A-Ⅱ】　　　　　　　　【A-Ⅲ】

【B-Ⅰ】　　　　　　　【B-Ⅱ】　　　　　　　【B-Ⅲ】
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－ 1 －

は
じ
め
に

　
東
京
市
内
の
最
大
の
盛
り
場
で
あ
っ
た
浅
草
と
上
野
の
間
に
地
下
鉄
が
開
通
し
、
わ
が
国

の
都
市
に
お
け
る
交
通
機
関
と
し
て
地
下
鉄
が
整
備
さ
れ
は
じ
め
て
か
ら
九
十
年
を
経
過
し

た
。
最
初
の
事
業
者
と
な
っ
た
の
は
、
民
間
の
東
京
地
下
鉄
道
株
式
会
社
で
あ
り
、
昭
和
二

年
（
一
九
二
七
）
十
二
月
の
同
路
線
の
開
業
を
皮
切
り
と
し
て
、
昭
和
九
年
ま
で
に
新
橋
に

至
る
路
線
を
開
通
さ
せ
、
煩
雑
を
極
め
て
い
た
市
内
交
通
に
新
た
な
時
代
を
到
来
さ
せ
た
。

こ
の
東
京
地
下
鉄
道
を
立
ち
上
げ
、
長
ら
く
専
務（
１
）と

し
て
実
質
的
に
切
り
盛
り
し
て
い
た
の

が
「
地
下
鉄
の
父
」
と
も
称
さ
れ
る
早は
や
か
わ
の
り
つ
ぐ

川
徳
次
で
あ
る
。

　
早
川
は
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
十
月
十
五
日
に
山
梨
県
東
八
代
郡
御み

代よ

咲さ
き

村
（
現

在
の
笛
吹
市
一
宮
町
）
に
生
ま
れ
、
旧
制
県
立
甲
府
中
学
校
、
早
稲
田
大
学
を
経
て
、
後
藤

新
平
や
根
津
嘉
一
郎
の
も
と
で
鉄
道
経
営
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。
こ

の
早
川
が
地
下
鉄
の
東
京
で
の
実
現
を
構
想
し
た
の
は
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
か
ら
同

五
年
に
か
け
て
の
海
外
視
察
、
特
に
英
国
ロ
ン
ド
ン
で
の
地
下
鉄
の
体
験
か
ら
と
さ
れ
る
。

早
川
が
受
け
た
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
昭
和
九
年
刊
行
の
『
東
京
地
下
鉄
道
史
』
（
２
）

に
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

早
川
氏
は
こ
の
信
仰
的
勇
気
と
確
信
を
懐い
だ

い
て
倫ろ
ん
ど
ん
な
ら
び

敦
竝
に
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
地
下
鉄
道
を

研
究
し
て
、
英
国
に
滞
在
す
る
こ
と
一
ヶ
年
の
後
、
欧
洲
大
陸
に
渡
り
、
仏
国
の
地
下

鉄
道
を
研
究
し
、
更
に
大
西
洋
を
越
へ
て
米
国
に
渡
り
、
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
下
鉄
道

を
研
究
し
、
欧
米
に
滞
留
す
る
こ
と
二
ヶ
年
有
余
に
し
て
、
世
界
の
主
要
な
地
下
鉄
道

の
調
査
研
究
を
遂
げ
、
之こ
れ

が
成
果
を
深
く
胸
底
に
蔵
し
て
、
大
正
五
年
秋
半
ば
新
事
業

に
対
す
る
確
信
と
抱
負
と
を
眉び

う宇
の
間
に
漂
は
せ
な
が
ら
、
覇
気
満
々
と
し
て
遥
か
に

太
平
洋
を
越
へ
て
母
国
に
向
つ
た
の
で
あ
る
。（『
東
京
地
下
鉄
道
史
　
乾
』
（
３
））

　
こ
の
ほ
か
、
こ
の
時
期
に
専
門
家
に
東
京
で
の
地
下
鉄
の
建
設
の
困
難
さ
を
指
摘
さ
れ
、

逆
に
発
奮
し
た
と
い
う
早
川
の
述
懐
が
次
の
通
り
で
あ
る
。

日
本
の
技
術
者
に
就
て
地
下
鉄
道
の
事
を
尋
ね
て
み
る
と
、
東
京
は
昔
海
で
あ
つ
た
か

ら
地
下
鉄
道
は
駄
目
だ
と
云
ふ
話
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
は
是
等
の
意
見
に
よ
つ
て
決

し
て
悲
観
し
な
か
つ
た
。
必
要
の
事
は
何
時
か
必
ず
実
現
す
る
。
必
要
は
不
可
能
の
こ

と
す
ら
可
能
に
変
へ
て
行
く
。
こ
の
簡
単
な
信
条
が
、
私
の
粗
枝
大
葉
な
頭
脳
に
結
論

と
な
り
、確
信
と
な
り
、遂
に
信
念
と
な
つ
て
、大
勇
猛
心
を
振
ひ
興
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

（『
同
』
（
４
））

　
こ
れ
ら
の
記
述
や
た
び
た
び
の
早
川
の
コ
メ
ン
ト
な
ど
か
ら
、
早
川
が
東
京
で
の
地
下
鉄

事
業
を
興
す
こ
と
を
自
ら
の
生
涯
を
賭
け
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
、
海
外
視
察
の
目
的
を
欧
米

主
要
都
市
に
お
け
る
地
下
鉄
の
視
察
・
研
究
に
定
め
た
の
は
、
こ
の
二
年
余
り
の
イ
ギ
リ
ス

を
中
心
と
し
た
欧
米
諸
国
で
の
体
験
に
よ
る
も
の
と
見
做
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
早
川
は

鉄
道
と
港
湾
を
中
心
と
し
た
交
通
シ
ス
テ
ム
の
視
察
を
目
的
に
渡
英
し
て
お
り（
５
）、

こ
の
よ
う

な
意
識
の
大
転
回
が
も
た
ら
さ
れ
た
わ
り
に
は
、
欧
米
に
お
け
る
早
川
の
動
向
が
明
ら
か
に

　
　「
地
下
鉄
の
父
」
早
川
徳
次
の
滞
英
中
の
動
向

小
　
畑
　
茂
　
雄
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